















































































































































































































































































































































































































































































［御製造二二品々御入料］御普請方→一 3月 横長半・1冊 こ417－2
［午三月中金札御製造二軸品々御入臼取調帳］御買 午（明治3年）3月 横長半・1冊 こ417・3
儲役→一

































某金銭受取書控［覚］（中野県騒擾の件融通米代金隠 （明治3年） 横切継紙・1通 こ1－1
取につき）一→高津石右衛門他6名
某金銭受取書控（中野県下騒擾の件融通米代金受取 （明治3年） 横切紙・1通 こ1－2
につき）一→高野右金吾殿
（上田騒動関係書類綴　明治2年） 綴・4点 こ2


























素馨悪癖桂灘騨艦鯛諜留 巳（明治2年）W月28日 竪半・1冊 こ3－5
→一@付箋あり
下目付用状（村々不穏之勢風聞につき）下目付→一　掛 9月 横切継紙・1通 こ4
紙あり
（青木島村騒擾事件関係綴） 綴・4点 こ5
監熱論潮歪顯盤薔鯉鍔舗導罵 6月8日 横切継紙・1通 こ5。1
村神林三右衛門










春日栄作受取証文［記］（庚午騒擾事件の献上金下げ 明治6年11月 竪紙・1通 こ6－1
戻し受取につき）　春日栄作→佐藤則通訳　七百八拾
両三分
野串離製讐鵡囎錨讐講鍵鉾 明治6年11月 竪紙・1通 こ6－2
五拾壱両弐分
春日栄作受取証文［記］（庚午騒擾事件の献上金下げ 明治6年11月 竪紙・1通 こ6－3
戻し受取につき）春日栄作→佐藤則通殿三百七十
三両壱分
野艘叢鰐歳計留出罐幽幽墾圭 明治6年11月 竪紙・1通 こ6－4．
両
野雫藻覆諜婆1記聯罐蠕虫錨義叢 明治6年11月 竪紙・1通 こ6－5
五拾両
（戊辰戦争関係書状綴　慶応4年） 綴・2点 こ7
旧離糖磐西園寺殿．高倉殿●四條殿齪｝こ思 （慶応4年）6月 横切継紙・1通 こ7－1
三跡一名書状（苦戦粉骨の段感激につき）　永・公→ （慶応4年）6月 横切継紙・1通 こ7－2
松代隊長中
（兵士賄関係綴　慶応4年） 綴・5点 こ8
門鑑巫齪藷駿藻醐□蜥虜雑膀轟 （慶応4年）6月6日 横切継紙・1通 こ8－1
所→一
片岡十郎兵衛用状（別紙の趣一覧成し下されにつき） 8月晦日 横切継紙・1通 こ8－2
片岡十郎兵衛→真志摩様
三振簾嬉鶴躍心心幽幽諺書併 （慶応4年）9月晦日 横切継紙・1通 こ8－3
片岡十郎兵衛→一　下札あり







東山道総督府執事達書写（越後賊信州侵入の件防禦 戊辰（慶応4年）4月 横切継紙・1通 こ9－1
勉励につき）（東山道総督府執事）→真田信濃守
東謄欝轡轄妻罐縮羅i鵡麟雛磐 戊辰（慶応4年）4月 横切紙・1通 こ9－2






又左衛門用状（早急の取斗願いにつき）　又左衛門→ 6月5日 横切紙・1通 こ10－1
敬一・郎様
敬一郎用状（寺内又左衛門へ接待代料溶水盤へ伺い 6月7日 横切継紙・1通 こ10－2
願いにつき）　敬一郎→善八様
































割番願書（旅籠料不足分頂戴につき）割愛→仁礼村人 9月 横切継紙・1通 こ14－1
足伝右衛門　掛紙あり





嶋津屋藤吉金銭書上［覚］（泊り1人につき）・嶋津屋藤 閏4月23日 小切紙・1通 こ14－5
吉→上
嶋津屋藤吉金銭書上［覚］（泊り1人につき）　嶋津屋藤 閏4月23日 小切紙・1通 こ1牛6
吉→上




扇屋健左衛門金銭受取証文［覚］（6人分旅籠料につ 閏月24日 小切紙・1通 こ14・8
き）　川田宿扇屋健左衛門→上
某婁睨鴨騨難蝶蝿箭役人は入札をも （明治2年）8月19日横切継紙・1通 こ15
兵部省達書（函館表にて降伏のもの禁鋼に致しにつき） （明治2年）11月 横切継紙・1通 こ16
兵部省→松代藩
（駿河候助力依頼書綴　明治元年） 綴・5点 こ17





玉川一一学用状（駿州候助力頼みの件御請けにつき） 12月4日 横切継紙・1通 こ17－4
玉川一学→鎌伊野右衛門様
某用状（駿州候助力の件内々申上につき） 12月6日 横切継紙・1通 こ17－5
（岩村田藩護送徒士拝借金歎願関係書類綴） 綴・7点 こ18
（封筒）［口上覚］　御徒士→一 封筒・1通 こ18・1
守衛徒士用状［口上覚］（岩村田藩士引渡の件諸費用 3月8日 横切継紙・1通 こ18－2
につき）　守衛御徒士→一





囎鯉雌勲爵国構門下響下肴 3月 横切継紙・1通 こ18－5
→一
助之進用状（拝借金歎願の件衆議同意につき）　助之 3月9日 小切紙・1通 こ18・6
進→志摩様




兵部省達書（会津降伏人脱走者斬罪につき） 8月 横切紙・1通 こ19－2
玉川一学用状（横田数馬の件降伏人へ申し渡しにつ 8月23日 横切紙・1通 こ19－3
き）玉川一学→一










長谷川深美用状（大隊旗の掲げ方につき）　長谷川深 4月2日 横切継紙・1通 こ21－3
美→一　下札あり
長谷川深美用状（御旗・袖章差上につき）長谷川深美 閏月2日 横切継紙・1通 こ21－4
→一
長谷川平次郎用状［覚］（大隊旗・錦袖章拝受につき） 閏4月2日 横切継紙・1通 こ21－5
御名内長谷川平次郎→一
某書状写（北陸道官軍出兵の沙汰につき）　一→尾張 4月28日 横切継紙・1通 こ21－6
大納言
岡野元仁依頼状［大野九蔵之事二付御勘弁奉願候］（越 （明治）12月14日 三半・1通 こ31
後元居鳥距大野九蔵病身のため金銭借用依頼につ ●
き）岡野元賢罫紙使用
吉田村名主長田甚十郎他主名訴状［以口上書御許奉申 明治2年8月 竪紙・1通 こ51
上候］（善光寺表にて今夜にも騒動の様につき）吉田
村名主長田甚十郎他5名→郡山奉行所
松代藩申上書案文（中野県騒動につき）　松代藩→弁官御 庚午（明治3年） 横切継紙・1通 こ52
中　・ 12月20日
（善光寺騒動褒美関係書類綴） 綴・8点 こ53
靱負・頼母・木工・志摩用状（善光寺騒立の件職方・手 12月17日 横切継紙・1通 こ53・1
代・同心等酒代頂戴につき）自負・頼母・木工・志摩→
主膳様・衛士様







某申上書（善光寺騒動の件褒美下されにつき） 10月 横切継紙・1通 こ53－6
回申上書（善光寺騒動の件手代・手附等心配大義につ 10月 横切継紙・1通 こ53－7
き）
某申上書（善光寺騒動の件手附心配大義につき）→ 10月 横切継紙・1通 こ53－8

















山崎卓馬他二名金銭受取書［覚］（臨時出張人数賄代 慶応4年3月 竪紙・1通 こ57－2
金の件受取につき）北嶋元之助・小林太一郎・山崎卓
馬→酒井市治殿他面名
前嶋友之丞金銭請取書［覚］（甲府応援御入料の件請 慶応4年3月 竪紙・1通 こ57－3
取につき）　前嶋友之丞→岡野弥右衛門殿
前嶋友之丞金銭請取書［覚］（甲府応援御入料の件請 慶応4年3月 竪紙・1通 こ57－4
取につき）前嶋友之丞→佐藤為之婚期
綿貫泰蔵金銭請取書［覚］（甲府応援賄御入料の件請 慶応4年4月 竪紙・1通 こ57－5
取につき）綿貫泰蔵→岡野弥右衛門殿
綿貫泰蔵金銭請取書［覚］（甲府応援賄御入料の件請 慶応4年4月 竪紙・1通 こ57－6
取につき）　綿貫泰蔵→佐藤為之進殿
綿貫泰蔵金銭請取書［覚］（甲府応援賄御入料の件請 慶応4年4月 竪紙・1通 こ57－7
取につき）綿貫泰蔵→佐藤為之進殿
片岡十郎兵衛金銭請取書［覚］（甲府出張御入料の件 辰（慶応4年）11月 竪紙・1通 こ57－8
請取につき）　片岡十郎兵衛→佐藤為之上殿








矢野二見用状（戊辰戦争出張武庫方御下金の件申立 4月14日 横切継紙・1通 こ61－1
につき）矢野口見→一
矢野唯貼用状（戊辰戦争出張武庫方御下金の件勘定 4月14日 横切継紙・1通 こ61－2
につき）矢野唯見→一
元会計用状（戊辰戦争出張武庫方御下金の件引渡に 4月16日 横切継紙・1通 こ61－3
つき）元会計→一
（封筒）矢野唯見→長谷川昭道様 7月4日 封筒・1通 こ61・4
二見用状（戊辰戦争出張武庫星学下金の件下されに 7月4日 竪半・1冊 こ61。5
つき）唯見→昭道様
矢野唯医用状（戊辰戦争出張武庫方御下金の件下さ （明治）9年5月14日 竪半・1冊 こ61－6
れにつき）矢野唯見→一
（人足賃銭等請取書・諸帳綴　明治元年～同2年） 綴・19点 こ63
賃銭掛御飛脚才領組喜市金銭請取書（人足賃銭等の 明治2年6月 竪継紙・1通 こ63－1
請取につき）　賃銭臨御飛脚才領組喜市→池田富之進
殿他5名奥印・奥書あり
［従信州松代越後高田通り奥州出張先本陣迄宿村駄 明治元年10月 横長半・1冊 こ63－2
賃帳］松代鹿野外守内荒井喜市→一
三条宿問屋役人代金受取書［覚］（駕籠人足代金につ 辰（明治元年） 竪切紙・1通 こ63－3
き）三条宿問屋役人→上 10月4日
加茂町問屋代金受取書［覚］（人足代金につき）　加茂 10月4日 小切紙・1通 こ63－4
町問屋→上









石盤役人代金受取書［覚］（人足代金につき）石間役 三年10月5日 小切紙・1通 こ63－8
人→上
芳次村役人代金受取書［おぼえ］（人足代金につき） 辰年10月5日 竪切紙・1通 こ63－9
芳次村役人→上
谷津村役人代金受取書［覚］（人足代金につき）谷津 辰年10月5日 竪切紙・1通 こ63－10
村役人→上





下野尻問屋役人代金受取書［覚］（人足代金につき） 辰年10月6日 小切紙・1通 こ63－13
下野尻問屋役人→松代様御役人衆中様
御飛脚才領組喜市勘定書（人足賃銭につき）　御飛脚 10月 横切紙・1通 こ63－14
才領組喜市→一
［出張之節早追駕籠人足酒代御勘定帳］御飛脚才領 （辰年）10月 横長半・1通 こ63－15
組喜市→一
［出張之白道中仕切御賄代御勘定帳］　御飛脚才領組 （辰年）10月 横長半・1通 こ63－16
喜市→一
［官軍御用十村人足帳］御飛脚才領組喜市→一 （辰年）10月 横長半・1通 こ63－17
［帰り之節早追駕籠人足酒代御勘定帳］御飛脚才領 （丁年）10月 横長半・1通 こ63－18
組喜市→一

















横田数馬申上書（東山道大総督府御印鑑引替につき） 7月25日 横切継紙・1通 こ67
（横田）数馬→大熊衛士様
（印鑑請取書綴　明治元年） 綴・10点 こ68
牧野良平他一名請取書［覚］（乗籠・印鑑紙につき） 辰6月29日 小切紙・1通 こ68－1
牧野良平・代判草間一郎→小野喜平太殿




山内唯七請取書［覚］（総督府印鑑につき）　山内唯七 7月28日 小切紙・1通． こ68・3
→笠原平六郎殿
根井小右衛門請取書［覚］（総督府印鑑につき）　根井 辰8月3日 小切紙・1通 こ68・4
小右衛門→御目付様
宮下力請取書［覚］（総督府印鑑につき）宮下力→笠 辰8月5日 横切継紙・1通 こ68・5
原平六郎様
白川税受取書［覚］（総督府印鑑紙につき）　白川税→ 8月8日 小切紙・1通 こ68・6
笠原平六二様
宇敷元之丞受取書［覚］（総督府印鑑紙につき）　宇敷 8月8日 　eｬ切紙・1通 こ68・7
元之丞→笠原平六郎様
三沢刑部丞請取書［覚］（駕籠・乗駕籠・総督印鑑に 辰8月10日 横切継紙・1通 こ68・8・1
つき）　三沢刑部丞→樋口弥治郎殿
三沢刑部丞請取書［覚］（印鑑につき）　三沢刑部丞 8月10日 小切紙・1通 こ68・8。2
→一
近藤権右衛門請取書［覚］（関州関所印鑑・大総督府印 9月25日 小切紙・1通 こ68。9
鑑につき）　近藤権右衛門→一
新潟県証書［証］（大隊旗落手につき）新潟県→松代藩隊 6月2日 横切紙・1通 こ69
長御中
（旧会津藩降服人乳慎赦免関係綴） 綴・4点 こ72
（封筒）望月帰一郎→真田桜山様 正月 封筒・1通 こ72－1
太政官達（旧会津藩降服人謹慎赦免の件兵部省より 正月10日 横切継紙・1通 こ72・2
請取につき）太政官→松平慶三郎
望月帰一郎用状（降服人の件別紙の通り承知成られ 正月10日 横切継紙・1通 こ72－3
につき）　望月帰一郎→真田桜山様






中籍叢罐衛翻謡醗灘罷難鍵哲 明治2年8月27日 竪美・1冊 こ101－2
つき）　御口番嘉左衛門・大田原村御口番伝吉・桑原村御
口番要蔵→郡御奉行所端裏書あり
郡灘蟷鵠語糠黙認翻鷺観毒 明治2年8月27日 竪紙・1通 こ101－3
門・重作・吉右衛門→郡御奉行所
























































（封筒）［下筋出張五四隊御呼出人別圏外品々書類］ （明治2年）4月 封筒・1通 こ105－3







三里糠騨莚織鴇慰撫縮轟轟 9月19日 横切継紙・1通 こ112－1
横田数馬→一
噌鶴騨撃轟闘盤面翻鉱毒彗 10月 横切継紙・1通 こ斜2－2
き）御勘定吟味役→一
御勘定吟味役用状（端裏書）［根村熊五郎御三奉伺］ 10月 横切継紙・1通 こ112。3
（根村熊五郎の甲奥北越動乱御賞の件評議につき）
御勘定吟味役→一
玉川一学申上書（端裏書）［横田数馬御二筋之義御 巳9月 横継切紙・1通 こ112－4
内々申上］（横田数馬の甲州東京出陣の件心労につ
き）玉川一学→一
璽獄瀦騰海闘講盛観灘籔彗 10月 横切継紙・1通 こ112－5
き）御勘定吟味役→一
璽鷲輪軸（幽幽翻蓋幽艶灘墓蓬 10月 横切継紙・1通 こ斜2－6
つき）御勘定吟味役→一
御勘定吟味役用状（端裏書）［池村猪三郎河口多喜人 10月 横切継紙・1通 こ112－7
山内唯七御賞之義御尋二付申上］（甲奥北越動乱の
御零の件評議につき）御勘定吟味役→一
御勘定吟味役用状（端裏書）［堤常之丞小納戸原田勝 10月 横切継紙・1通 こ112－8
弥御買物方小使］（堤常之丞他1名の甲奥北越動乱
御賞の件評議につき）御勘定吟味役→一
御台所目付御買物役申上書（御台所御仲間御買物小 8月 横切継紙・1通 こ112－9
夫兼喜作の御賞の件心労につき）御台所目付御買
物役→一





嘩麟騨蝋i翻覇偏鷲態勢（鳥嘉 10月 横切継紙・1通 こ112－12
彦六→一
柘植彦六用状（端裏書）［西沢甚七郎宮原柔兵衛御賞 10月 横切継紙・1通 こ112－13
奉伺］（甲奥北越動乱の御賞の件評議につき）柘植
彦六→一
嗜観取郷襯鶴器鶴聡叡璽響㌍ 10月 横切継紙・1通 こ112－14
柘植彦六→一
野躾麟鷲論調謹熱熱瞬鷲誌面 9月 横切継紙・1通 こ112－15
の件心労につき）　野中治右衛門→一
三論奢野糞臨画君熱傷聡蒙製野 10月 横切継紙・1通 こ112－16
柘植彦六→一




御駿鵠鱗囎1磐腰縄錘離馨籠募 10月 横切継紙・1通 こ112－18
件評議につき）　御勘定吟味→一
柘植彦六用状（端裏書）［下目付杖突兼之介藤誠三郎 10月 横切継紙・1通 こ112－19
御賞奉伺］（斉藤誠三郎の三年閏4月一件評議につ
き）柘植彦六→一
柘餐鞍勲購纏綿欝欝 10月 横切継紙・1通 こ112－20
玉1臨灘霧襲認幽明離離謬董願］ 巳10月 横切継紙・1通 こ112－21
柘離離織機臨機蟹蝶蝶擁謬 壬申6月 横切継紙・1通 こ112－22
き）柘植宗利→一




柘植彦六用状（端裏書）［水野七郎兵衛御賞奉伺］（水 10月 横切継紙・1通 こ112－25
野七郎兵衛の武器差配の件評議につき）　柘植彦六
→一
会所掛り野中治右衛門他一名用状（端裏書）［御内々 9月 横切継紙・1通 こ112－26
申上］（水野七郎兵衛の辰年三事変の件心労につ
き）　会所掛野中治右衛門・池田荘右衛門→一
留役申上書（端裏書）［北越御出兵二付買上物受用辻 10月 横切継紙・1通 こ112－27
申上］（北越出兵の件代金入用につき）留役→一
柘植彦六申上書（端裏書）［大塚谷平御賞筋奉伺］（金 10月 横切継紙・1通 こ112－28
銭操り都合の件心労につき）　柘植彦六→一
池驕蠣蝦蟹1驚搬蕊蟹驚蓼謬 9月 横切継紙・1通 こ112－29
き）　池田治右衛門→一
会所掛代金受取書（武器弾薬賃金受取につき）　会所 9月 横長半・1冊 こ112－30
掛→一 ●






御灘撃雛鵬灘轟聲醒翻離灘 10月 横切継紙・1通 こ112－33
の件評議につき）　御勘定吟味→一
御量篠融鵜翠黛鯉騙講興雄弁 10月 横切継紙・1通 こ斜2－34








御灘紫羅（灘墾騙饗叢譲讐調鴨毒 10月20日 横切継紙・1通 こ112・37
定吟味→一
留役申上書［郷原力作嘆賞筋創出御内遺墨上］（金策 10月 横切継紙・1通 こ112－38
勤めの件心労につき）留役→一
（会田騒動・麻幹騒動取締関係綴　明治2年） 綴・9点 こ113
松本久左衛門他一一名達［申上］（会田騒動につき）御 巳（明治2年） 竪美・1冊 こ113－1
手附松本久左衛門・小林権治郎→一 8月27日
民之助他一下下上書［申上］（苅谷原宿より麻積宿下 8月28日 横切継紙・1通 こ113－2
の騒動様子につき）　民之助・平六郎→一
茂一兵衛他一名願書（三二丁丁寄の件稲荷宿への風 8月27日 横切継紙・1通 こ113－3
聞なきにつき）茂一兵衛・繁三郎→一
手付野本甚左衛門他三名願書［申上］（川北村寄合風 巳（明治2年）8月 竪美・1冊 こ113－4
聞の件取締りにつき）　御手附野本甚左衛門・岸田鉄
治・宮川伝十郎・宮川伊兵衛
宮沢繁三郎他一名申上書［申上］（下井堀村寄合風聞 巳（明治2年） 鼓索・1冊 こ113－5
につき）　御手附宮沢繁三郎・藤牧茂一兵衛→一 8月27日
松本久左衛門他一名申上書［申上］（上田騒動の件加 巳（明治2年） 鼓索・1冊 こ113－6
二者なきにつき）　御手附松本久左衛門・宮川伝十郎 8月18日
→一
宮沢繁三郎申上書［申上］（麻積騒動の件上堀井村へ 巳（明治2年） 竪美・1冊 こ113。7
の風聞なきにつき）御手附宮沢繁三郎・藤牧茂一兵衛 8月27日
→一
松本久左衛門申上書［申上］（上田表一件領内取締り 巳（明治2年） 竪美・1冊 こ113・8
につき）　御手附松本久左衛門・宮川伝十郎→一 8月24日
松本久左衛門申上書［申上］（御料村取締りにつき） 巳（明治2年） 竪美・1冊 こ113－9
御手附松本久左衛門・小林桂次郎→一 8月28日
監寛歯面翻［健暴鵜辮離幽幽挙讐 明治3年3月9日 横切継紙・1通 こ120
されにつき）監督→
（甲越出兵手当請取書一括　明治元年） 2点 こ124
（甲越出兵の手当につき請取書）　割目宮入三治→一 明治元年12月 竪半・1冊 こ124。1
虫損



















回訓状［覚］（讃評にて御届けにつき）　一→弥右衛門 （慶応4年）4月19日 横切継紙（5・6・ こ126－7
様・友之進様　朱書添削あり 7・8輪生）・1通
友之進用状（御人数賄入料の件落手につき）　友之進 （慶応4年）4月19日 横切継紙（5・6・ こ126－8
→弥右衛門様 7・8紙繕）・1通






















某用状［覚］（中沼証文内訳につき） （慶応4年） 横切継紙・1通 こ126－19

























甲嶽膿醒辮韻鰹婁1三三隔匙豪 明治元年12月 竪継紙・1通 こ127－4
助→甲州西部十日市場政治郎殿
　　遠光寺村清兵衛金銭請取書［乍恐以書付御請判焉@　上候］（小銭買上の件頂戴につき）　甲府在遠光寺 明治元年12月 竪継紙・1通 こ127－5
村清兵衛→松代御勘定吟味御役所
遠編禮円鞘養羅熱血露華灘聡 明治2年正月 竪紙・1通 こ127－6
清兵衛殿




甲府柳町半助金銭請取書［門門以書付御請奉申上間］ 明治元年12月 竪継紙・1通 こ127－9
（小銭買上の件頂戴につき）　甲府柳町三丁目半助→
松代御勘定吟味御役所
柳顯霧簾丁丁綿語野州二二 明治元年12月 竪紙・1通 こ127・10
柳町三丁目松田屋半助殿
柳町大黒屋権八金銭請取書［御下金請取一札之（松代 明治元年12月 横切継紙・1通 こ127－11
藩小銭買上の件頂戴につき）　柳町四丁目大黒屋権八
→吉田屋佐兵衛殿 ●
緑町利兵衛金銭請取書［御下ケ金請取一札臣事］（松 明治元年12月 竪紙・1通 こ127－12
代藩小銭買上の件頂戴につき）　緑町高野屋庄兵衛
支配人利兵衛→柳町吉田屋佐兵衛殿
甲府元兵衛金銭請取書［乍心象書付御請奉申上候］ 明治元年12月 竪継紙・1通 こ127－13
（小銭買上の件頂戴につき）　甲府魚町二丁目元兵衛
→松代御勘定吟味御役所
［御下金請取書］魚町庄兵衛→一 明治元年12月 横長半・1通 こ127－14
三日町治兵衛金銭請取書［御下金請取一札即事］（小 明治元年12月 竪紙・1通 こ127－15
銭書上の件頂戴につき）　三日町弐丁目→松代御勘定
吟味御役所
片黙厩熱隷鐵騨門門二二昇爆 2月 横切紙・1通 こ127－16
兵衛→一
















小村屋庄右衛門金銭受取書［覚］（墨・半紙代金につき 7月9日 小切紙・1通 こ131・2
小村屋庄右衛門→上様）
倉田吉治郎他一自用状［覚］（人足代につき）　倉田吉 8月朔日 横切継紙・1通 こ131－3
治郎・池田磯右衛門→御武具方御役所
会津屋太助金銭受取書［覚〕（蝋燭代につき）　会津屋 28日 小切紙・1通 こ131－4
太助→上
西新店新次郎［覚］（西紙・半切代につき）　西新店新次 7月27日 横切継紙・1通 こ13下5
郎→上
小千谷瀧澤屋五兵衛金銭受取書［覚］（桶代につき） 7月29日 小切紙・1通 こ131－6
小千谷たき沢や五兵衛→上
源六用状［覚］（弓張り代につき）源六→松代様 7月29日 小切紙・1通 こ131－7
西新店金銭受取書［覚］（半切代につき）　西新店→上 7月29日 横切継紙・1通 こ131－8
西新店金銭受取書［覚］（墨・水筆代につき）　西新店→ 7月30日 横切紙・1通 こ131－9
上
栖谷村役人金銭受取書［覚］（白米・御手元代金につ 8月4日 小切紙・1通 こ131。10
き）　栖吉村役人→松代様
三儀生村新五左衛門金銭受取書［覚］（白米・御手当代 8月3日 竪紙・1通 こ131・11
につき）　三仏生村店屋新五左衛門→松代様　下げ札あ
小千谷町権八金銭受取書［覚］（野望につき）　小千谷 8月3日 小切紙・1通 こ131－12
権八→上
雁嶋村金銭請取書［覚］（人足手当代につき）　雁嶋村 8月10日 横切継紙・1通 こ131。13
→松代様御内佐藤岡右衛門様
弾薬買門門御雇組重太郎金銭受取書（弾薬運送品入 辰7月 竪紙・1通 こ131－14
料につき）　弾薬買銭払御勝組重太郎→御武具方御役所
並柳村関屋孫右衛門金銭請取書［覚］（人足賃・白米代 7月29日 竪紙・1通 こ131。15
につき）　並柳村関屋孫右衛門・代久右衛門→松代様
小出八右衛門金銭受取書［覚］（御平代につき）　小出 辰8月1日 小切紙・1通 こ131－16
八右衛門→松代御役人様




［嬉々駄賃帳］真田信濃守内岡田重太郎→一 辰7月27日 横長半・1通 こ131－19
長崎藤作組岡右衛門金銭受取書［覚］（玉薬材料の入 8月5日
料につき）　長崎藤作組岡右衛門→御奉行所 横切継紙・1通 こ131－20
関東屋丈助金銭受取書［覚］（上の晒代置につき）　関 8月11日 横切紙・1通 こ131－21
東屋丈助→上
喜兵衛金銭受取書［覚］（さらし代につき）喜兵衛→ 8月5日 横切紙・1通 こ131－22
上
槙山村役人金銭受取書［覚］（蝋燭代につき）　槙山村 8月5日 小切紙・1通 こ131－23
　役人→松代御藩中様
r五左衛門金銭受取書［覚］（竹代につき）　与頭甚五 8月13日 小切紙・1通 こ131－24
左衛門→上




飴屋長市郎金銭受取書［覚］（酒肴代につき）　あめや 辰8月25日 小切紙・1通 こ131・26
長市郎→松代野村隼太様
栗林屋惣助金銭請取書［覚］（半紙代につき）　栗林屋 8月30日 小切紙・1通 こ131。27
惣助→上
伴治郎金銭請取書［覚］（8尺分金銭につき）　伴治郎 8月晦日 小切紙・1通 こ131・28
→松代旦那様
壱之町市右衛門金銭受取書［覚］（なわ代につき）壱 辰9月6日 小切紙・1通 こ131。29
之町市右衛門→上
成田屋金銭受取書［覚］（縄代につき）成田屋→上 9月10日 小切紙・1通 こ131－30
畳屋栄蔵金銭受取書［覚］（むしろ代につき）畳屋栄 辰9月11日 横切継紙・1通 こ131・31
蔵→上
成田屋市右衛門金銭請取書［覚］（なわ代につき）　成 9月11日 横切継紙・1通 こ131・32
田屋市右衛門→上
畳屋文蔵金銭受取書［覚］（むしろ代につき）畳屋文 辰9月11日 小切紙・1通 こ131。33
蔵→上
下保内為八金銭受取書［覚］（琉球代等につき）　下保 9月11日 横切継紙・1通 こ131・34
内官八→上
成田屋市右衛門金銭受取書［覚］（なわ代につき）　成 9月15日 小切紙・1通 こ131－35
田屋市右衛門→上
栗林惣助金銭請取書［覚］（半紙溢血につき）　栗林惣 9月17日 小切紙・1通 こ131－36
助→上




新保屋甚八金銭受取書［覚］（小3半分金銭につき） 9月18日 小切紙・1通 こ131・39
新保屋甚八→上
材木屋仁平治金銭受取書［覚］（杉代につき）材木屋 辰9月9日 小切紙・1通 こ131・40
仁平治→上
忠蔵金銭受取書［覚］（のしろ代につき）忠蔵→上 辰9月20日 小切紙・1通 こ131－41
一之町市右衛門金銭受取書［覚］（なわ代につき）　一 辰9月20日 小切紙・1通 こ131－42
之町市右衛門→上
高田与左衛門組国松金銭請取書（品代につき）　高田 辰9月 横切紙・1通 こ131－43
与左衛門組国松→御武具方御役所
三郎右衛門金銭請取書［覚］（人足代につき）　三郎右 辰9月22日 小切紙・1通 こ131・44
衛門→松代御話吉村国松様
問屋五右衛門金銭請取書［覚］（人足代につき）高田 辰9月20日 横切継紙・1通 こ131・45
宿問屋五右衛門→松代御藩吉村国松様
問屋金銭請取書［覚］（人足代につき）飯山町問屋→上 9月21日 小切紙・1通 こ131－46
［三面より九月十九日立御在所江早追御入料］高田 辰9月
寿左衛門組国松→一 横長半・1冊 こ131・47
国松金銭請取書（草鮭銭蝋燭酒代等につき）　高田寿 辰9月 横切紙・1通 こ131－48
一郎組国松→御武具方御役所




矢沢作右衛門金銭請取書［覚］（わらじ・酒代につき） 9月4日 横切継紙・1通 こ131－50
矢沢作右衛門→上
新保屋甚八金銭請取書［覚］（釘代につき）　新保屋台 辰9月20日 小切紙・1通 こ131－51
八→上
近江屋助兵衛金銭請取書［覚］（きり代につき）近江 9月20日 横切継紙・1通 こ131－52
屋助兵衛→上




市右衛門金銭請取書［覚］（なわ代につき）　一之町市 9月26日 小切紙・1通 こ131－55
右衛門→上
丁ちんや豊作金銭受取書［覚］（小田原袋代につき） 9月25日 小切紙・1通 こ131－56
丁ちんや豊作→松代旦那様
竹林屋惣治金銭請取書［覚］（3町分代金につき）竹 9月26日 横切継紙・1通 こ131－57
林屋惣治→上
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（荷むしろ代につき） 辰9月28日 小切紙・1通 こ131－58
玉木屋甚次郎→上
山本屋吉助金銭請取書［覚］（むしろ代につき）　山本 10月10日 小切紙・1通 こ131。59
屋吉助→上
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（杉出と板代につき） 10月10日 小切紙・1通 こ131－60
玉木屋甚次郎→上
竹林屋惣治金銭請取書［覚］（上半紙代につき）　竹林 10月10日 小切紙・1通 こ131－61
屋惣治→上
轡屋市右衛門金銭請取書［覚］（なわ代につき）柿屋 辰10月12日 小切紙・1通 こ131－62
市右衛門→上
提灯屋源右衛門金銭受取書［覚］（小田原丁ちん代に 辰10月15日 小切紙・1通 こ131－63
つき）　三条提灯屋源右衛門→上
提灯屋源右衛門金銭請取書［覚］（小田原丁ちん代に 辰10月17日 小切紙・1通 こ131－64
つき）　提灯屋源右衛門→上
吉次金銭受取書［覚］（むしろ代につき）　吉次→御上 辰10月18日 小切紙・1通 こ131－65
様
市左衛門金銭受取書［覚］（なわ代につき）　なり田屋 辰10月21日 小切紙・1通 こ131－66
市左衛門→上
ときわや金銭受取書［覚］（なわ代につき）　ときわや 10月21日 小切紙・1通 こ131－67
→上
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（すげ代につき）　玉木 辰10月22日 小切紙・1通 こ131－68
屋甚次郎→上
蝋燭屋佐之八金銭請取書［覚］（蝋燭代につき）　蝋燭 辰9月25日 小切紙・1通 こ131－69
目当之八→上
材木屋仁平治金銭請取書［覚］（末木代につき）　材木 辰11月2日 小切紙・1通 こ131－70
屋仁平治→上







扇下彦左衛門金銭金銭請取書［覚］（蝋燭代につき） 辰11月8日 小切紙・1通 こ131・73
扇下彦左衛門→上




林右衛門金銭受取書［覚］（なわ代につき）　三河屋林 11月4日 竪紙・1通 こ131－76
右衛門→松代様横田二作様
九助金銭請取書［覚］（茶代につき）御手早目黒子→羽 辰11月 横切継紙・1通 こ131－77
田三蔵・山寺常吉
男手金銭請取書［覚］（茶代につき）御手附助九界→野 7月3日 横切紙・1通 こ131・78
村隼太様




羽田三蔵他一名金銭請取書［覚］（銃傷病院品々買上 明治元年12月 竪継紙・1通 こ132－1
代につき）羽田三蔵・山寺常吉→堀内荘作殿
わたつや店金銭受取書［覚］（樽代につき）　わたつや 7月25日 横切継紙・1通 こ132－2
店→上様下げ札あり
わたつや店金銭受取書［覚］（代金につき）わたつや 7月25日 小切紙・1通 こ132－3
店→上様下げ札あり
定七金銭受取書［覚］（代金につき）定七→上下げ札 7月25日 小切紙・1通 こ132－4
あり
栄蔵金銭請取書［覚］（梨子代につき）小千谷町栄蔵→ 辰7月25日 横切継紙・1通 こ132－5
松代様
福屋与八金銭受取書［覚］（炭附肴代につき）　福屋与 辰7月25日 小切紙・1通 こ132－6
八→上下げ札あり
井筒屋金銭受取書［覚］（たばこ代につき）井筒屋→ 辰7月25日 小切紙・1通 こ132－7
御上様下げ盲あり
西新新治郎金銭請取書［覚］（薬種代につき）　西新新 辰7月26日 横切継紙・1通 こ132－8
治郎→野村様御取次中様　下げ札あり
専八金銭受取書［覚］（鳥代につき）　小千谷専八→上 7月27日 横切継紙・1通 こ132－9
下げ札あり
柳町勘兵衛金銭受取書［覚］（金たらへ代につき）　小 辰7月27日 横切継紙・1通 こ132－10
千谷壷屋勘兵衛→上様　下げ札あり
茂吉金銭請取書［覚］（につけ代につき）　肴や茂吉→ 7月27日 小切紙・1通 こ132－11
上　下げ札あり
茂吉金銭請取書［覚］（あゆ代につき）　肴屋茂吉→上 辰7月23日 横切継紙・1通 こ132－12
下げ札あり
朝陽堂店金銭請取書［覚］（小物入菓子につき）　小千 辰7月27日 横切継紙・1通 こ132・13
谷朝陽堂店→上　下げ札あり
西新新次郎金銭請取書［覚］（薬代につき）　西新新次 7月27日 横切継紙・1通 こ132－14
郎→上　下げ札あり




大つるや金銭受取書［覚］（1升代につき）大つるや→ 辰8月4日 横切継紙・1通 こ132－16
御上様　下げ札あり




羽田三蔵他一名金銭請取書［覚］（器機兵糧品につき） 明治元年12月 竪継紙・1通 こ133－1
羽田三蔵・山寺常吉→堀内荘作殿　奥印・奥書あり
わなつや店金銭受取書［覚］（菊の井3升代金につき） 辰7月25日 横切紙・1通 こ133－2
わなつや店→上様　下げ札あり
わなつや店金銭受取書［覚］（菊の井代につき）　わな 7月27日 横切継紙・1通 こ133－3
つや店→上様　下げ札あり




平沢屋幸吉金銭請取書［覚］（かさ等につき）　平沢屋 辰7月26日 横切継紙・1通 こ133－6
幸吉→松城御上様
堺屋治郎兵衛金銭受取書［覚］（大蝋・中蝋代につき） 7月27日 小切紙・1通 こ133－7
堺屋治郎兵衛→上様
初条村良左衛門金銭受取書［覚］（賄代につき）　初条 7月27日 小切紙・1通 こ133。8
村良左衛門→野村隼太様
堺屋治郎兵衛金銭受取書［覚］（大蝋・中蝋代につき） 7月27日 小切紙・1通 こ133。9
堺屋治郎兵衛→上様
鶴屋与市金銭請取書［覚］（大蝋・中蝋代につき）　鶴屋 8月28日 小切紙・1通 こ133－10
与市→松代様
平沢屋幸吉金銭請取書（笠・ござ代につき）　平沢屋幸 辰7月29日 小切紙・1通 こ133－11
吉→上様
平沢屋幸吉金銭受取書［覚］（山かさ代等につき）　平 辰8月朔日 小切紙・1通 こ133－12
沢屋幸吉→上様
小栗村喜兵衛金銭請取書「覚］（酒代等につき）　小栗 8月2日 小切紙・1通 こ133－13
村名主喜兵衛→松代御役人様　下げ札あり
かさや藤七金銭受取書［覚］（丁ちん代につき）　かさ 辰8月4日 小切紙・1通 こ133－14
や藤七→御上様
米岡屋平八金銭受取書［覚］（笠代につき）　米岡屋平 8月5日 小切紙・1通 こ133－15
八→上様
つるや清七金銭受取書［覚］（笠こて代につき）つる 8月朔日 小切紙・1通 こ133－16
や清七→上
鶴屋与市金銭受取書（金銭につき）鶴屋与市→上下 8月 横切紙・1通 こ133－17
げ札あり
豆腐屋佐七金銭受取書［覚］（金銭につき）　豆腐屋佐 辰8月17日 横切紙・1通 こ133－18
七→松代様
大坂屋正左衛門金銭受取書［覚］（金銭につき）　大坂 9月23日 横切紙・1通 こ133－19
屋正左衛門→松代御役人様　下げ札あり




玉木屋甚治郎金銭請取書［覚］（大小ろうそく代につ 9月2日 横切紙・1通 こ133・21
き）　玉木屋甚治郎→松代様
伊丹屋啓次郎金銭受取書［覚］（泉川代等につき）伊 辰9月12日 横切紙・1通 こ133－22
甲屋啓次郎→上　下げ札あり
栗林屋惣助金銭請取書［覚］（ろうそく代につき）　栗 9月15日 横切紙・1通 こ133－23
林屋惣助→上
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（ろうそく代につき） 辰10月17日 横切紙・1通 こ133。24
玉木屋甚次郎→上
大阪屋正左衛門金銭請取書［覚］（茶料につき）　大阪 辰10月16日 横切紙・1通 こ133・25
屋正左衛門→上　下げ札あり
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（蝋燭代につき）　玉木 辰10月25日 小切紙・1通 こ133・26
屋甚次郎→上 ●
治助金銭受取書［覚］（金銭につき）治助→上下げ札 辰9月25日 小切紙・1通 こ133－27
あり
ミノ屋伝七金銭請取書［覚］（油代につき）　ミノ屋伝 辰10月 小切紙・1通 こ133－28
七→松代様
玉木屋甚次郎金銭請取書［覚］（肴代等につき）　玉木 11月3日 横切継紙・1通 こ133－29
屋甚次郎→松代様　下げ札あり





［口達］（今般京都詰3ヶ年申付の件年々米10俵つつ 9月 小切紙・1通 こ13牛1
下賜につき雛形）
（京都詰番士名前書上） 横折紙・1通 こ134－2
［京都三ヶ年詰徴兵組名四帳］割番→一　付箋あり 慶応4年7月 横長半・ユ冊 こ134・3
割番上申書（京都詰足軽の件人選並に手当につき） 辰年7月 横切継紙・1通 こ134－4
割番→一









（京都詰申付の件年米10俵下賜につき雛形写） 7月 小切紙・1通 こ134－11
割番伺書（小林亀潜心仁十郎の件京都詰徴兵組に命 7月 小切紙・1通 こ134－12
じられにつき）割干→一




（封筒）［壱番　明治元辰年　越奥出張抱候書類］ 明治3年 封筒・1通 こ135－1
（荷物渡し用状綴） 綴・14点 こ135－2




直太郎願書（武器出入帳引き渡しにつき）　直太郎 3月19日 横切継紙・1通 こ135－2－3
→謙一郎様
大里忠一郎願書（仲間勤初めの件別紙認につき） 3月20日 横切紙・1通 こ135－2－4
大里忠一郎→矢野倉謙一郎様　封筒あり






原徳太信用状（御薩返上の4名につき）　原徳太郎→ 7月18日 横切継紙・1通 こ135－2－8
御武庫司事様
長谷川直太郎用状（取調依頼につき）　長谷川直太 3月25日 横切継紙・1通 こ135－2－9
郎→矢野倉謙一郎様




竹花兵馬用状（荷物の件持参につき）　竹花兵馬→ 11月19日 横切継紙・1通 こ135－2－12
矢野倉謙一郎様
庭蔵申上書（荷物渡しにつき）庭蔵→樋口旗之助様 8月25日 横切継紙・1通 こ135－2・13
某用状（弾薬数量等につき） 横切継紙・1通 こ135－2－14
（銃・測量目鏡等用状綴） 綴・14点 こ135－3





助右衛門用状（明日中返上につき）　助右衛門→御武 2月27日 横切継紙・1通 こ135－3・5
具方様
冷用状［覚］（祢つ丈之助等返上分数量につき） 2月 横切継紙・1通 こ135・3・6











（包紙）［弐番　明治元辰年　越奥出張抱候書類］ 明治4年 包紙・1通 こ136－1
　　レ辰年越奥出張御手職杉田浅吉持参之道具取調［潔　　上］山口近蔵→一 辛未（明治4年）4月 横長半・1冊 こ136－2
［去ル辰年越奥出張夫人二面］武庫方→一 辛未（明治4年）3月 横長半・1冊 こ136－3
（越後出張武具弾薬関係綴　明治4年） 綴・19点 こ136－4
矢野倉謙一郎用状［去ル辰年越奥出張］（帰着人名 引引（明治4年） 横切継紙・1通 こ136－4－1
書上につき）　矢野倉謙一郎→刻番所下げ札あり 3月22日
民事方願書（分捕所、目方所調べにつき）　民事方 9月23日 横切紙・1通 こ136－4－2
→武庫方様
矢野倉謙一郎伺書（御筒等返上につき）（矢野倉）謙 4月4日 横切紙・1通 こ136－4－3
一郎→平角様
某用状（担当者町名につき） 小切紙・1通 こ136－4－4
矢野倉謙一郎願書（8月朔日に返上につき）（矢野倉） 3月14日 横切継紙・1通 こ136－4－5
謙一郎→隼多様
矢野倉謙一郎願書（石内村にて焼失の器機につき） 4月6日 横切継紙・1通 こ136－4－6
（矢野倉）謙一郎→隼多様
三郎用状（高諭の件貴答伺いにつき）　三郎→（矢野 3月18日 横切継紙・1通 こ136－4－7
倉）謙一郎様
矢野倉謙一郎用状（ミニ銃返上につき）（矢野倉）謙 2月22日 小切紙・1通 こ136－4－8
一郎→（小崎）貫兵衛様
矢野倉謙一郎諸品受取書［御拝借物取調覚］（銃・玉 辛未（明治4年） 横切継紙・1通 こ136－4－9
薬等につき）（矢野倉）謙一郎→（篠崎）源五郎様 2月15日
矢野倉謙一郎用状（取り調べの件お礼につき）（矢野 辛未（明治4年） 横切紙・1通 こ136－4－10
倉）謙一郎→求一郎様 3月5日
内川小雑用状（越後出張のため武具方弾薬方調役 4月19日 横切継紙・1通 こ136－4－11
申付につき）　武具御局所（内川）小六→一
矢野倉謙一郎用状写（越後出張のため武具奉行弾 4月20日 横切継紙・1通 こ136－4－12
薬奉行仰付られ等につき）（矢野倉）謙一郎→直太郎
様
内川小六用状（越後出張のため武具方弾薬方子役 4月19日 横切継紙・1通 こ136－4－13
申付につき）武具御局所（内川）小六→一
矢野倉謙一郎願書（出立につき）（矢野倉）謙一郎→直 4月17日 横切紙・1通 こ136－4－14
太郎様
矢野倉謙一郎願書（出張の件到着につき）（矢野倉） 4月18日 横切紙・1通 こ136－4－15
謙一郎→直太郎様
矢野倉謙一郎願書（臨時出張のため武具方弾薬方 4月20日 横切紙・1通 こ136－4－16
調役申付につき）（矢野倉）謙一郎→直太郎様
小崎貫兵衛用状（拝借の御筒の件取調べにつき） 3月19日 横切紙・1通 こ136－4－17
（小崎）重兵衛→（矢野倉）謙兵衛様




平角用状（長岡蔵王にて修復につき）平角→一 4月6日 横切継紙・1通 こ136－4－19
（越奥出町中の武器・弾薬拝借・返上関係一括） 54点 こ137
（封筒）［三番　明治元旧年　越奥出張油島書類］ 明治5年正月 封筒・1通 こ137－1
（三崎大蔵渡し筒返上関係綴　明治5年） 綴・6点 こ137－2
高野新之丞用状（三崎大蔵渡し筒返上の早取集め 7月27日 横切紙・1通 こ137－2－1
につき）　高野新之丞→武庫属御中
噸黒黒聾」翻三四蔵渡し筒返上の件 壬申（明治5年）7月28日 横切継紙・1通 こ137－2－2
久保文左衛門申上書［口上書］（三崎大蔵渡し筒返 11月24日 横切紙・1通 こ137－2－3
上の件取集めにつき）久保文左衛門→一
三井孝右衛門用状（三崎大蔵渡し筒返上の件取集 11月16日 横切継紙・1通 こ137－2－4
めにつき）三井田右衛門→矢野倉謙兵衛様
武庫早事用状（三崎大蔵渡し筒返上の件取集めに 11月16日 横切継紙・1通 こ137－2－5
つき）　武庫盛事→三井孝右衛門様





又右衛門申上書（拝借のミニイル筒の件お尋ねに 10月14日 横切継紙・1通 こ137－3－1
つき）　又右衛門→（矢野倉）謙一郎様
宮島嘉織願書（桑名拝借品の件差上勘弁につき） 8月16日 横切紙・1通 こ137－3－2
（宮島）嘉織→謙一郎様
竹花憲太郎願書（拝借の筒の件取調べにつき）（竹花） 4月3日 横切継紙・1通 こ137－3－3
平太郎→（宮島）嘉織様
宮島鳥鍋願書（桑名拝借物の件取計いにつき）（宮島） 4月3日 小切紙・1通 こ137－3－4
嘉織→（矢野倉）謙兵衛様





矢野倉謙一郎用状（桑名拝借品につき）（矢野倉）謙 9月18日 横切継紙・1通 こ137－3－8
一郎→七郎様他1名
矢野倉謙一郎用状（桑名拝借品の件窺いにつき） 9月14日 横切継紙・1通 こ137－3－9
（矢野倉）謙一郎→関鑑様
矢野倉謙一郎願書（桑名拝借品の件取計らいにつ 9月14日 横切継紙・1通 こ137－3－10
き）（矢野倉）謙一郎→（宮島）嘉織様
平角申上書（桑名氏下げ札の件筒替え申上兼ねに 8月26日 横切継紙・1通 こ137－3－11
つき）平角→一
菅鍼太郎用状（足軽名前間合せにつき）（菅）蝉太郎 20日 横切紙・1通 こ137－3－12
→（矢野倉）謙一郎様






矢野倉謙一郎用状［口上］（越奥出張者名につき） 辛未（明治4年） 横切紙・1通 こ137。3－15
矢野倉謙一郎→割番所 9月4日
某用状（端裏書）［盛付侭申上］（計算につき）　　　　　θ 6月 小切紙・1通 こ137－3－16
矢野倉謙一郎願書（返上物遅延分の件預置きにつ 8月23日 横切継紙・1通 こ137・3。17
き）　矢野倉謙一郎→（小幡）全一直様
某申上書［覚］（大日方四郎兵衛拝借品書抜につき） 8月 横切紙・1通 こ137・3－18
光貞申上書（大筒弾の件山寺氏より申上頼みにつ 8月23日 横切継紙・1通 こ137・3。19
き）　光貞→矢野倉謙兵衛様
岩下清儀返答書（越奥出張の大砲の件問合わせに 壬申（明治5年） 横切継紙・1通 こ137－3－20
つき）　岩下清儀→旧武庫司事御中 8月22日





矢野倉謙一郎用状［去ル辰年越奥出張］（石坂小孝 辛未（明治4年） 横切継紙・1通 こ137。4・2
丁丁2名出張日につき）　矢野倉謙一郎→割番所 4月15日
某申上書（保科氏拝借の筒の件手当書類取調べに 8月20日 横切継紙・1通 こ137－4・3
つき）掛紙あり




寺内又左衛門申上書（善十郎より返上の件当人へ 5月6日 横切紙・1通 こ137－4－6
糾し下されにつき）（寺内）又左衛門→（矢野倉）謙一
郎様
寺内又左衛門申上書（6匁筒拝借の件取置につき） 5月6日 横切紙・1通 こ137－4・7
（寺内）又左衛門→（矢野倉）謙一郎様
寺内又左衛門申上書（拝借の件6匁筒に相違なき 8月3日 横切紙・1通 こ137－4・8
につき）（寺内）又左衛門→（矢野倉）謙一郎様
矢野倉謙一郎用状（門十郎の苗字の件和田と書き 辛未（明治4年） 横切継紙・1通 こ137－4－9
入れにつき）矢野倉謙一郎→割番所 9月6日




誠夫用状（青木寺内拝借の筒の件池田平角へ返上 4月13日 横切継紙・1通 こ137・4－12
につき）　誠夫→（矢野倉）謙一郎様
増沢理助申上書（渡元帳の件焼失につき）（増沢）理 7月2日 横切継紙・1通 こ137－4。13
助→謙兵衛様
篠崎源五郎申上書（口上の趣認め頼みの件今日落 2月27日 横切継紙・1通 こ137・4－14
手につき）（篠崎）源五郎→（矢野倉）謙一郎様
矢野倉謙一郎用状（拝借の筒の件調べにつき）（矢野 辛未（明治4年） 小切紙・1通 こ137－4－15
倉）謙一郎→金児様 2月8日
畳用状［覚］（火縄銃等分捕品につき） 11月 横切継紙・1通 こ137－4－16
一33一
藩政／維新騒擾
北沢幟之助申上書（和田盛十郎一条の件別紙につ 10月12日 小切紙・1通 こ137－4－17
き）（北沢）幟之助→（矢野倉）謙兵衛様




武庫方用状［覚］（武器催促の件取扱につき）　武庫 辛未（明治4年）7月 横切継紙・1通 こ137－4－20
方→桑名四角之助殿　下げ札あり
武庫方願書［覚］（武器催促の件取扱につき）　武庫 温温（明治4年）7月 横切継紙・1通 こ137－4－21
方→桑名四角之助殿　下げ札あり
桑詣顯催鰻お糠鱗毛窮野馳鵬 11月26日 横切継紙・1通 こ137・4－22
之助→一




七五上書［覚］（銃書上につき）　□→一　下げ札あり 6月 横切紙・1通 こ137－4－25
（軍用金送金願書・請取書一括　慶応4年） 99点 こ138




丸山龍蔵金銭受取書（新井宿進軍のため金送りに 4月8日 横切継紙・1通 こ138・2－2
つき）（丸山）龍蔵→（酒井）市治様
五明元作申上書（善光寺表両替の件承知につき） 閏4月26日 横切継紙・1通 こ138－2－3
（五明）元作→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様




五明元作申上書（新井宿にて宿泊につき）（五明）元 4月24日 横切紙・1通 こ138・2－7
作→御代官様




丸山龍蔵用状（金銭送りにつき）（丸山）龍蔵→（酒井） 閏月16日 横切継紙・1通 こ138・2－10
市治様・（水野）清右衛門様
丸山龍蔵用状（送料の件不用につき）（丸山）龍蔵→ 閏月17日 横切継紙・1通 こ138。2－11
（酒井）市治様・（水野）清右衛門様






小額融縢灘蝋費纏覇碑騨麗 閏4月17日 横切紙・1通 こ138－2。14
につき）（小貫）貫兵衛→（矢野倉）謙兵衛様
熊虫鰭騒羅繍≧麟滝燃纏鴨 閏4月 横切紙・1通 こ138－2－15
角要右衛門→一
小崎貫兵衛用状（金銭送り依頼につき）（小崎）貫兵 閏4月19日 横切紙・1通 こ138－2－16
衛→（矢野倉）謙兵衛様
泉蔵金銭受取書（軍用金につき）　泉蔵→（酒井）市治 閏4月20日 横切継紙・1通 こ138・2－17
様・（水野）清右衛門様
泉蔵金銭用状（金銭持参につき）泉蔵→（酒井）市治 閏4月22日 横切継紙・1通 こ138－2－18
様・（水野）清右衛門様
五明元作他一名士状（金銭持参につき）（五明）元作・ 閏4月20日 横切継紙・1通 こ138－2－19
（佐藤）富弥→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様
伊東賢治用状（金銭送り依頼につき）（伊東）賢治→ 閏4月20日 横切紙・1通 こ138－2－20
（五明）元作様
丸山龍蔵用状（新井宿進軍の件金銭出入りにつき） 閏4月28日 横切継紙・1通 こ138－2－21
（丸山）龍蔵→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様
某用状（金銭受取につき） 小切紙・1通 こ138－2－22
泉蔵用状（軍用金落手につき）　泉蔵→（酒井）市治 閏4月29日 横切継紙・1通 こ138－2－23
様・（水野）清右衛門様
某金銭受取書（350両につき） 横切継紙・1通 こ138－2－24
丸山龍蔵用状（軍用金渡しの件無事到着につき） 5月5日 横切継紙・1通 こ138－2－25
（丸山）龍蔵→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様





助右衛門他一名山状（端裏書）［二六三六日達同十 6月3日 横切継紙・1通 こ138－2－28
日限返書］（御用金の件落手につき）　助右衛門・弥
右衛門→（草間）一路様
丸山龍蔵用状（端裏書）［辰六月四日達］（金銭到着 5月2日 横切継紙・1通 こ138－2－29
につき）（丸山）龍蔵→（酒井）市治様・（水野）清右衛門
様
















助右衛門用状（軍用金繰出しにつき）　助右衛門→ 9月10日 横切継紙・1通 こ138－2－36
（酒井）市治様・（水野）清右衛門様
丸山龍蔵用状（軍用金頼みにつき）（丸山）龍蔵→（酒 9月9日 横切継紙・1通 こ138－2－37
井）市治様・（水野）清右衛門様・冨治様
丸山龍蔵用状（御用金差し立てにつき）（丸山）龍蔵 10月8日 横切継紙・1通 こ138－2－38
→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様
（軍用金等受取書綴　慶応4年4月29日～10月5日） 綴・41点 こ138－3
金井弥惣左衛門二二名用状（金銭落手につき）（金井） 4月29日 横切継紙・1通 こ138－3－1
弥惣左衛門・弥右衛門・（草間）一路→（佐藤）為之進様
金井弥惣左衛門用状（金銭落手につき）（金井）弥惣 4月29日 横切継紙・1通 こ138－3－2
左衛門→（佐藤）為之関与





藤岡伊織他一名用状（御用金500両落手につき） 閏月8日 横切継紙・1通 こ138－3－5
（藤岡）伊織・弥右衛門→（草間）一路様・（佐藤）為之進様
岡野弥右衛門用状（飯山城荷物差送りにつき）（岡野） 閏4月10日 横切継紙・1通 こ138。3・6
弥右衛門→（草間）一路様・（佐藤）為之進様
矢野倉謙兵衛用状（御用金の件送り願いにつき） 閏4月15日 横切継紙・1通 こ138－3－7
（矢野倉）謙兵衛→（草間）一路様・（佐藤）為之進様
岡野弥右衛門用状（兵糧方差配の件利右衛門等残 閏4月13日 横切継紙・1通 こ138－3－8
金下されにつき）（岡野）弥右衛門→（矢野倉）謙兵衛
様
矢野倉謙兵衛用状（送銭配流方の件弥右衛門殿よ 閏4月17日 横切継紙・1通 こ138－3－9
り申来りにつき）（矢野倉）謙兵衛→（草間）一路様・
（佐藤）為之進様








岡野弥右衛門他一軍用状（新井宿進軍の件送金に 閏4月27日 横切継紙・1通 こ138－3－14
つき）　助右衛門・（岡野）弥右衛門→（草間）一路様・
（佐藤）為之助様　下げ札あり
矢野倉謙兵衛用状（西大滝へ御用金の件落手につ 閏4月28日 横切継紙・1通 こ138－3－15
き）　矢野倉謙兵衛→（佐藤）為之進様
助右衛門他一名識状（軍用金送出願いにつき）　助 5月3日 横切継紙・1通 こ138－3－16
右衛門・（岡野）弥右衛門→（草間）一路様・（佐藤）為之助
様




助右衛門他一活用状（軍用金500両到着につき） 5月23日 横切継紙・1通 こ138・3・18
助右衛門・（岡野）弥右衛門→（草間）一路様・（佐藤）為之
助様
金井弥惣左衛門用状（御多用金300両落手につき） 5月6日 横切継紙・1通 こ138－3－19
（金井）弥惣右衛門→（佐藤）為之進様










助右衛門他二名詞状（御用金500両送りにつき） 6月14日 横切継紙・1通 こ138。3－25
助右衛門・（竹内）金左衛門・（岡野）弥右衛門→（草間）一
心様・（佐藤）為之助様
弥右衛門他一名用状［覚］（書状届けにつき）　弥右 6月3日 横切継紙・1通 こ138－3－26
衛門・助右衛門→（佐藤）為之進様　掛紙あり
助右衛門他一冒用状（軍用金500両到着につき） 6月15日 横切継紙・1通 こ138・3－27
助右衛門・（岡野）弥右衛門→（佐藤）為之助様

















助右衛門他一名用状（軍用金到着につき）　助右衛 8月10日 横切継紙・1通 こ138・3。34
門・（岡野）弥右衛門→（磯田）普門・（草間）一路様









助右衛門他一名用状（軍用金1箱到着につき）　助 8月21日 横切継紙・1通 こ138－3－38
右衛門・（岡野）弥右衛門→（草間）一路様
篠崎源五郎用状（送金落手につき）篠崎源五郎→草間 9月朔日 横切継紙・1通 こ138－3－39
一路様









八田五十耳標状（銭受取につき）（八田）五十司→一 6月29日 横切継紙・1通 こ138－4－3
八田五十司用状（銭請取につき）（八田）五十司→（酒 5月28日 横切継紙・1通 こ138－4－4
井）市治様・（水野）清右衛門様
八田五十司用状（入料金送り願いにつき）（八田）五 5月24日 横切継紙・1通 こ138－4－5
十司→（酒井）市治様・（水野）清右衛門様
丸山龍蔵用状（軍用金到着につき）（丸山）龍蔵→（酒 6月18日 横切継紙・1通 こ138－4－6
井）市治様・（水野）清右衛門様






小崎貫兵衛用状写（端裏書）［西大瀧出張小崎貫兵 閏4月19日 横切継紙・1通 こ138－4－11
衛より証状之写し］（金銭送り願いにつき）（小崎）
貫兵衛→（矢野倉）謙兵衛様
両角要右衛門用状（人足数代金につき）　大滝村に 閏4月 横切継紙・1通 こ138－4－12
て両角要右衛門→一


























鈴木富治伺書［覚］（従四位離州帰京のため鼠宿昼御 9月 横切継紙・1通 こ274－2
賄につき）鈴木富治→一
民垂儲凝諜製飛蠣璽代之義二付申 11月16日 横切継紙・1通 こ274－3
監齢蛾繍羅齢鰹墜購御墨腔義轟 12月2日 横切継紙・1通 こ274－4
に「富永」の印あり














監督申上書（端裏書）［昨冬出張筆者賄代御立継之義 （明治初年ヵ）11月 横切継紙（9～ こ274－12
二付申上］（賄代立継相場につき）監督→一 12磯曲一括・1ﾊ
（相原邦治戊辰戦争精勤賞嘆願一件書類一括） 4点 こ333
中騒趨露霜離幽幽願留幽玄 明治3年 竪半・1冊 こ333－1
邦治郎→











両無灘繍騰職義購雛雛塾重押 （明治6年）酉3月 横切継紙・1通 こ345－1
両角正義→　差出は端裏書による，下札あり
響鱗購羅辞鷺瑠轟魏平門鵬 （明治6年）癸酉3月18日 横切紙・1通 こ345－2
鍋借用の銅鍋返済ならび御賞の件につき）　矢野倉
謙兵衛→一








































戸隠神領上楠川村他村役人名前書上帳［上］ （明治3年） 竪半・1冊 こ383－2
仁科甚十郎用状（宿助郷組替の件仰出され印章・請印帳 （明治3年）6月6日 横切継紙・1通 こ383・3
承知につき）　仁科甚十郎→松代御藩神社局御役人中
包紙あり
栗田伊波難曲一名用状（宿助郷組替仰せ出され印 （明治3年）6月6日 横切紙・1通 こ383－4
章・受記帳下付につき）栗田伊波保・久山従六位→松
代藩神社庶務方御中　包紙あり








伊那県駅逓掛書状（当機治下宿駅伝馬所入用の件進 庚午（明治3年） 竪紙・1通 こ384－1
達につき）　伊那県駅逓掛→全国駅逓掛年番御中 11月12日
松本藩駅逓掛・名古屋藩駅逓懸懸合書（年番につき） 庚午（明治3年） 竪半・1冊 こ384－2
松本藩駅逓掛・名古屋藩駅逓懸→松代藩・上田藩・小諸藩 12月7日
駅逓掛御中





駅醐晧蓄囎灘羅讐鵯欝欝麓 7月4日 横切継紙・1通 こ446－1
つき）駅逓掛→一

































兵部省達（元松平容保家来謹慎の件差免につき）兵 3月 横切継紙・1通 こ60－1
部省→松代藩知事真田幸氏
弁官伝達所達（御用のため出頭につき）　弁官伝達所 3月8日 横切継紙・1通 こ60－2
→松代藩公用人
公用人用状（端裏書）［兵部省より之御書付添申上］ 3月10日 小切紙・1通 こ60－3
（兵部省よりの書付渡しにつき）公用人→一
（元松平容保家来差免書類一括） 3点 こ62
兵部省達（別紙の元松平容保家来禁鋼の件差免につ 3月 横切継紙・1通 こ62－1
き）　兵部省→松代藩知事真田二二　包紙あり
兵部省達別紙（元松平容保家来につき） 横切継紙・1通 こ62－2



















某鰐翻購欝随麗欝断魏騨番仰 （天保8年）3月朔日 横切紙・1通 こ142－2
国奎繰網牽蝉騒認鍛野朧篇議実 慶応3年7月 竪美・1冊 こ143
頭立国右衛門他・名主窪田粂七・組頭常右衛門他2名→御勘
定所御元下様御役所










三人用状［覚］（御用筋届書・書状等届けに付）三人→御 （文久4年）2月6日 　　　　♂｡切継紙・1通 こ73
五人様　包紙に「河原敬之進」とあり





左源太用状（別紙内の職方回附の件承知につき） 閏8月19日 小切紙・1通 こ119－1－1
左源太→荘蔵様
某用状（畑作の件格別につき） 小切紙・1通 こ119－1－2
左源太用状（別紙内の職方手捉の件承知につき） 閏8月21日 小切紙・1通 こ119－1－3
左源太→荘蔵様
左源太用状（窮民救いにつき）　左源太→源次兵衛 閏8月21日 横切継紙・1通 こ119－1－4
様・荘蔵様・権之進様
左源太用状（検見御用の件宿泊につき）　左源太→ 閏8月19日 横切継紙・1通 こ119－1－5
源次兵衛様・荘蔵様・権之進様
左源太用状（一条の件熟覧につき）左源太→御三人 閏8月19日 横切継紙・1通 こ119－1－6
様
左源太用状（笹平村泊りの件書状届け下さりにつ 閏8月24日 横切継紙・1通 こ119－1－7
き）　左源太→源次兵衛様・荘蔵様・権之進様
左源太用状（内々一条の件口外いたし兼ねにつき） 閏8月23日 小切紙・1通 こ119－1－8
左源太→荘蔵様
左源太用状（窮民御救いにつき）左源太→源次兵衛 閏8月24日 横切継紙・1通 こ119－1－9
様・荘蔵様・権之進様
左源太用状（諸向調べの件心痛につき）　左源太→ 正月15日 横切継紙・1通 こ119－1－10
御三人様
左源太用状（岡野氏へ願いにつき）左源太→御三人 正月20日 小切紙・1通 こ119－1－11
様
左源太用状（検見御用の件状況報告につき）　左源 閏8月23日 横切継紙・1通 こ119－1－12
太→源次兵衛様・荘蔵様・権之進様
某用状（内々申上げ相談につき） 正月16日 横切継紙・1通 こ119。1－13
一43一
藩政／家中／御用／扶持／屋敷・地所／勘定
某用状（献上金等取調べにつき） 正月15日 横切継紙・1通 こ119－1－14






































（盤膿漏糊三門門下門下灘 文化2年5月29日 封紙・1通 こ144－1
問合意附札相済候書面壱通）
（封紙）［真田伊豆守家来石川新八］ 封紙・1通 こ144－2
型齢豪勢儀齢盈虚講評解翰 （文化2年）5月 横切紙・1通 こ144－3
つき
（真田図書宅盗賊一件関係一括　文政6年） 3点 こ48
石川新八用状（真田図書留守宅に忍入盗賊の衣類の 　　、ｶ政6年4月7日 竪紙・1通 こ48－1
件始末につき）石川新八→一封紙あり
（封筒）［筒井伊賀守二二而御渡之御書融和］ 文政6年4月7日 封筒・1通 こ48－2
（封筒）［筒井伊賀守様二而御渡之御書替書］ 文政6年4月7日 封筒・1通 こ48－3
鈴木源兵衛申上書（真田家来北沢貫三郎宅盗難品につ （享和2年）8月3日 横切継紙・1通 こ49
き）　真田豊後守家来鈴木源兵衛→一　封紙あり










宮尾丁重願書［以書付御縄り奉申上候］（奉公人新吉 明治4年5月8日 竪紙・1通 こ88－1
沙汰につき）　中ノ水ノ手御門新五番組宮尾新重→監
察方御役所封紙つき













鈴木甚右衛門用状［覚］（地坪の件類焼の際の境界に 天明3年3月 竪紙・1通 こ123－4
つき）　鈴木甚右衛門→脇田八之丞殿
鈴木甚右衛門用状［覚］（地坪の件類焼の際の境界に 天明3年3月 横切継紙・1通 こ123－5
つき写）
絵図（屋敷境杭木打絵図） 天明3年4月5日 鋪・1点 こ123・6
（縢講購1覇鍛灘1瀧通小山田主膳殿御渡図二付封置］ 天明3年4月5日 包紙・1通 こ123－7
普請
（谷町道造り関係一括　文化6年） 4点 こ205
麻布谷町与右衛門儲君名覚書［覚］（谷町道造り出銀 文化6年2月 竪紙・1通 こ205・1
高につき）　麻布谷町家持与右衛門・善吉・名主太左衛門
→真田弾正郭様御役人中様　封紙あり
岡田半右衛門申上書（谷町道造り一件回状拝見につ 2月27日 横切紙・1通 こ205－2
き）　岡田半右衛門→石川新八様・鈴木兵衛様・浅田善左
衛門様　封紙あり
高木右仲用状（谷町道造りの件委細相談につき）松 2月27日 横切紙・1通 こ205－3
平備前守内高木右文→一　製紙あり












某用状（修復木材料状量等書付につき） （嘉永4年）3月4日 小切紙・1通 こ340－5
御灘擁騒1無爵蝶讐素論幽幽型 （嘉永4年）5月 横切紙・1通 こ340－6
有瀬擁騒讐離郷轡野離i臨講型 （嘉永4年）5月 横切紙・1通 こ340－7
下札あり










（包紙）［佐州御金荷先触写矢代宿問屋差出井善光寺二 文政4年6月25日 包紙・1通 こ393
而昼賄献立後町村より差出候書面］こ394、こ395の包
紙
善光寺町御本陣藤井平五郎用状［佐州御金宰領御役人 巳6月21日 竪紙・1通 こ394
様御休露盤御昼賄立］（御茶菓子・饅頭など書上）　善
光寺町御本陣藤井平五郎→一






［越州新井宿より信州松代迄宿々駄賃帳］　真田信濃守 慶応4年閏4月 横長半・1冊 こ107
内八田嘉吉→一
（竹内金左衛門上京諸入用勘定関係綴　明治2年） 綴・9点 こ386




板橋宿深野屋六左衛門金銭受取書［覚］（人足5人金3 巳（明治2年）6月 小切紙・1通 こ386－2
分3朱ト銭500文につき）　板橋宿深野三六左衛門→




［夜増賃銭御勘定帳］（6月8日～11日）新平→一 明治2年6月 横長半・1冊 こ386－4
［出東京道中人足酒代御勘定帳］新平→一 巳（明治2年）6月 横長半・1冊 こ386・5
［松代より東京迄道中御盛代御勘定帳］（6月9日～ 巳（明治2年）7月 横長半・1冊 こ386－6
11日）御座組新平→一
［武州板橋宿より信州松代迄宿々駄賃帳］　竹内金左 明治2年7月 横長半・1冊 こ386－7
衛門内酒井新平→一










［従松代岩村田迄往返休泊取払帳］ 明治元年11月 横長半・1冊 こ391－4
［従松代岩村田往返休泊遣払帳］ 明治元年11月 横長半・1冊 こ391－5





























，刈D綾翻灘勢門繍心証長謝淫禦 辰（明治元年）P2月4日 小切紙・1通 こ392・9
次右衛門→上
扇屋沖三郎金銭受取書［覚］（品代金1分1朱につき） 12月朔日 小切紙・1通 こ392－10
扇屋沖三郎→上様




塩尻宿海老屋吉左衛門金銭受取書［覚］（御上下6人様 12月3日 小切紙・1通 こ392－13
弁当代金1分2朱につき）塩尻宿海老屋吉左衛門→上
青鷺総論魍騨鞠議欝謙晶晶墜　上 11月29日 小切紙・1通 こ392－14




七節囎顯灘讐寧ド搬難騨耀鵬搾　上 11月20日 小切紙・1通 こ392・17
山崎登治郎金銭受取書［覚］（人足4人代金2貫406文辰（明治元年） 小切紙・1通 こ392－18
につき）　山崎明治郎→斉藤幸作殿 11月20日




上田御定宿米屋万右衛門金銭請取書［覚］（御茶代金 辰（明治元年） 小切紙・1通 こ392・21
100疋につき）上田御定宿米屋万右衛門→松代下上11月20日





好家屋七左衛門金銭受取書［覚］（御8人様御忌飯料金 11月22日 小切紙・1通 こ392・24
1分2朱につき）好家屋七左衛門→上





郡方附斉藤孝作金銭受取書［覚］（休泊賃銭勘定につ 明治元年12月 竪継紙・1通 こ392－27
き）郡方附斉藤孝作→一
上田町寿勝右衛門金銭請取書［覚］（全品料など金1両 辰（明治元年） 竪紙・1通 こ392－28
2分につき）上田町寿勝右衛門→御上様 9月23日




小諸町御宿粂屋重右衛門金銭受取書［覚］（御茶代金2 辰（明治元年） 竪紙・1通 こ392－30
両2分につき）　小諸町御宿粂屋重右衛門→一 2月20日




層細部騰弊欝羅護騨鼎趨 辰（明治元年）11月15日 竪継紙・1通 こ392－33
本様両旦那様御役人中様
御宿問屋清兵衛金銭請取書［覚］（御上下6人様御子り 11月30日 竪紙・1通 こ392－34
代金3分につき）　御宿問屋清兵衛→上様
（御門場所通行関係一括） 3点 こ426






弥右衛門用状（端裏書）［回状　駅逓会議所取立之事］ 8月25日 横切継紙・1通 こ435－1
弥右衛門→一路様・為之進様
倉田三之丞申上書（端裏書）［駅逓会議所取建方之儀 8月 横切継紙・1通 こ435－2
二付申上］（駅逓会議所新規建て替えにつき）　倉田
三之丞→一　下ヶ札あり
菊池庄三郎他一冷用状（合印建札付たばこ荷物の継送 7月3日 横切継紙・1通 こ454
差支なき様三図につき）　菊池庄三郎・田口幸助→原半
兵衛様・三沢万右衛門様













下目付塚田元之助用状（上下2人御町半払い辻書付） 巳（明治2年）6月 横切継紙・1通 こ456－4
下目付塚田元之助→一
［宿々人足江酒代被下帳］塚田元之助→一 巳（明治2年）6月 出品帳・1冊 こ456－5
［宿々人足江酒代被下血］下目付塚田元之助→一 巳（明治2年）6月 横半帳・1冊 こ456－6
［従甲府信州松代迄野々駄賃帳］　松代鹿野外守内塚 明治元年11月20日横長半・1冊 こ456－7
田元之助→一














［早追人足酒代御勘定帳］御飛脚才領組富作・田嶋惣 辰（明治元年）10月 横長半・1冊 こ463－3
之丞組直次郎→一　裏打ち
［早追道中蝋燭代御勘定帳］　御飛脚才領組富作・田嶋 辰（明治元年）10月 横長半・1冊 こ463－4
惣之丞組直次郎→一　裏打ち
［早追道中仕切御賄代御勘定帳］御飛脚才領組富作・ 辰（明治元年）10月 横長半・1冊 こ463－5
田嶋惣之丞組直次郎→一　裏打ち
田嶋惣之信組直次郎用状（帰りの節仕切御話代金勘 辰（明治元年）11月 竪切紙・1通 こ463－6
定書付）　田嶋惣之丞組直次郎→一　裏打ち
大津宿丸屋金兵衛金銭受取書［覚］（御1人様御泊り代 10月19日 竪切紙・1通 こ463・7
金1貫948文につき）大津宿丸屋金兵衛→上裏打ち
□山宿加賀屋惣吉金銭受取書［覚］（御1人前昼弁当代 10月20日 小切紙・1通 こ463－8
700文につき）　霊山宿加賀屋惣吉→上裏打ち





加納宿河崎屋善右衛門金銭請取書［覚］（御1人様泊り 10月21日 小切紙・1通 こ463－11
代金1貫900文につき）　加納宿河崎屋善右衛門→上
裏打ち




大井宿庄内屋五郎左衛門金銭請取書［覚］（御1人御弁 10月23日 小切紙・1通 こ463－14
当代732文につき）　大井宿庄内屋五郎左衛門→上
裏打ち
落谷宿浜屋武七金銭受取書［覚］（御1人御握り代田貫 10月23日 小切紙・1通 こ463－15
900文につき）四谷二二屋武七→上裏打ち
三と野三河屋兵右衛門金銭請取書［覚］（御1人前弁当 10月24日 小切紙・1通 こ463－16
代688文につき）　三と野三河屋兵右衛門→上　裏打
ｿ
　　二二屋宇左衛門金銭受取書［覚］（御1人様御泊りW 　壱1貫872文につき）　次原宿粕屋宇左衛門→上10月24日 小切紙・1通 こ463－17
裏打ち
福嶋宿学中屋半兵衛金銭受取書［覚］（御1人吉原弁当 10月25日 小切紙・1通 こ463－18
代672文につき）　福嶋上田中屋半兵衛→上裏打ち





奈良井宿中野屋新吉金銭受取書［覚］（御1人様御弁当 10月26日 小切紙・1通 こ463－20
代732文につき）　奈良井宿中野屋新吉→上　裏打ち




［従京都表信州松代迄旅籠井昼弁当料共払覚帳］ 辰11月朔日 横長半・1冊 こ463・23
荒川富作→　裏打ち




野心善讐論鴨携謝三三蟹激韓 閏10月22日 横切継紙・1通 こ466－1
の分請け取り申したくにつき）野中直之助・坂本寛
介→一　端裏書あり






野曝縣簾翻翻襲綱開露i錦製 閏10月22日 横切紙・1通 こ466・4
つき）　野中・坂本→一　端裏書あり
野州議鷺璃髄趨騨謙離興野 11月21日 横切継紙・1通 こ466－5
き）　野中・坂本→一　二三、端裏書あり
野中他一名申上書下書端裏書1藩々三二幣引換之　］ 11月4日 横切継紙・1通 こ466－6
延方之義二付申上］（駅逓会議の件銭幣引き換えに
つき）　野中・坂本→一　虫草、端裏書あり




営膳司伺書（端裏書）［南大路往来留之義伺］（新御殿 2月 小切紙・1通 こ475－1
長局引出のため南大路往来留につき）　営膳司→一
端裏書「二月三日
三無臨画灘三三鑛藷弓鋸申曝 2月 横切継紙・1通 こ475－2
→一
学聴講禦鑓］離雑翻篠灘鞭蒐 2月 横切継紙・1通 こ475－3
しにつき）学監→一







宮沢善治他一名用状（当産添荷試につき）宮本慎助・宮 閏7月21日 切紙・1通 こ82
沢善治→津の国や炭屋友七様人々御中　裏打ち
某申上書（定番名代勝大夫不届の件赦免につき），一→ 閏7月26日 切継紙・1通 こ95
水道役中
中俣左吉受取書［覚］（脇差につき）　中俣左吉→三井源吉 文政11年12月 竪紙・1通 こ212
ほか8名　裏書き・端裏書あり
［覚］（源四郎木綿わた入等品預りにつき）　小野→おき 10月23日 横折紙・1通 こ236
くとの







上川伝一郎用状（混雑の様子等道中他の見聞報告に 3月21馳 横切継紙・1通 こ296・2
つき）　上川伝一郎（花押）→波嶋村外千曲川・犀川通御
皆々御役人衆中
宮内用状（別冊武功記事は原本にて其表に秘蔵につき） 11月20日 横切紙・1通 こ472
宮内→御三所様　端裏書あり



















（封筒）［屋根や名字のこと］喜右衛門→一 延享3年5月 封筒・1通 こ99－1
金井渡大夫用状［口上］（名字名乗り願いの件申聞き （延享3年）5月 横切継紙・1通 こ99－2
につき）　金井渡大夫→一　封筒あり
某用状（屋祢や喜右衛門名字願いの件相違なきにつ （延享3年） 横切継紙・1通 こ99－3
き）
白井平左衛門用状（屋ねやの件木工聞き及びにつき） （延享3年） 横切継紙・1通 こ99－4
白井平左衛門→金井渡大夫様・河野弥一兵衛様・山寺荘左
衛門様




松野茂一郎他一名用状（松代城下町初右衛門妹の宿飯 12月18日 横切継紙・1通 こ168売奉公の件問合わせにつき）水野良平・松野茂一郎→
草間一路様・前嶋友之進様
二二上書（町方二者3代相続二二二二二二口上につき） 12月10日 横切紙・1通 こ228
破損
屋敷・地所






























馬欝里翻1齪魑鎌麟譜騒［二三三三 文政12年7月 竪紙・1通 こ172
町肝煎建山郎・組頭藤蔵→御水道御役所　端裏書あり
環帯興復懸繍購臨舘凝露難手骨 天保5年9月19日 竪紙・1通 こ164
き）　馬場町末同心丁肝煎瀧五郎・組頭藤蔵→御水道御三
行所































































































































































攣無雑繋駕驚駈彗鑓聴器齪 寛政6年2月 竪美継紙・1通 こ254－32
割合にて返済につき）　中町御借主弥惣治・五人組文
蔵・弥平治他2名→御勘定所拝借御懸御役所　奥印あり











































































































































































































































































































鍛冶町甚兵衛他二名願書［乍恐潮曇付奉歎願候］（内借 安政3年 三半・1冊 こ252
金の件利子免除につき）鍛冶町甚兵衛他組合2名→御
内借御掛り御役所　奥印・奥書あり
荒甥鱒翫鰐醸鷲…特纏講騨購 文久3年4月 竪美・1冊 こ151
良作他2名→御奉行所







中町弥五郎願書［乍恐以書付再歎願奉申上白］（御内 文久3年8月 竪美・1冊 こ160－1
借返済につき）　中町弥五郎→
［所々借財調］　中町弥五郎→御奉行所 文久3年8月 横折紙・1冊 こ160－2











某用状［証］（殿町一統舞鶴山御両社御祭典料預り金 12月 竪半・1冊 こ37・7
不始末につき）下げ札あり
御郡方伺書［御町酒造人拝借籾代金上納方之儀付伺］ 12月 小切紙・1通 こ156
（端裏書）（三方掛申聞の通りにつき）御郡方


























岡學議盟騰暴摺顯盤野助齢亀蔓 12月 横切紙・1通 こ169
助→一
櫻臓霧騨醗腰灘馳鞭轡 12月 横切紙・1通 こ170
一場茂右衛門→一　前欠
吟味・訴願







中顯弓丈甥蜂瑠醜継灘申網干隼 明治3年7月 竪半・1冊 こ354
郎→松沢友吉様・柳原柳右衛門様　奥印あり
交通
新騰霧綴膿罷野鵯無謬認晶艘 天保5年3月 竪継紙・1通 こ424　『
丞様・丸山平左衛門様　端裏書あり





表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
村方
村役人










某用状（清野村頭立増員につき） （寛政元年）5月 横切紙・1通 こ39－3
（清野村頭立増員書上帳　写） （寛政元年） 三半・1冊 こ39－4
（頭楽舞改め関係綴　文化5年） 綴・3点 こ78
野村左兵衛用状［口上覚］（牛嶋村他1ヵ村頭立の者名 5月 横切継紙・1通 こ78－1
改めの前差帳付替えにつき）野村左兵衛→一






































































伊藤佐右衛門申上書（下越村嘉兵衛後家機留師みよ 文政8年9月12日 横切継紙・1通 こ367－1
困窮のため御情御褒美下賜の執成し願につき）
伊藤佐右衛門→一


















今泉村嘉吉返答書［乍恐以書付御答奉呈上候］（昨 文政9年10月 竪紙・1通 こ80－1－5
12日白州にてお尋ねにつき）今泉村平右衛門子
嘉吉→御郡御奉行所





今泉村国蔵返答書［乍二二書付御門丁丁上候］（昨 文政9年10月 竪紙・1通 こ80－1－8
12日白州にてお尋ねにつき）今泉村伊右衛門病
気二付子国蔵→御郡御奉行所
三論翻膝禦門下羅騨門門喬 文政9年10月 竪紙・1通 こ80－1・9
平左衛門・与右衛門他3名→御臨御奉行所
今泉村平右衛門返答書［乍野暮書付御答奉申上繭］ 文政9年10月 竪紙・1通 こ80－1・10
（平右衛門頭立役の件大沼へ返しにつき）　今泉
村平右衛門→御郡御奉行所









































大幸瀦蝉鑛F醤璃購粥藩鶏　　　　　　　　　　大岡和平組茂兵衛親類曽左衛門・名　ため日延につき） 文政11年8月 竪継紙・1通 こ185・2
主吉郎太・組頭伝七・長百姓与右衛門→役夫御調方御役所
過濃礪暑期据罐羅期艦翻騰哩養 文政11年8月 竪継紙・1通 こ185・3
夫御調方御役所　奥印・奥書きあり







瀬裂蕎鎌縞鶴欝騒季論証綴 文政11年9月 竪紙・1通 こ148・1
につき）．瀬戸川村名主久左衛門他3名→御代官所　岡
部八十喜の下げ札あり ●










倉線書品品譜鵜罷娼嬬翻墜響 文政12年2月 竪紙（2～24仮ﾔ）・1通 こ148－6
につき）　倉並村名主和助・組頭清兵衛・長百姓五郎作→
御代官所
一蹴舞顯鞍懸科驕堅剛響露］纒 文政12年正月 竪紙（2～24仮ﾔ）・1通 こ148－7
村名主恵吉他2名→御代官所
一調錨騰髄鞘感騒轍報謝罐誉 文政12年2月 竪紙（2～24仮ﾔ）・1通 こ148－8
につき）　橋詰村上組名主嘉惣治他2名→御代官所






































































































牧濃巖静叢叢黙黙聡罷號緩罐麦 文政12年4月 竪紙（32～35ｼ綴）・1通 こ148－32
につき）　牧内村名主久左衛門・組頭友治・長百姓嘉右衛
門→御代官所

























桑墾翻鎌難麟臨懲懲難画嚢 文政12年5月 竪紙（36～40ｼ綴）・1通 こ148－40
つき）　桑田井村名主栄左衛門・組頭平左衛門・長百姓藤
左衛門→御代官所



























瀬豊野論論難幽幽i蘇瓢急難　つき）　瀬戸川村成就組名主久左衛門・組頭伴七・同断弥 文政12年8月 竪紙・1通 こ148－48
五左衛門・長百姓吉右衛門→御代官所　下げ札あり










上1堕鵜鮪翻臨舌鰐辮懸騰辮 文政12年7月 竪紙・1通 こ148－51
上平村名主林左衛門・組頭三右衛門・長百姓新五郎→御代
官所下げ札あり








甚撰ヂ1養」構雲際話麟懇製呈ヂ即興辱 文政12年9月 竪紙・1通 こ148－54
名主瀬左衛門・長百姓清五郎→御代官所








御講壽誹烈監嵩（騰騨F購朋続の件 （天保2年）5月 横切継紙・1通 こ28－1
岡部八十喜口上書［口上覚］（宝賀八左衛門跡目相続 （天保2年）5月 横切紙・1通 こ28－2
の件聞済成下されにつき）　岡部八十喜→一




曙魏趨細鱗型簾難宥誌上立役勤 （天保2年）5月 横切紙（1・2・3ｼ綴）・1通 こ146－1
保雛雛無論縮塑左衛門の乱頭立役 （天保2年）5月 横切紙（1・2・3ｼ綴）・1通 こ146－2





異論繍灘雛礫騒騒騰勢野 天保2年2月 竪紙（4・5仮ﾔ）・1通 こ146－5
頭立御者詔願人軍右衛門・頭立惣代五郎左衛門他4名→御
代官所　保崎庄助の下げ札あり
御欝殿ぎ監謝騙i霧劉平右衛門の件頭立 5月 横切紙（6・7仮ﾔ）・1通 こ146－6




御郡方伺書［口上覚］（山平林村磯右衛門の件頭立役 4月 横切紙（8・9・ こ146－8
勤め難きにつき）御郡方→一 10仮綴）・1通






奥津権右衛門他一名伺書［口上覚］（矢代村肝左衛門 4月 横切紙（11・ こ146－11
の件頭立役勤め難きにつき）　奥津権右衛門・竹村権 12・13仮綴）・1
左衛門→一 通
中山有之助伺書［口上覚］（矢代村七左衛門の自酌立 4月 横切紙（11・ こ146－12
帰役願いにつき）　中山有之助→一 12・13仮綴）・1
通








山田兵次申上書［口上覚］（地底原村頭立作右衛門等 3月 横切紙・1通 こ149－2
の件名替のため元帳付替え等につき）　山田兵次
→一














































保崎庄助伺書［口上覚］（鬼無里村他10ヶ村の件頭立 （天保2年）2月 横長半・1冊 こ149－13
役につき）　保崎庄助→一
鬼無里村伝之喫煙君名願書「乍恐以書付奉博論御事］ 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－14
（鬼無里村頭立役の件3件につき）　鬼無里村元組頭
立病身願人伝之丞・名四願人作兵衛他6名→御代官所

















北翻鯉漕齢躍驕踏襲轟轟甦 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－19
につき）　北高田村頭立惣代団右衛門他4名→御代官所














上盤幽幽毒如露心血脳晃繍蓑 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－23
につき）　上祖山村名主彦兵衛・組頭喜平治・長百姓甚右
衛門他2名→御代官所






西麟罫溜纏鵜懸犠脳熟驚諸藩 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－25
つき）　西尾張部村頭立惣代願兵衛・小前惣代清八他3名
→御代官所
中山有之助伺書［口上覚］（雨宮村誌5ヶ村頭立役につ （天保2年）3月 横長半・1冊 こ149－26
き）中山有之助→一
雨量講義香露地離離羅易無慾麟 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－27
替えにつき）　雨宮村名主浪右衛門・同断要左衛門・組
頭文左衛門他3名→御代官所
瀬衡鴇耕欝號総総囎羅鰭謄考 天保2年2月 竪紙・1通 こ149・28
き）　瀬脇村名主平右衛門・組頭佐忠治・長百姓文右衛門
→御代官所
森鵠灘鍛齢鱒轍騒製禦馳斜 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－29
名主源重郎・同断市郎兵衛・組頭市郎左衛門他3名→御代
官所 亀
森村名主源重郎三五名願書［丁丁下書頭奉願上候］　（森村頭立七左衛門の件名替のため兀帳付替えに 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－30
つき）　森村名主源重郎・同断市郎兵衛・組頭市郎左衛門
他3名→御代官所
北画翻動議魏鵯縢莞騨鴇墜藝繋］ 天保2年2月 竪紙・1通 こ149。31
北西条村名主清之助・組頭斧右衛門・長百姓彦兵衛他2名
→御代官所
下響熱論熱熱鰻無勢噸瀦魏垂 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－32
久左衛門・組頭忠兵衛・長百姓喜左衛門他2名→御代官所
坂灘蘭二三鞭二三琶轡懇穀 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－33
村名主九右衛門・組頭吉左衛門・長百姓仁左衛門他2名→
御代官所
上細編藷難雛…欝二二襯蕎　き）　上山田村名主五郎兵衛・同断忠兵衛・同断勘右衛門 天保2年2月 竪紙・1通 こ149－34
→御代官所下げ札あり
（頭立役相続・新判・名替願書綴　天保2年） 綴・39点 こ150
小齪灘鎌継痔蛎舗鍛鴇賜贔驕　風息につき）　小柴見村名主徳右衛門・組頭儀左衛門・ 天保2年2月 竪紙・1通 こ150－1
長百姓儀右衛門→御代官所
下轍欝購雛羅雛繊難 天保2年2月 竪紙・1通 こ150－2
門・長百姓甚左衛門→御代官所
下薬舗凝議轟轟欝欝灘犀藩　　　　　　　　　下八町村名主甚九郎・組頭久作・長百　一件願につき） 天保2年2月 竪継紙・1通 こ150－3
姓孫左衛門→御代官所
保崎荘助伺書［口上覚］（石川村多左衛門名替の件他 天保2年2月 横切継紙・1通 こ150－4
につき）保崎荘助→一




上繭欝購響難論毒罷騨騰腰 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－6
村名主彦兵衛・頭立喜平治・長百姓願人甚右衛門→御代官
所
上盤蠣翻鮪鐙髄繕騨舗暑贔 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－7
につき）　頭立名替願人伊惣治・名主久左衛門・組頭折左
衛門他1名→御代官所
日鋼謹湊穗製磐器纒！莞翻鑛鯉響 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－8
き）　日影村願主三右衛門・名主重左衛門・組頭太忠治他
2名→御代官所
鬼強盛翻講辮藷騨囎薄藍霜 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－9
続願につき）　鬼無里村上組頭立惣代庄之助・小前惣代
太郎左衛門・仮名山踏治右衛門他2名→御代官所
南謙難駿繍総懸無難i登楼鵜叢謄 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－10
つき）　南長池村組頭勇右衛門・長百姓又左衛門・頭立惣
代久右衛門他1名→御代官所
小綴織緩総譜鍵甑欝繍藤謄考、 天保2年3月 竪紙・1通 こ150－11
き）　小島村名主安五郎・組頭惣左衛門・長百姓幸十郎他
2名→御代官所
西鶴簿鍵盤編畿毒懸腰騰轟 天保2年2月 竪紙・1通 こ150－12
につき）　西条村名主彦三郎・組頭与惣治・長百姓新左衛
門→御代官所　下ヶ札あり





























































































和藷劉麓山鰐器二二艶暑繍縢 天保2年2月 竪紙・1通 こ150－34
つき）　和佐尾村名主徳兵衛・組頭善右衛門・長百姓清右
衛門→御代官所








宮礁轄機織お讐瑠鶏爾謬蓄家 （天保2年）3月 横切継紙・1通 こ150－37
東業繋藤艦寒鮒鵬懇懇毒嵩辮 天保2年3月 竪継紙・1通 こ150－38
土煙につき）　東川田村願人万助・親類塾代仙味・組合
淋代藤助他10名→御代官所






















下濃漿籍酪謝謝馨毛蟹騨魏奪零墨 天保5年2月 竪紙・1通 こ140－6
立相続願につき）　下高田村名主吉兵衛・組頭有右衛
門・長百姓栄七→御代官所




御割方伺書（北村与右衛門別家重右衛門へ頭立相続 11月 横切継紙・1通 こ140－8
願の件につき）御郡方→一　付札あり











依犀聯翻斜駐製募犠喜欝壁画立9 （天保5年）8月 横切継紙・1通 こ140。12
栗噺認縛叢叢二野雛購雛器 天保5年8月 竪継紙・1通 こ140・13
につき）　栗毛村名主林兵衛・組頭佐五右衛門・同断嘉藤
治他61名→御代官所　こ140－12の別紙







相驕鰹磯鵬礁纏蓑羅鵜醗魁 天保5年2月 竪継紙・1通 こ140・16
き）　相原村清左衛門・藤松・勇吉他32名→御代官所　こ
140－15の別紙
奥難欝謄云囎諺塁搬羅麟襲職誓 （天保5年）5月 横切紙・1通 こ140。17
蔵・金児丈助→一　付札あり














西澤軍治伺書［口上覚］（腰村頭立新判使用話頭立諸 （天保5年）7月 横切継紙・1通 こ140－23
願の件につき）　西澤軍治→一


















布鵠籐灌欝躯勇騎麟親睦蒙磐 天保5年10月 竪紙・1通 こ140－30
き）　布野村名主清右衛門・組頭又右衛門・長百姓金左衛
門→御代官所
大認鯖露礁藷鶴盗難難戦舅 天保5年6月 竪継紙・1通 こ140－31
き）　大室村名主与惣太・組頭利右衛門・同断重右衛門他
1名→御下御奉行所　下ヶ札あり
水熱聯難灘羅繋騰 天保5年4月 竪紙・1通 こ140・32
衛門・長百姓文左衛門→御代官所　下ヶ札あり
山灘雛㍊魏犠誰騨欝鍵壕騨 天保5年正月 竪紙・1通 こ140－33
山平林村名臼蓋左衛門・組頭伴五郎・長百姓長五郎→御代
官所　下ヶ札あり








新譲i護描線藩囎鑛醗錨翻禦 天保5年8月 竪紙・1通 こ140－36
つき）　新山村全吉・組頭重兵衛→御代官所　下ヶ札あ
町崖鵬鏑穫鵠難認膿繹裂継歯舜 天保5年9月 竪紙・1通 こ140。37
町川内村名主宇左衛門・組頭彦治・長百姓彦右衛門→御代
官所　下ヶ札あり
三論雛終講鞠議騨羅果譲蜂蜜 天保5年6月 竪継紙・1通 こ140－38
つき）　加賀井村名主全左衛門・組頭彦三郎・長百姓弥左
衛門→御代官所　下ヶ札あり










依田甚兵衛伺書［口上覚］（腰村頭立名西のため新判 （天保5年）5月 横切紙・1通 こ14041使用等頭立元帳付替えにつき願の件につき）依田
甚兵衛→一　綴で開封不能
腰村名主業右衛門他二名願書［乍恐以書付奉申上候］ 天保5年5月 竪紙・1通 こ140－42
（頭立源左衛門名替えと新判使用につき）　腰村名
主利右衛門・組頭和助・長百姓重右衛門→御代官所
哩罐主謙畿欝罐黙黙欝黙付閣 天保5年7月 竪紙・1通 こ140－43
につき）　福間村名主儀左衛門・組頭佐忠太→御代官所
上衆灘晶晶欝羅贈二言温温 天保5年9月 竪紙・1通 こ140－44
つき）　上山田村名主八郎左衛門・同治五左衛門・酒樽兵
衛→御代官所　下ヶ札あり
哩衡灘肇欝1摯議講編繋護笠茱覆 天保5年正月 竪紙・1通 こ140－45
付替につき）　小松原村名主彦左衛門・組頭良左衛門・
長百姓惣吉他1名→御代官所　下ヶ札あり
若劉姦蕎墾攣謡難藩齢灘茱纏鷺 天保5年2月 竪継紙・1通 こ140。46
につき）　若宮村名主戸重郎・同断源五右衛門・長百姓円
右衛門他1名→御代官所　下ヶ札あり







































新鰭難灘聯雛名癬鰻 天保5年正月 竪紙・1通 こ140－56
兵衛・長百姓甚兵衛→御代官所　下ヶ札あり
町再開諺藷解置賜霜羅號繍響 天保5年正月 竪紙・1通 こ140－57
につき）　町川田村名主宇左衛門・組頭喜三太・長百姓吉
右衛門→御代官所　下ヶ札あり





中山有之助伺書［口上覚］（北山田村頭立九兵衛名替 （天保5年）2月 横切継紙・1通 こ140・60
え等のため頭立元帳付替願の件につき）中山有之
助→一
北甥綾薪聖母響贈鹸輩盤藤野蒼響 天保5年2月 竪紙・1通 こ140－61
き）　北山田村名主七郎兵衛・組頭藤兵衛・長百姓九左衛
門→御代官所
北緯朧補隼箋鷺講糊精購勲爵 天保5年2月 竪紙・1通 こ140－62
つき）　北徳間村名主斧八・組頭源右衛門・長百姓久左衛
門他2名→御代官所
北欝繕辮卑椴鶴野繋餐翻繋聾 天保5年正月 竪継紙・1通 こ140－63
帳付替につき）　北郷村名主津右衛門・組頭仁左衛門・
長百姓太文治他2名→御代官所
宮古薦鶴騒霧芽］騨儀辮羅拝’頭立 （天保5年）3月 横切継紙・1通 こ140－64
柴鍛認鞭懸轟轟罵驚麟工面蝉 天保5年3月 竪紙・1通 こ140－65
柴村名主利兵衛・組頭儀左衛門・長百姓藤九郎→御代官所





町贈草画康暦糠籔謂毅黙三二 天保5年3月 竪紙・1通 こ140－68
田村名主宇左衛門・組頭彦治・長百姓彦左衛門→御代官所
根越村名主助左衛門長軸名願書［（不明）］（頭立五太 天保5年3月 竪継紙・1通 こ140－69
夫新判使用につき）　根越村名主助左衛門・組頭彦右衛
門・長百姓料兵衛→御代官所




依聴鑛騒騰秘朝灘駿潔処め恒 （天保5年）9月 横切継紙・1通 こ140－71
吉懸銭滋藤漫談駐羅鷺愚蒙荏　命の件につき）　吉田村名主大蔵・組頭良右衛門・長百 天保5年9月 横切継紙・1通 こ140－72
姓惣左衛門他111名→御代官所






長綾鑑識鑛謬錯羅灘蓼蝸］（餐 天保5年12月 竪紙・1通 こ140－75
井村頭立安吉・名主久左衛門・組頭伊惣治他1名→御代官
所下ヶ札あり










山田兵次伺書［口上覚］（綱嶋村年番頭立の名前書上 （天保5年）7月 横切紙・1通 こ140。79
等閑の旨赦免願の件につき）山田兵次→一
綱嶋村名主重郎治他二名願書［（不明）］（年番頭立の 天保5年7月 竪継紙・1通 こ140－80
名前書上等閑の件赦免願につき）綱嶋村名主重郎
治・組頭祐右衛門・長百姓兵左衛門→御代官所








佐翻軒灘鍵購窺瀦簾弩蓼犠朧 天保5年2月 竪紙・1通 こ140－83
料理左衛門・組頭又右衛門・同断伊野右衛門他2名→御代
官所下ヶ札あり
向礫灘溜墨縄韓編孟壁獣舗 天保5年2月 竪継紙・1通 こ140－84
極小舟山組名主多量助・組頭藤吉・長百姓幸左衛門→御代
官所　下ヶ札あり





小羅露幽趣臨画幽幽舞油虫 天保5年2月 竪紙・1通　■ こ140・86
村本組名主新右衛門・組頭新蔵・長百姓栄三郎→御代官所
下ヶ札あり
八綴論議獲麟棺欝書夫籍驚熱血傑 天保5年3月 竪紙・1通 こ140－87
頭新左衛門・長百姓治右衛門→御代官所　下ヶ札あり
寒雲灘離門門請製罵翻；奮 天保5年2月 竪紙・1通 こ140・88
名主久右衛門・長百姓喜平治→御代官所　下ヶ札あり
奥讐禁駿話鍵讐噸議聯弾喬甕 （天保5年）8月 横切紙・1通 こ140・89
蔵・金児丈助→一　付札あり




三瀬鑓撮認≦嬰タ篇男墜囎饗彦て （天保5年）8月 小切継紙・1通 こ140－92
醇羅顯曼総轄璽舜穐撃騨向鰍1こ 午（天保5年）8月 小切継紙・1通 こ140－93
下馴隷麓羅臼簾醒劇道警砲蟹繕 天保5年8月 竪紙・1通 こ140－94
門→御代官所奥印あり
三欝筥弊監鱒劇的毘膿麟課糠 天保5年8月 竪紙・1通 こ140・95
田所下ヶ札あり





膣灘無妻鑛鶏欝欝擁認堕暫 天保5年2月 竪紙・1通 こ140－98
上越道村名下林左衛門・組頭三右衛門・長百姓和左衛門→
御代官所　下ヶ札あり
囎凝滞島耀寡鯉鞍離右衛門●左門 （天保5年）10月 小切継紙・1通 こ140－99
二巌灘欝鰭硝樵無恥罷蠣陸 天保5年10月 竪紙・1通 こ140－100
ツ柳村名主治五右衛門・組頭儀左衛門・同断弥左衛門他1
名→一
小簾騨騨購軽羅聡慧翻 天保5年4月 竪継紙・1通 こ140－101
門他2名→御代官所









柳蘭華華鰐嚢蠣書！繍犠副帥奮 天保9年8月 竪継紙・1通 こ36－1
頭新五郎・長百姓友右衛門他3名→御郡御奉行所　封筒
あり、端裏に付箋あり
沓雛舞盤船綾舗墜蕎噛翻鷺饗 天保9年8月 竪継紙・1通 こ36－2
蔵・組頭市五郎・同断七左衛門・長百姓市左衛門・同断
国蔵他4名→御亡御奉行所











矢津監物用状（付札の通り心得につき）　矢沢監物→ （天保9年置9月6日 小切紙・1通 こ36－6
寺内多宮殿
矢津監物用状（付札の通り心得につき）　矢沢監物→ （天保9年）8月24日 小切継紙・1通 こ36－7
金児丈助殿
寺面恥礫蘭条論証羅鍵螺鼎璽1他覇 （天保9年）9月 横切継紙・1通 こ36－8　　’
五宮・金児丈助→一　下げ札あり、付札あり
（大室村頭立三役付替一件綴　天保9年） 綴・5点 こ76
（封筒）金児丈助→一　封筒を含む、御預所郡奉行 天保9年11月 封筒・1通 こ76－1







金児丈助他日名瀬状［口上覚］（大室村頭立跡役替の （天保9年）11月 横切継紙・1通 こ76－4
件不行届けのため承済につき）　寺内多湿・岡島荘
蔵・金児丈助→一　下げ札・付け札あり



























































御出方伺書［口上覚］（小根山村半右衛門の件新頭立 （天保9年）2月 横切紙（14・ こ125。14
願いにつき）御前方→一　付札あり 15・16仮綴）・1
通






























御書方伺書［口上覚］（石川村頭立権左衛門・腰村重右 （天保9年）2月 横切継紙・1通 こ125・24
衛門の件休役願いにつき）御郡方→一　付札あり
西覆離開馴課壼幕剥奪立権左衛門の件休 （天保9年）2月 横切紙・1通 こ125－25
石欝欝灘囎聴灘凝隅隅幣織 天保9年2月 竪紙・1通 こ125－26
立権左衛門・名主元右衛門・長百姓市郎治・頭立三代与惣
左衛門・小前惣代久右衛門→一














布灘離籍鶏欝欝朧荊鐸顯鰐 （天保9年）2月 竪紙・1通 こ125。31
き）　布施五明村瀬原田組名主友右衛門・組頭頭立面兵
治・小前惣代民之助→御代官所






西1鼎翻灘蟹藩藩蟹隅隅堺町撮 （天保9年）正月 竪紙・1通 こ125－34
えにつき）　西和田村願人弥平治・名主新五郎・組頭長兵
衛・長百姓仁兵衛→御代官所
西1鼎欝醗纒騒騒聯瀕幽幽蝦　につき）　西和田村願人勝五郎・名主新五郎・組頭長兵 天保9年正月 竪紙・1通 こ125・35
衛・長百姓仁兵衛・頭立惣代清右衛門・小前惣代長大夫→
御代官所
西沢平治伺書［口上覚］（頭立役の装甲出につき）西 （天保9年）正月 横切紙・1通 こ125・36
沢平治→一





二欝醤蒲欝幽囎麟羅細細講　替えにつき）ニツ柳村名主天左衛門・組頭茂右衛門・ 天保9年2月 竪紙・1通 こ125－38
文五郎他2名→御代官所
御暮方伺書［口上覚］（小森村頭立善右衛門の件配役　願いにつき）御下方→一 （天保9年）3月 横切紙・1通 こ125・39
群雲鶴鯉勢鴇無夢野善右衛門の件 （天保9年）3月 横切紙・1通 こ125・40
小霧聯謬瓢齢鱒覆諺響暴露鰍魏 （天保9年）3月 竪継紙・1通 こ125・41
衛門・名主吉郎左衛門・組頭長右衛門・長百姓栄助他3名→
御代官所
宮麟誰囎副贈惣）（攣難蕪繁箪●彦右 （天保9年）3月 横切継紙・1通 こ125・42
大愚態奪翻磯騎顯醐1鵬鷺鋳書 （天保9年）3月 竪紙・1通 こ12543
えにつき）　大岡根越組名主市左衛門・組頭吉左衛門他2
名→一
大繭鯉蕪擁鶴暴騰醐羅製奪　き）　大岡根地組名主市左衛門・組頭吉左衛門他2名→御 （天保9年）3月 竪紙・1通 こ125・44
代官所





宮騨翻蜘彗甚『」課善砦謂璽立孫左衛門 （天保9年）2月 横切紙・1通 こ125・47
西鍵灘編騨譲二四丁付認二丁籍 天保9年2月 竪紙・1通 こ125・48
童子万作・名主藤五郎・組頭長大夫・長百姓平左衛門→御
代官所
下灘磐封鴇芳醒張灘辮仁右衛F『の件 （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125－49
醒難野口駿掌］認鷺塑頭虻右衛門の （天保9年）4月 横切継紙・1通 こ125・50
西灘鵠顯鵜蟹灘［耀鎌瀬套騨 天保9年4月 竪紙・1通 こ125・51
西尾張部村願人仁右衛門・名主喜右衛門・組頭喜左衛門・
長百姓利兵衛→御代官所
再興下野勢」剛胆煙立庄右衛門の件 （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125・52








粟幅跳磐幽幽囎督野鯉編疾翼 天保9年4月 竪紙・1通 こ125－55
占・名主清右衛門・組頭嘉蔵他2名→御代官所
御摩方伺書［口上覚］（新山村徳兵衛等の件新頭立役 （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125。56
願いにつき）　御強方→一　付け札あり








御郡方伺書［口上覚］（桜村太兵衛の件目頭立役願い （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125－59
につき）御郡方→一







御母方伺書［口上覚］（入山村清水浸与五兵衛の件新 （天保9年）7月 横切紙・1通 こ125－62
頭立役願いにつき）　御記方→一　付け札あり







御灘舗監掌］鵬墾驚繍衛F『の件 （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125－65
西醸翻青｝1思懸魏堅頭立夏左衛門の （天保9年）4月 横切紙・1通 こ125－66
布舗鶴擁灘翻辮麟縢醤轡鵯 天保9年3月29日 竪紙・1通 こ125・67
高田村願人富左衛門・頭立惣代丈吉他4名→御代官所
西沢軍治伺書［口上覚］（泉平村・念仏寺村・梅木村の （天保9年）6月 横切継紙・1通 こ125－68
件頭立願いにつき）　西沢軍治→一
泉平村九右衛門他四名願書［乍恐以書付奉願候］（泉　平村頭立久左衛門の件相続のため元帳附替λにつ 天保9年5月 竪紙・1通 こ125－69
き）　泉平村九右衛門・組頭幸吉他3名→御代官所














西毒題鱗雛籍灘騨［謬野黎囎話票 天保9年12月 竪紙・1通 こ125－74
治・名主左仲太・組頭兵左衛門他4名→御代官所
西沢軍治伺書［口上覚］（栃原村平組頭立庄右衛門の 戌（天保9年）11月 横切継紙・1通 こ125－75
件訴訟願いにつき）西沢軍治→一
栃原村平組庄右衛門他六名願書［乍恐以書付奉願候］ 天保9年11月 竪紙・1通 こ125－76
（栃原下平組頭立庄右衛門の件訴訟につき）栃原
村願人頭立庄右衛門・同人組合惣代弥八他5名→御代官所







西熊期幽幽藤縄寸慧門門『の野相 （天保9年）9月 横切紙・1通 こ125－79
大穂縮魏融驕臨羅甥熱願璽 天保9年9月 竪紙・1通 こ125－80
き）　大熊村名主藤兵衛・組頭新五郎他3名→御代官所
御郡方伺書［口上覚］（御幣川村・新山村頭立の件休役 （天保9年）10月 横切紙・1通 こ125－81
願いにつき）御母方→一　付け札あり




岡深館吾鯵封鴇辮騨牽喜右衛門の件 （天保9年）10月 横切紙・1通 こ125－84
新郷灘鶴醐鴎疑蠣付謡観 天保9年10月 竪紙・1通 こ125－85
主重兵衛・組頭長治郎・長百姓仁兵衛他3名→御代官所
宮下善左衛門伺書［口上覚］（八幡村・根越組頭立の件 （天保9年）10月 横切紙・1通 こ125－86
相続のため書替えにつき）宮下善左衛門→一
八幡村名主善七他二名願書［乍恐以書付熱願候］（八 天保9年10月 竪紙・1通 こ125－87
幡村頭立伝左衛門の件相続につき）　八幡村名主善
七・組頭七兵衛・長百姓群蔵→御代官所
大灘離礁灘難羅灘獺 天保9年10月 竪紙・1通 こ125－88
門・長百姓助左衛門→御代官所
（土口村頭立帰役一件関係綴　天保13年） 綴・4点 こ34










土口村名主小右衛門他十名願書［乍恐以書付奉願上 天保13年2月 竪継紙・1通 こ3牛4
候］（頭立帰役につき）土口村名主小右衛門・組頭五
郎右衛門・庄七他8名・荒神町1名→御代官所　下げ札あ
幸翻舞鍛鷺縣灘蟹駐青鑑穐姦 弘化4年正月 竪美・1冊 こ40
所幸高村名主次郎左衛門→上










加茂十兵衛申上書［乍恐以書付奉申上候］（家督の件口 明治5年4月 竪紙・1通 こ26
留番所勤めにつき）　吉田村加茂十兵衛→長野御県
心用状（端裏書）［巳五月初御尋傍付］（村年寄役御尋の 巳5月 横切継紙・1通 こ22
件答書につき）裏打ち
町田源左衛門他一名願書（端裏書）［口上覚］（鬼無里村 正月 横切紙・1通 こ29
北沢新右衛門相続頴いにつき）海治与兵衛・町田源左
衛門
若宮村嘉右衛門申付書（若宮村永井久蔵他4名苗字帯刀 5月21日 横切継紙・1通 こ32
御免につき）若宮村嘉右衛門→一
陣中上書［申上］（上ヶ尾村頭立孝内上下御免につき） 7月 横長半・1通 こ33
御籔姦鯖轟繍凝宰取藩竪鯉（村 2月 横切継紙・1通 こ257
腰村庄五郎用状（定吉の担当村の人別につき）腰村庄 9月4日 小切紙・1通 こ260
五郎→相原邦治郎様
某用状（村役人等書上につき） 卯4月21日 横切紙・1通 こ278




表題・作成等 年代 形態・数量 整理番号
、
支配













湯蹴撃籠舗嶋範聾離魏購窪響暫　湯田中村名主新井六右衛門・組頭忠助・同断庄左衛門他3名 明治元年12月 竪紙・1通 こ396
→御収納郡下御同心木下伝五郎殿　包紙あり







三瀬露禦讐舗鵜購｝i輪換縄 明治元年12月 竪紙・1通 こ399
主謀八郎・組頭弥曽右衛門・同断利助他3名→御収納編方御
同心木下伝五郎殿　包紙あり





















長谷川唯見申上書（和宮様通行の件冥加金献上につ 10月 竪紙・1通 こ191－1
き）（長谷川）唯見→一
矢野用状（塚田五左衛門御賞につき）　矢野→菅井様 8月13日 竪紙・1通 こ191－2
某用状（和宮様下行の件入用金借用につき） 横切継紙・1通 こ191－3
（金銭請取書等綴　明治2年） 綴・3点 こ192
矢雛聾籍罷繍翻編翻翻糀響轡 三酉2月 横切継紙・1通 こ192－1
矢野倉謙兵衛→一
酒井市治他一名金銭請取書写［覚］（金100両につき） 明治2年5月20日 竪継紙・1通 こ192－2
水野清右衛門・酒井市治→七瀬村荒井半之丞へ　奥書あ




小祢山村小前惣代義左衛門他三名申上書［乍恐以書付 天保7年11月 竪紙・1通 こ183
面諭上候］（出願の筆者の件尋ねにつき）　小弥山村
上坂組小前罪代利左衛門・吉兵衛他2名→御壁御奉行所
















































三国組割寺用状（当寺領の門別組成りにつき）長日 11月26日 横切継紙・1通 こ195－4
寺副寺→金井左源太様







某繍罷塊織欝両袖囎｝濠粥有 閏11月 横切紙・1通 こ290－1
山懸額壽島認鎌欝両型兵騨こ立 閏11月 横切紙・1通 こ290－2










下越村名主伊三郎二二名請書［差上申一札之事］（孝心 文政5年11月 竪紙・1通 こ368
露鴇議篇脚病臨ヨ寒委兵講騰簾
裏打あり









宮下善左衛門窺書［口上覚］（森村富右衛門農業出 6月 横切継紙・1通 こ84・1－1
精のため褒詞下されにつき）　宮下善左衛門→一
森轟叢膿鷺鷺藩鰭訓繍鷺箕 天保13年6月 竪継紙・1通 こ84・1－2　、
七・同断金八他3名→御代官所
























西認轟議奮翻縣翻辮輪難魏 天保13年6月 竪紙・1通 こ327－1－4
の事隣村へ御尋ねにつき）西寺尾村名主治左衛
門・組頭伝右衛門・長百姓与右衛門→御代官所




倉難灘継難轟騰辮 天保13年6月 竪継紙・1通 こ327－1－7
同断龍左衛門・組頭幸十郎他3名→御代官所














民群離舗輪鐘声艦雛羅磐薪 9月19日 小切紙・1通 こ115・1
民事掛（赤沢・河原）→一
民蔀黙懇鴇驕懇離襲猫被騰 9月 小切紙・1通 こ115。2
（赤沢・河原）→一
民離辮千難鶉顯魏轡難聡慧罫 9月20日 横切継紙・1通 こ115－3
（伊藤佐右衛門願書） 2点 こ262
伊藤佐右衛門願書（渋村農業出精者の件尋ねにつき） 9月10日 小切紙・1通 こ262・1
伊藤佐右衛門→（岡嶋荘蔵様）
（封紙）伊藤理右衛門→岡嶋荘蔵様 封紙・1通 こ262－2
某申上沼（算屋村孝心之もの御褒美につき）掛札あり 12月 切紙・1通 こ280
某用状（力石村塚田多右衛門拝借金方周旋尽力のため 辛未（明治4年） 横切継紙・1通 こ347
褒賞につき）　一→力石村塚田多右衛門 9月10日









仁鰯肇礫㌫潔掃礫親罐嬰声牲 文政2年3月 竪継紙・1通 こ42
村惣兵衛他1名→御代官所　奥印、奥書あり
山寺源大夫用状［長寿者年違之儀心付申上］（長寿者の 2月17日 横切紙・1通 こ81
年齢違いのため五人組帳改めにつき）　山寺源大夫
→一
某用状（幸高村元百姓身元不如意のため預所差障り無 （文政5年）10月 切紙・1通 こ91
きにつき）封紙つき
（下越村難渋手入れ一件綴　文政5年） 綴・5点 こ98












大林寺申上書（下越村難渋手入れの呼時延につき） 12月15日 横切紙・1通 こ98。4
大林寺→荘蔵様







（封筒） 文政8年3月 封筒・1通 こ96－1
石川新八依頼書（水主船頭と機多の縁組の件取扱に （文政8年）5月4日 横切継紙・1通 こ96－2
つき）　真田伊豆守家来石川新八→一　下ヶ札あり
石川新八伺書（水主船頭と種多の縁組の件取扱につ （文政8年）4月 横切継紙・1通 こ96－3
き）　真田伊豆守家来石川新八→一　下ヶ札あり











（封筒） 文政3年12月 封筒・1通 こ100－1
久右衛門願書［乍恐以書付御内々奉願候御事］（苗字 文政3年2月 竪紙・1通 こ100－2
御免につき）新町村田右衛門→御代官所
郡村与惣右衛門願書［越流以書付御内々奉願候御事］ 文政3年2月 竪紙・1通 こ100－3
（苗字御免につき）謝罪与惣右衛門→御代官所
白雨恒吉他一学用状［口上覚］（久右衛門・与惣右衛門 文政3年12月 横切継紙・1通 こ100－4
、





願行寺願書［口上覚］（山布施村文五左衛門出奔の撃墜 天保7年2月 竪継紙・1通 こ117
調法救免につき）　願行寺→岡野弥右衛門殿・寺内多宮
殿・岡嶋荘蔵殿・金児丈助殿
上山田村名主五左衛門他五名申上書［御内尋付以書付 安政2年12月 竪継紙・1通 こ268
回申幹候］（久右衛門持高につき）上山田村名主五左
衛門・善右衛門・九郎兵衛他3名→御勘定所御元〆御役所




源大夫用状（端裏書）［回状］（弥兵衛弟利子につき） 11月2日 横切紙・1通 こ199－1－2
源大夫→荘蔵様他2名
源大夫用状（端裏書）［回状］（徳蔵の件申渡し案伺 11月17日 横切紙・1通 こ199－1－3
いにつき）　源大夫→荘蔵温温2名



























































噛馨離螺油売欝讐1西出離臨朧 文政2年6月 竪切紙・1通 こ239
御奉行所





蟷勲翻馨蒲廉犀繕殿謬黙申矯 文化元年3月 竪継紙・1通 こ242
南高名左衛門親類出代菊太郎他10名→西方寺様・仏導寺様
裏打ち、端裏書あり
市褄轟轟難謙融轟観鷺期薩実吉 12月 竪継紙・1通 こ243
市村三組藤次郎・勇助→御郡御奉行　奥書あり
市舗騰魏辮覇製瀧灘塁黙認 文化元年4月 竪継紙・1通 こ244
幾右衛門・栄治郎他3名→職御奉行所・御郡御奉行所　名主
奥書あり、裏打ち
善興亜離鵜賄叢製蒲轟緊懇騨 文化元年3月 竪継紙・1通 こ245
善光寺西町西方寺・市村南組仏導寺→御郡御奉行所　端裏
書あり
善光寺西町西方寺田二名申上書［以口上書御里り申上 文政2年6月 竪継紙・1通 こ246
候御事］（名主市右衛門赦免願いにつき）市村南野市
右衛門親類義惣八他2名→西方寺
善堂諜欝欝踏段赫灘難製三木癖鱗 文化2年6月 竪継紙・1通 こ247
方寺→御門御奉行所
（封筒）渡辺ロ右衛門→一 文化2年4月 封筒・1通 こ248
市襯纈1難教門稗犠誕駿）申譜認鍛 文化元年4月 竪継紙・1通 こ249
名右衛門他11名→御出御奉行所　奥印・奥書あり
（市村南桑水主詮議等綴） 綴・2点 こ250
某用状（市村南画水主頭義兵衛の件詮議につき） 12月 横切継紙・1通 こ250－1
（市村困窮の件舟場締らず不届けにつき） 竪半・1冊 こ250－2
（新町村代官支配引放ち勘定役手入懸一件関係一括文政4年） 3点 こ270
新二野叢鑛膿鞠覇魁繰門門貼 文政4年10月 竪継紙・1通 こ270－1
名主六左衛門・組頭武左衛門・皇孫助語8名→面諭御奉行
所端裏書あり


















（封筒） 文政8年6月 封筒・1通 こ253－2
御郡方用状（笹平村名主病死のため拝借滞金につき）， 文政8年8月 横切継紙・1通 こ253－3
御二方→一　虫損
里穂田村御借主栄助他五名金子借用証文［差上申御内 天保3年4月 縦継紙・1通 こ251
借金証文之御事］（金24両につき）里穂刈村御借主栄
助他村役人5人→御勘定所御内借懸御役所　印影抹消
高跳鍔書櫻諺灘調繕難聴の件元金 天保4年3月 竪紙・1通 こ235
（金銭返済諸願書一括　天保12年目 3点 こ265









丹波嶋村問屋柳島市郎左衛門他六名請書［覚］（馬飼料 文久2年3月 竪紙・1通 こ381
の件請取につき）　丹波嶋村問屋柳島市郎左衛門・名主七
兵衛・組頭作重郎他4名→御勘定所御元〆御役所





某用状（潰忠右衛門拝借金年賦返上銭につき） （安政6年） 横切紙・1通 こ264－1
某用状［口上覚］（潰忠右衛門忠右衛門拝借辻につき） （安政6年） 横切継紙・1通 こ264－2
二二


















某用状（きく屋敷の件出入道につき）　絵図あり、端裏書 （明和6年） 横切紙・1通 こ215
あり




荒龍轡野購離羅骸隷轟繍錨腰 明和6年4月 竪紙・1通 こ217
裏書あり




























菊池幸助他一名願書［口上覚］（市村水主藤右衛門欠落 （文政2年）12月 横切継紙・1通 こ361－2
上納金支払い難渋のため御時拝借金願につき）　菊
池孝助・町田源左衛門→一














御手代宮尾久吾申上書［口上覚］（荒町村彦七欠落御除 10月 横切継紙・1通 こ222－2
帳引負高井町分出作引上高につき）　御手代宮尾久
吾・宮入作兵衛→一　下札あり
土屋茂兵衛申上書［口上覚］（下小嶋田村彦平欠落にて持 5月 横切継紙・1通 こ271
高井引負金改めにつき）　御手代土屋茂平→一　下札あ
下越村村長兵衛他題名申上書［差上申一札之御事］（翌翌 文政口年閏3月 竪紙・1通 こ272
隠岩落人源兵衛持地引負につき）下越村名主長兵衛・組
頭大蔵・長百性庄八他3名→土屋茂平殿　貼紙あり、付札あ
御手代両角勇右衛門申上書［口上覚］（里村山村欠落人源 3月 横切継紙・1通 こ356
目黒田地書付）　手代両角勇右衛門→一　下札あり




























市綿綿翻雛難論晦響纏醒野 文政2年6月 竪継紙・1通 こ338－3
市村三組市左衛門・親類義惣八・組合茂平治他1名→御郡
御奉行所　端裏書あり，破損
市村南組名主市郎右衛門請書［乍恐以口上書御請奉 文政2年5月 竪継紙・1通 こ338－4
申上候御事］（市村南組名主市右衛門轡につき）
市村南八二名主市郎右衛門→一　奥書あり，端裏書あり
市爾饒轟男滋藤彌躍羅紹劇 文政2年6月 切継紙・1通 こ338－5
市村南組藤右衛門・親類三右衛門・組合弥五八他12名→御
郡御奉行所端裏書あり




（鯛1懸襟灘鍵四馬愚心急激編… 文政2年 封筒・1通 こ370－1
之上裁許申渡右一件書類封置］金井左源太→一
日影村太郎右衛門願書（如何わしい高借財の件不届 （文政2年） 丁半・1冊 こ370・2
け至極申し訳なきにつき）　日影村太郎右衛門→一
虫損
日離響難薪鯉縢罐掘舞無口七毒 文政2年6月 竪継紙・1通 こ370－3
村親類田代五左衛門・同断重郎治・同人組合淋代八郎兵衛
他4名→鬼無里村端厳寺様
鬼無里村松厳寺願書［以口上書御蔭訟申上候御事］ 文政2年7月 竪継紙・1通 こ370－4
（日影村の者御情出牢願につき）鬼無里村松野寺→
職御奉行所・御下御奉行所
日騨骸雛鴛魏謁鞭轟齪吉妻禦 文政2年7月 竪紙・1通 こ370－5
日影村頭立惣代喜平太・頭立南面一十郎→御郡御奉行所
端裏書あり














日影村親類遷代重郎治他六名請書［乍恐山口上書御 文政2年7月11日 竪継紙・1通 こ370－9請申上候御事］（日影村の者罪状につき）　日影村太
軍右衛門・親類重郎治・組合八郎兵衛他4名→職御奉行
所・御忌御奉行所　端裏書あり








噸濾篠懸鋸灘螺婆鎧鼠鷺窪欝 天保6年8月 封筒・1通 こ339－1
端裏書あり
奥津権左衛門他出名伺書［口上覚］（桂左衛門轡中家 （文政6年）4月 横切継紙・1通 こ339－2
出後立ち戻の件伺につき）奥津権左衛門・岡嶋荘
蔵・金子丈助→一　付札あり
牛嶋静逸吾月桂左衛門他階名請書［乍恐以書付御尋 天保5年5月22日 竪継紙・1通 こ339－3申気候］（桂左衛門手鎖赦免につき）　牛島村逸吾兄
桂左衛門・同人親類書助・同人組合専左衛門他3名→御郡
御奉行所　端裏書あり






























牛騨難灘繍認騒［口恥灘奪i鴇鵯 天保6年8月 竪継紙・1通 こ339－10－2
勝楽寺→御仁御奉行所　端裏組札あり






















広田村昌龍華願書［以口上書職掌裂隙御事］（上小嶋 文政9年4月 竪継紙・1通 こ186－1
村民八一件赦免につき）　広田村昌龍寺→御郡三奉行
所
広駿具鯨麟襟見鴨脚繍習認堀搬 文政9年4月 竪継紙・1通 こ186－2
奉行所
（千田村名主吟味中村下げ関係書類綴　文政10年） 綴・4点 こ335




















三翻齢警1楼響麟謄悶悶湧［讐驕 文政10年12月 竪継紙・1通 こ342－2
当人親類惣代柳左衛門・同断組合惣代金四郎・和兵衛親類
組合階隠利兵衛他4名→御郡御奉行所
三業難灘糠聯蟷繍 文政10年12月 竪継紙・1通 こ342。3
安左衛門・和兵衛・安左衛門親類柳左衛門他5名→御里御
奉行所









































本警藷㍊魏聾瓢轟藩野響離茎 文政11年6月1日 竪継紙・1通 こ376－2
井野源太殿・岡島荘蔵殿・奥津権右衛門殿
（包紙）［上］村田→一　376－4の包紙 包紙・1通 こ376－3














































立魚鋤融融i糠曲面欝強土摺 天保5年7月12日 竪紙・1通 こ403－4
立屋村口習太郎占→御勘定御本〆御役所





下舗鵬至羅幽幽磁心厩熱恐糟 天保5年7月 竪継紙・1通 こ323－1－1
良村域初五郎・親善八・子伴吉他22名→職御奉行所
端裏書あり，奥印2ヶ所あり
下器踊蕃魏無心鍵門付鷺 天保5年12月 竪紙・1通 こ323－1－2
嶋村名主介五郎・組頭喜之丞・長百姓佐文治→御奴御奉
行所　端裏書あり
























































曙轟叢礫磯鶏矯摺磐翻響華寿 天保7年10月 竪継紙・1通 こ189－1
主勇吉・組頭大助・同断勇右衛門他2名→御郡御奉行所








関屋村御口留元作請書［乍恐以口上書御請申上候御事］ 天保7年12月7日 竪紙・1点 こ324
（松平但馬守呼野通行改めにつき）関屋村御口留元作
→御書御奉行所　端裏書あり










上皇趨麟蝦罐謬鷲謙圭瀦翻塁熱 天保7年2月 竪継紙・1通 こ336－3
願につき）　上八丁村真光寺→御話御奉行所






東娚誘嬬顯鯉鴇雛鰺給足耕自磐 天保7年2月 竪継紙・1通 こ336－5
東光寺→御郡御奉行所








糖顯纏螺罐麟麗望三二鷲］ 天保7年5月 竪紙・1通 こ355－2
小判山村市三郎親類惣代市兵衛・同人組合惣代紋左衛門・
名主粂兵衛他2名→御郡御奉行所












鬼無里村松厳寺歎願書［以書付奉歎願候］（安左衛 天保7年12月 竪継紙・1通 こ374－3－1
門赦免帰住願いにつき）　鬼無里村松厳寺→御郡山
奉行所　端裏書あり
蟹踏繍畿鷲頚綱嶺謹爵ξ 天保7年12月 竪継紙・1通 こ374－3－2
度につき）鬼無里村上組安左衛門甥恒右衛門・親類
繁右衛門・安左衛門元組合新之丞他8名→松厳寺様










御感麗灘款鰐幽霊霧響購積 天保9年9月 竪継紙・1通 こ320－2
之丞→郡奉行所　奥書・奥印あり、掛札あり
























寺朧訳義購騒擁鰍繍鍛蟻幽幽 （天保10年）12月 横切継紙・1通 こ325－3
筋につき）　寺内多事・岡島荘蔵・金児丈助→一　付箋・
下札あり，端裏書あり






















南画琴弾難諸露草賜豪雪膿餐離 天保8年10月 竪継紙・1通 こ400－3
味につき）　関屋村甚右衛門・親類寿三郎・組合寿助→御
郡御奉行所奥書あり









寺鰭盤謙嬰（端顯雛r血温虚血葛 11月 横切継紙・1通 こ4∞一6
1名→一　付札・下ヶ札あり
（田中村九兵衛赦免関係一括　天保11年） 3点 こ334
田舞鹸藷蟻聚醤犠茸懸灘讐獣鵯 天保11年11月 竪継紙・1通 こ334－1
につき）　田中村名主九兵衛・組頭太兵衛・長百姓忠兵衛
→浄福寺様







（封筒）［妻科村市右衛門於大検見廻回向不増之取計 天保10年11月 封筒・1通 こ371－1
有之付軽追払申付候伺書類］　金児丈助→一

























杵渕村常吉返答書［乍恐以書付御答奉申上候］（献上 天保11年2月 竪継紙・1通 こ365－2－1
維子の安庭村民へ売り渡しの件吟味につき）　杵
断煙常吉→御郡御奉行所　奥印あり






大鰹蘭糖蓑謄欝離羅糎鵬麓　味につき）大岡和平組右名主佐忠治・大蔵親房五郎 天保11年2月 竪継紙・1通 こ365。2－4
→御郡御奉行所　奥印あり







櫻鰹謙爵欝岡三i郷門門勢葎　吟味につき）坪根村亥年名主仁左衛門・組頭吉右衛 天保11年2月 竪継紙・1通 こ365－2－7
門・長百姓長五郎→御祭御奉行所　奥印あり，端裏書
あり






















水窪蝦舗罐羅騙魑繭編賑訳 天保11年2月 竪継紙・1通 こ365－18
絹紬の旨尋につき）　水内村平組名主勝五郎・組頭栄
助・長百姓栄左衛門他1組3名→御代官所　端裏書あり













某願書（常吉他献上雑子納方不正一件関係者処罰の （天保11年） 横切継紙・1通 こ365－22
吟味につき）



















上条村名主辰右衛門他二名返答書［御尋二付乍恐 天保10年12月 竪紙・1通 こ365－28－1
清八→御代官所





安町村名主伝右衛門他二名返答書［御尋二付艶紅 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365・28－3以書付御電導申上陽］（献上追見納め常吉へ依頼
なきにつき）安庭村名主伝右衛門・組頭長左衛門・
長百姓祐左衛門→御代官所
有騒騒轟轟瀬燭轟霧書群鶴 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365・28－4
きにつき）　有旅村名鮎寄惣治他・組頭戸作・長百姓瀧
十郎→御代官所
望遠鞭耀浄潔鶉幽幽凝麟翻螺 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28・5
吉へ依頼なきにつき）地景原村村上組名主佐五兵
衛・組頭勘兵衛・同新重郎他1組6名→御代官所






牧田中村名主甚左衛門他二名返答書［御尋冠付乍 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28・8恐以書付御子奉申上州］（献上追尊納め常吉へ依
頼なきにつき）　牧田中村名主甚左衛門・組頭林右衛
門・弾琴性三左衛門→御代官所
関野隷誕難電燈鞘師隅隅 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28・9
き）　中牧村名主惣五左衛門・組頭伝左衛門・高高性良
左衛門→御代官所
解糖懸鑓購謄翠購国幣墾声 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28。10
大岡根越組名主利七・組頭市五郎・長百姓清左衛門→一
大都鍛糠蝦鶉羅齎麟羅顎鍍 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28・11
りにつき）　大岡和平組名主佐忠治・組頭助左衛門・長
百姓伝七→御代官所　下ヶ札あり
櫻誕灘離黙編鰭難雛婆彗 天保10年12月 竪紙・1通 こ365－28－12
き）　大岡和平組名主佐忠治・組頭助左衛門・長百姓伝
七→御代官所
五誠響鰭鍵羅翻隷醗調篶簸 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28－13
頼なきにつき）　五十平村名主重右衛門・組頭安之
丞・同断三郎治他1名→御代官所
讐鞭蹴鞠衡瀬轟轟雛書賑羅 天保10年12月 竪継紙・1通 こ365－28・14
きにつき）　長井村名主伊惣治・組頭吉治・長百姓金右
衛門→御代官所








三輪響旛舞響鵬議督繍富盛賑 天保10年12月 竪紙・1通 こ365－28－17
頼の件代田支払につき〕　山布施村名主重左衛門・
組頭庄三郎・長百姓五郎兵衛→御代官所








恩田頼母用状（別紙附札の件心得につき）恩田頼母 12月27日 横切紙・1通 こ38－2
→松木源八殿・岡嶋荘蔵殿
松木源八他一名用状（笹平村孝蔵婚姻の件衣服につ 12月25日 横切紙・1通 こ38－3
き）　松木源八・岡嶋荘蔵→一
源大夫用状（端裏書）［愚意］（笹平村孝蔵婚姻の節の 24日 横切継紙・1通 こ38－4
衣服につき）　源大夫→一
某願書（婚礼倹約の義につき） 小切紙・1通 こ38－5
孝助用状（婚姻衣服の軍内詮議につき）　孝助→一 12月 横切紙・1通 こ38－6
源八用状（笹平村の義評決につき）源八→荘蔵様 25日 小切紙・1通 こ38－7
荘蔵用状（笹平村の義御内慮伺い候処御聞済につき） 12月26日 横切紙・1通 こ38。8
荘蔵→竹山時様
専用状（荘蔵伜婚姻衣服につき） 小切紙・1通 こ38－9
某願書（婚姻衣服瓦塀につき） 12月24日 横切紙・1通 こ38－10
o
弥惣右衛門用状（端裏書）［廻章］（回状の件不行届け 25日 小切紙・1通 こ38－11
につき）　弥惣右衛門→一
笹平村孝蔵他六名返答書［御尋病付乍恐以書付御答 天保12年12月 竪継紙・1通 こ38－12
申上瓦］（婚姻絹布着用の件吟味につき）　笹平村孝
即事6名→職御奉行所・御郡御奉行










膿ヂ傭舗鵯贈緩二三二三駿 天保12年4月 竪紙・1通 こ326－1
免につき）小三根村元右衛門・同人子新吉・親類惣代源
吉他4名→御郡御奉行所　端裏書あり












上条村安養寺願書［以書付奉願候］（里穂村元住居新 天保13年10月 竪紙・1通 こ344－3
九郎所払のところ母大病にて対面許可願につき）
上条村安養寺→御三御奉行所
岡離離隅隅監讐剛堅轟覧税調 （天保13年）10月11日 横切継紙・1通 こ344・4
村金吾→　付札あり，端裏書あり
恩田頼母返答書（付札の通心得るべき旨）　恩田頼母 （天保13年） 小切継紙・1通 こ344。5
→岡嶋荘蔵殿 10月12日
笠原才次郎二二長屋新九郎他七名爵上書［乍島島書 天保13年10月 竪継紙・1通 こ344－6壁際莚騰薪楚彗野州漂顯臨鵬
九郎・里穂二村親類久米三郎・元組合栄助他4名→御郡御
奉行所端裏書あり
馬喰町作兵衛導爆名願書［乍恐書付御縄り奉歎願候］ 安政2年2月24日 町税・1冊 こ405（兄兵左衛門病身につき敲御仕置御救歎願につき）
馬喰町作兵衛・組頭龍治・組合長次郎→郡御奉行所・町御奉
行所　奥書あり









監菱婦餓纏）轟覧誕糊驚鶴無産募 10月10日 横切継紙・1通 こ372－3
所業いたし候につき）　監察→一
軍謹橘罐競雫鱗雲灘璽賢覧望 10月 横切継紙・1通 こ372－4






磯田普門申上書［入牢之者名面申上］（入牢者名書上 2月晦日 横切継紙・1通 こ45。1
につき）磯田普門→一
磯田普門申上書［入牢之者名面申上］（入牢者名書上 正月晦日 横切継紙・1通 こ45－2
につき）磯田普門→一
郡政副主事申上書［入牢之者名面申上］（入牢者名書 9月 横切継紙・1通 こ45－3
上につき）　郡政副主事→一
草間一路申上書［入牢之者名面申上］（入牢者名書上 9月晦日 横切継紙・1通 こ45－4
につき）草間一路→一
某麟翻羅謬簸蘇蚕騨蟻鰭備付写］ 10月18日 横切継紙・1通 こ86











岡野用状（北尾張部村出奔幸右衛門人別帳改ざん、 10月22日 横切継紙・1通 こ401－2
村役人ら御門につき）　岡野→岡嶋様
某用状（盗難品糾明願につき）前欠 10月1日 横切継紙・1通 こ322












後鵠騰凝飾零細三野鮎婿 文化15年1月 竪継紙（1・2・3一綴）・1通・ こ237－3
名主甚十郎・深美六左衛門→御勘定所御元分御役所






後薯山烏韻脂嚢驚鵬編籏轟轟 文化13年閏8月 竪継紙（5・6・7一綴）・1通 こ237－6
近村へ順番につき）後町村名主甚十郎・組頭重兵衛・
長百姓伊左衛門→御郡御奉行所









（｛螺麟繋耕迄徽定役掛り合之所御代官江 文政5年12月 包紙・1通 こ266－2




御簾無心翁島獣1臨海鷺端山回 文久4年正月 竪半・1冊 こ293－1
より譲り受け作成の旨内々承諾願につき）御徳店
倉科村宮下七郎左衛門→御用紙御役所
元期騒籔器鋒端欝聾野繁寝 2月 横切継紙・1通 こ293－2
→一
野鵡趨羅陛i誓］（久木村頭立三良区兵衛’弥兵 （文久4年）2月 横切紙・1通 こ293－3






伊東資治伺書［覚］（細口村仕付荒等にて取不足のた （文久4年）2月 小切紙・1通 こ293－6
め割合菜半減納願につき）伊東資治→一
三蹟饒蝋集雛軸簾響魏離甥 文久4年2月 竪半・1冊 こ293－7
土口村久右衛門・組頭新右衛門・同断紋平他2名→御代官
所












久轍舗雲叢烈縣雛購譲韓慧 元治元年4月 竪半・1冊 こ293－12
の課業銭下げ渡し願につき）　久保寺村大門組名主早
川伊惣右衛門・長百姓加藤円右衛門→御代官所　台紙あ
［入山村犬飼組荻久保等廣土地用水堰新規掘割御普 申（安政7年）閏3月 横長半・1冊 こ293－13
請判内積］　道橋付鷹山清太夫・立合志津初治→一


















中島渡浪伺書［口上覚］（栃原村妙見庵普請へ栃原村 （元治元年）5月 小切紙・1通 こ293－19
西三組献木願につき）　中島渡浪→一
一躍離鰭蕩髄難讐薪鵯隈錨董 元治元年5月 竪紙・1通 こ293－20
主五郎右衛門・組頭七左衛門・長百姓清左衛門→御代官所





小市村名主春吉他二名願書［乍恐以書付奉願候］（田 元治元年8月 竪半・1冊 こ293。22
地不熟にて御飯米上納減免願につき）　小市村名主
春吉・組頭五郎右衛門・長百姓安太夫→御代官所　薬紙あ
中農綴織弊鞭轍輪灘 元治元年7月 竪半・1冊 こ293。23
右衛門・同断逸助・土八町村名主金左衛門他4名→御代官
丁掛紙あり





墨譜顯羅網綱幽幽∫佐野村く （文久3年）12月 横切継紙・1通 こ293－26
佐覆旛嫡嗣蟹蟻鯖螺群籍燦鵬 文久3年10月 竪半・1冊 こ293－27
へ取次願につき）　佐野村名主嘉右衛門・組頭辰五郎・
同伴之丞他2名→御代官所　下ヶ札あり、掛日あり
磯田音門他県名伺書（小河原義臣15読手訳義願につ （元治元年）10月 横切継紙・1通 こ293・28
き）　磯田音門・斉藤友衛・草間一路→一　付札あり
中嶋渡波伺書［口上覚］（佐野村御蔵入籾5ヶ年分減免 （元治元年）10月 横切継紙・1通 こ293・29
願につき）　中嶋渡波→一　下ヶ憾あり
佐野村名主嘉右衛門他九名願書［乍恐以書付奉願候］ 元治元年10月 竪半・1冊 こ293・30
（佐野村御蔵入籾5ヶ年分減免願につき）　佐野村名
主嘉右衛門・組頭辰五郎・同役伴之丞他7名→御代官所
中綴礫享騙鎌継の糧懸塾て小河原 （元治元年）10月 横切紙・1通 こ293－31
鳩尉騰欝瀟画論製油画鑛 元治元年10月 竪半・1冊 こ293。32
組名主六三郎・組頭利兵衛・小前惣代清蔵→一
川穫畑町繍鵬話肇麟綿繰鶉履 元治元年10月 竪半・1冊 こ293－33
願につき）　川合村清左衛門・組頭又左衛門・長百姓又右
衛門→御代官所
憶断鶉雛霰讃屡ぎ犀罐礎鶉擢 元治元年10月 蚕業・1冊 こ293・34
願につき）　新田川合村痛論丞・組頭喜林治・長百姓藤五
郎→御代官所　掛紙あり
磯田音門他二名伺書（堀端い人足のため加賀井村難 （元治元年）10月 横切継紙・1通 こ293。35
渋にて年切手強引願につき）磯田音門・斉藤友衛・草
間一路→一　付札あり
南髄様雛昌鴇離騰凝揚の謙 （元治元年）9月 横切紙・1通 こ293・36
甚之助→一
加灘麓舞灘鴨蟻1懸臓蜜語縫鮎 元治元年9月 竪半・1冊 こ293－37
手画引願につき）　加賀井村名主斧兵衛・組頭一五郎・
長百姓金左衛門他3名→御代官所　直紙あり














大鑑鯖鱗繊麗論騨羅鴉付裏込 元治元年11月 竪半・1冊 こ293。42
村名主治平右衛門・組頭孫作・長百姓五左衛門→御代官所
二三あり






































西護礫舘譲鯉磐講驕羅顯鑛騎 元治元年12月 竪半・1冊 こ293－57
合残金赦免願につき）　西寺尾村名主彦右衛門・組頭
友弥・長百姓寿作→御代官所




大謙畿三三懸羅懸鍵朝磯唇 元治元年12月 竪半・1冊 こ293・60
つき）　大豆嶋村名主善之助・組頭佐兵衛・長百姓友之助
→御代官所
［課業銭御拝借御上納不納人別帳］大豆嶋村→掛 元治元年12月 横長半・1冊 こ293－61
紙あり
千職韓欝欝黙羅騨 元治元年12月 竪半・1冊 こ293－62
組頭長左衛門・小前惣代太三郎→御代官所
市埜灘綾嚢錺三三麟羅騰罷騰謄 元治元年12月 竪半・1冊 こ293・63
つき）　市村北組名主文左衛門・組頭半左衛門・長百姓茂
左衛門他1名→御代官所　掛紙あり
東権灘説鷲…翻無腰羅翻三三 元治元年12月 型置・1冊 こ293－64
豊野頂戴願につき）　東福寺村名主喜八・組頭八蔵・長
百姓藤蔵他1名→御代官所














（一紙）　菅沼九右衛門→一 文化14年10月 封紙・1通 こ232－1
西難購鶴難聴鰻飾縢 文化14年7月 竪継紙・1通 こ232－2
村組総代甚右衛門・同断与三右衛門・同断文五郎・同断
彦三郎他三名→菊池伊惣治様　下げ札あり








大林寺願書［口上覚］（小川弥惣様と出入の件願書 文化14年8月 竪紙・1通 こ232－6
貰下げにつき）　大林寺→菅沼九左衛門殿・鹿野外冠
殿・片岡主計殿
西瀾錦繍囎藤織）血温〒篠墾醤］ 文化14年10月 竪紙・1通 こ232－7
西和田村組総代甚右衛門・同断与惣右衛門・同断彦三
郎・同断文五郎→御亀御奉行所
菅沼九左衛門他二名用状［口上覚］（小川弥惣へ借 8月 横切継紙・1通 こ232－8
財の件吟味流れにつき）　菅沼九左衛門・鹿野外
守・片岡主計→一
（鼠宿村、新地村、祭礼席論一件関係一括　文政4年） 文政4年11月 4点 こ256
（封筒）　御郡方→一 文政4年11月 封筒・1通 こ256－1
鼠網戸麟脇謬鵯羅線矯願騰 文政4年11月 竪継紙・1通 こ256－2
村西沢泰助・新地村山崎治大夫→一















千羅響繍馨鍮講羅 文政8年6月 竪継紙・1通 こ357－2－2
き）　千田村重右衛門・吉右衛門・小前惣代嘉右衛
門他8名→御尋御奉行所　端裏書あり





小市村名主事七日二名村役人訴状［乍恐以書付を申 文政9年7月29日 竪紙・1通 こ121－2
上候］（馬代滞取替金の件返済につき）　小市村名
主半六・組頭弥五左衛門・長百姓瀬左衛門→御郡御奉行
北鯉縫都濾灘躍辮繍曜電撃 子4月9日 竪紙・1通 こ121－3
北高田村名主式右衛門・組頭喜兵衛・長百姓左五兵衛→




（封紙）　寺内高宮→一 天保9年10月 封紙・1通 こ229・1－1
下～綴麟舗囎報欝籍講酷認 天保9年10月 竪継紙・1通 こ229－1－2
代金出入訴訟につき一件書類）　下厚司村願人太
左衛門→御代官所　奥印・奥書あり
吾妻銀右衛門金銭借用証文写［借用金証文之事］ 天保9年8月 竪紙・1通 こ229・1－3
（10両につき）　借主吾妻銀右衛門印・町田田村吉
左衛門印→下山飽村多左衛門殿




下沓鶉手謝懸開脚E準則糊轡 天保9年10月 竪継紙・1通 こ229－1－6
件につき）　下氷飽村太左衛門・小網山内新田村相
手方吾妻銀右衛門他4名→　御郡御奉行所














上騰蘇諏魂鋤講繍匙幽麟寸月型 天保10年12月 竪継紙・1通 こ331。1－3
野村明松寺→寺内多宮殿・岡嶋庄蔵殿・金児丈助殿
上燗謙謹戦端鮎撚衡割圭禦 天保10年12月 竪継紙・1通 こ331－1・4
村源真寺→寺内多宮殿・岡島庄蔵殿・金児丈助殿











恩田靭負用状（願の通り申し渡しにつき）　恩田靭負 6月2日 小切紙・1通 こ301・3
→鹿野外守殿
（表柴町喜惣治他1名申上書　文政3年） 2点 こ227
（薄紙）御題方→一 文政3年12月 封紙・1通 こ227－1








（東條村より保科村山通新道切開き関係書類潮齢） 文政9年 竪半・1冊 こ306－3
（名所笹村戸へ牛馬道切開き一件川村返答書綴　文 綴・4点 こ306－4
政6年）









東雲蝉盤≡静稽灘韓謀罷甲州 文政5年11月 竪継紙・1通 こ306－4。3
件につき）　東條村名主文治郎・組頭久左衛門・長百姓
磯右衛門他3名→御代官所





下鐙牌糊辮藷蓋開魁貼聯鯖篇 文政9年6月 竪紙・1通 こ203・2
御百姓→道橋御奉行所











上欝轟縫携篠糠焦嬰髄繍耀 天保5年12月 竪継紙（4・5・6??j・1通 こ207－6
源・地主庄左衛門・小前総代孫左衛門→御代官所
柴村幸五郎他三名願書［乍恐以書付奉願候］（幸五郎宅 文久元年8月 竪紙・1通 こ206
手狭の件隣地普請につき）　柴村願人幸五郎・名主大
八・組頭弥惣治・長百姓幸五郎名→郡御奉行所
西灘籔樗親衛心隔鷲由比魏羅 文久元年6月 竪紙・1通 こ210
名→郡下奉行所
（栃原村雲穴普請関係書類一括　文久元年～同2年） 9点 こ299
噸鱗雛謬黒酒願四二鷺岬町 文久元年12月 横切継紙・1通 こ299・1
願につき）　栃原村平組名主周三・組頭熊吉・長百姓十左
衛門他4名→油壷御懸り道橋御奉行所　全文鉛筆書




柘糖駄幽幽蝿欝響応鶏繰籍憲翻騨 文久2年2月 横切継紙・1通 こ299－3
全文鉛筆書，端裏書あり






監雛蟻蝉糊！］囎縄酪馨灘輪鯉　つき）端裏書あり 11月 横切継紙・1通 こ299－5
柘野洲舗難騰美［需轡奮囎犠鹿毒 5月 横切継紙・1通 こ299－6
→一@全文鉛筆書，端裏書あり
諏訪部勇司他一名願書（端裏書）［栃原村操抜穴御賞　式口伺］（松沢語一郎他12名年来精勤につき）　諏 明治4年5月 横長半・1通 こ299－7
訪部勇司・松本惣右衛門→一　端裏書あり




沓下村名主市兵衛他三下願書［乍恐以書付奉兆候］（住 明治3年6月 竪紙・1通 こ209居囲の件聞済につき）　沓野村名主市兵衛・組頭喜惣治
他2名→倉田三之丞様・北嶋元之助様
（栃原村木駄橋道普請関係書類綴　明治3年） 綴・3点 こ297
柘植彦六伺書（木一橋普請の賞奉につき）鉛筆書 12月 横切紙・1通 こ297－1
栃原村平組元〆松沢語一郎他十二名請書［乍恐燈船　付御請奉申上候］（丁丁橋道普請出来につき）下ヶ 明治3年11月 竪美・1冊 こ297。2
札あり
［木駄橋道普請雑用井金子入方調御書上帳］　裏に貼 明治3年11月 横長半・1冊 こ297・3
札あり
（渡舟旧冬踏土普請関係学） 綴・3点 こ204








孝蔵申上書［口上覚］（家作者内詮議につき）　御訴人 9月 横切継紙・1通 こ208－1
孝蔵→一
屋敷絵図（新屋敷周辺） 小切紙・1通 こ208－2



































矢離購藷舗野野櫻晶罐輩賂親 宝暦3年3月 竪紙・1通 こ470－1
奉行所




矢代宿問屋平左衛門願書［乍恐以口上書奉願御事］ 宝暦13年正月 竪紙・1通 こ470。4
（萱140駄下付につき）矢代宿問屋平左衛門→御奉行
所















松平出雲守他六名裁許状写［慶安三寅年御裁許写］ 慶安3年8月14日 横切継紙・1通 こ425－3
（通行道につき）松平出雲守・安藤右京進・曽根源左衛
門他4名→一
三舞鮮繕羅羅繕鵬聾 明和7年9月25日 横切継紙・1通 こ425－4
（後町村名主桂作他2名願書　文政7年） 2点 こ479
（響盤幽晦劇論鷲幽幽纏鰭擁 文政7年11月 包紙・1通 こ479・1
置願書二二］








宮下源助伺書［口上覚］（仁礼村新平家内扶助のた （文政7年）7月 横切継紙・1通 こ480－2－1
め問屋役任命願につき）宮下源助→一
鷲糠難織難声轍 文政7年7月 竪継紙・1通 こ480－2－2
問屋伝之丞・同断清蔵・名主平蔵他6名→御代官所
（御湯樽・明樽入用関係一括　文政10年） 5点 こ444
























借鎌総譜瀦酪［梨甥讐離驕憲高 天保11年3月 竪継紙・1通 こ432・4
断九重郎他1名→通船御会所源之丞殿　端裏書あり
新町村源之丞請書［差出し申一札之事］（船株貸し渡 天保11年3月 竪継紙・1通 こ432・5
しにつき）　新町村源之丞→上条村九十南殿・新町村民
蔵殿
上響鰯｝轍縣薪辮岡岬難蟹］ 天保12年12月 竪紙・1通 こ432・6
上条村九十郎・名主清八・組頭弥源太他1名→御無血奉行
所・道橋御奉行所




糟鞭傭鍼劃農謄譲極熱鵬簿奪 天保13年2月 竪継紙・1通 こ432－8
き）　新町村源之丞→御郡御奉行所　端裏書、奥書あり
矯脇譲塁量瑠驕窺盛麗離響驚 天保13年2月 竪継紙・1通 こ432－9
つき）　上条村九十郎→御郡下奉行所　端子貼紙、奥書
あり







（｛認趨裸縷努雛聯野鶴灘見灘緻畿 天保12年4月 包紙・1通 こ439・1
葛鰹蝶二四申立骨付呼野已来之処申灘書
稽蟹雑編輔竪魅名識烈顯響盤 天保12年3月 竪継紙・1通 こ439・2
門・子丑名主七右衛門・子組頭喜左衛門他7名→御安口向
陽寺様　端裏書あり






（螺留懸慧漕舗窪穫麩難騒雛薪 天保14年7月 包紙・1枚 こ422・1
懸り岡嶋荘蔵・藤井喜内→一


















岡嶋荘蔵他六名伺書［口上覚］（川田・福島両宿の陣門 （天保14年）7月 横切継紙・1通 こ422－7
仕置き筋につき）　岡嶋荘蔵・菱沼弥惣右衛門・竹村金
吾他4名→一　付札・下ヶ札あり
船藷畿騨鋸耀難論趨醤轡耀辮 弘化2年8月 竪美・1冊 こ428
栄八→通船御掛り御役所
川獺灘鍵謄獲畿諮罎藝§付齋壽轟 安政2年10月 竪継紙・1通 こ445
又右衛門・紙屋戸佐久→　下ヶ札あり、虫損、包紙入











































矢騨鍛即時幽醐轟罷妻筒糊 慶応4年2月 群肝・1冊 こ459
役願）　矢代宿問屋松崎画虎治・同柿崎繁之助・名主若林安
左衛門他7名→郡御奉行所





上面嵐山劇画鱗讐蘇騰樽讐弄 慶応4年6月 二半・1冊 こ478－1
上下山村久米太→一
善糠二丁齢蜷騒難話灘』饗鯉 慶応4年6月 竪紙・1通 こ478－2
善光寺大門町御出入酒井忠兵衛・志恒業岡本廣太→松代
様郡御奉行所
志麗留灘鰭義露髄鰭辮門別馨 慶応4年6月 竪紙・1通 こ478－3
願につき）　志恒村岡本底太→一


























坂屋賀助請取書［覚］（白壁1疋代金4両余につき） 明治元年11月 小切紙・1通 こ447－3－5
坂屋賀助→草間一路様御内御役人中様
市議鰹顯麓幹糟競羅轟轟 竪紙・1通 こ447－3－6
岩城升や利七郎金銭請取書［おぼへ］（上下4人様代 10月25日 小切紙・1通 こ447・3－7
金2分350文につき）岩城升や利七郎→上
岩城升や利七郎金銭受取書［おぽへ］（御茶料金 10月25日 小切紙・1通 こ447－3－8
200疋につき）岩城升や利七郎→上
飯糊瀾二二難鷺二二鵯へ鴇 辰（明治元年）10月21日 横切継紙・1通 こ447－3－9
宿御用宿与次右衛門→上




平出宿問屋惣兵衛金銭受取書［覚］（上下7人様昼飯 10月24日 小切紙・1通 こ447・3－12
料4貫200文につき）平出宿問屋惣兵衛→上
東餅屋御定宿土屋藤八金銭受取書［覚］（御上御両 10月25日 竪紙・1通 こ447－3－13
人様など〆金1分3朱400文につき）　東餅屋御定
宿土屋藤八→上
悪難集髪齢欝響野鴇論幽幽 辰10月28日 竪紙・1通 こ447－3－14
→上










・仁礼村名主幾右衛門他五名請書（井上村と荷物附通 子11月 竪継紙・1通 こ427－1
し出入御吟味の上差出につき）　仁礼村名主幾右衛
門・年寄猶右衛門・百姓市左衛門他3名→一
井上村名主伊右衛門三旧名請書（仁礼村と荷物附通 子11月 竪継紙・1通 こ427－2
し出入御吟味之上差出につき）　井上村名主伊右衛
門・同金兵衛・組頭伴右衛門他3名→一
丹纏膿響麟腱鞘籠朧矯薯塞ヂ 3月4日 横切継紙・1通 こ429
丹波島乱心御本陣伴助→一　包紙入、二二
（吉田村口留番所鑑札関係一括） 3点 こ430




山本代助久茂用状（口留通鑑札につき）　山本代助久 5月28日 横切継紙・1通 こ430・2
茂（花押）→小川多次様





御手附佐藤市治申上書［口上覚］（矢代宿助馬差し 卯10月 横切継紙・1通 こ433。1・2
戻しにつき）御手附佐藤市治→道橋御奉行所
塑舗購鰹犠酬雛鴨蘇鵠曽健 9月晦日 横切紙・1通 こ433－1－3
つき）前嶋有年→一





















信濃屋三之助受取書［覚］（高田様御入料人足2人代金 午3月16日 小切紙・1通 こ436・1
1分につき）信濃屋三之助→上
相模屋安五郎請取書［覚］（高田様御入用馬1疋代金1 午3月17日 小切紙・1通 こ436－2
分につき）相模屋安五郎→
郡誘鍔野白蘭歪形御渡之山崩上］（50枚御渡し 8月24日 小切紙・1通 こ437




長沼宿松井源右衛門用状（富山御家中当宿へ心得違 6月19日 横切継紙・1通 こ440－1
にて継来につき　長沼宿松井源右衛門→福嶋宿三度宿
藤屋寅蔵様）端裏書あり
耳癖状（富山御家中荷物千曲川通船にて乗下候趣に 6月24日 横切継紙・1通 こ440－2
つき）
荘蔵用状（端裏書）［廻状］（別紙の通り道橋方申し来 6月24日 横切継紙・1通 こ440－3
たりにつき）荘蔵→弥惣右衛門様・金吾様・源太夫様
下ヶ札あり
弥惣右衛門用状（差紙宛所の件川田宿三役人につき） 6月25日 横切継紙・1通 こ440・4
弥惣右衛門→荘蔵様
喜内申上書（福嶋宿問屋武四郎など尋ねにつき）喜 7月2日 横切継紙・1通 こ440－5
内→荘蔵様
荘蔵用状（昨日の趣意につき）　荘蔵→喜内様 7月3日 横切継紙・1通 こ440－6
荘蔵用状（御金荷明日通行につき）荘蔵→喜内様 7月4日 横切継紙・1通 こ440－7
荘蔵用状（川田宿の野獣元〆へ思し召し頼みにつき） 7月6日 横切継紙・1通 こ440－8
荘蔵→喜内様
喜内用状（然るべき取り極めの件願い上げにつき） 7月7日 横切継紙・1通 こ440－9
喜内→荘蔵様
喜内用状（別紙調印につき）喜内→荘蔵様 7月8日 横切継紙・1通 こ440－10
喜内用状（別紙取り調べにつき）喜内→荘蔵様 横切継紙・1通 こ440－11
喜内他一名籍状（端裏書）［廻章］（御相談候御規定帳 7月11日 横切継紙・1通 こ440－12
につき）　喜内・荘蔵→弥惣右衛門様・金吾様・源太夫様
他2名
喜内用状（端裏書）［御蓼］（暑邪快方の件出勤仕りに 7月11日 横切継紙・1通 こ440－13
つき）喜内→一
喜内他一活用状（端裏書）［廻状］（別紙伺いの件差図 7月12日 横切紙・1通 こ440－14
申し渡すにつき）　喜内・荘蔵→弥惣右衛門様・金吾
様・源太夫様他2名
喜内用状（川田福嶋の件呼び出し一位願い上げにつ 7月12日 横切継紙・1通 こ440－15
き）喜内→荘蔵様





岡野弥右衛門他一名用状（町川田村問屋西沢又右衛 8月 横切紙・1通 こ440－18
門苗字御免につき）　岡野弥右衛門・石倉源五左衛門
→一
嘱望農三鴛蛾舗撒躍騒珊珊欄騨 12月 横切継紙・1通 こ442
蔵→一　端裏書あり





















咽蜘編灘赫綿弓齢薦三二 申（天保7）10月 横切継紙・1通 こ348－1－2
つき）　手附坂口惣三郎・平井安右衛門→
牧翫麟藩鰐餅㍉轟寿鞠掘禦認 天保7年9月 竪継紙・1通 こ348－2
郎・名主吉郎右衛門・組頭伊吉他1名→御郡方御手附坂
口惣三郎・平井安右衛門
牧讐驚謝聴講翻藷諜ダ札銭瓢 天保7年9月 竪紙・1通 こ348・3
吉郎太親類兼同人組合政五郎・名主吉郎太・組頭伴吉他
1名→御冷方御手附坂口惣三郎殿・平井安右衛門殿
吉響繍雛鵬鰭謬難鵯原編霧轟1 天保7年10月1日 竪紙・1通 こ348・4
合甲佐源治・名主清左衛門・組頭冨五郎他1町3名→御郡
方御手附坂口惣三郎殿・平井安右衛門殿














吉慰欝縫翻蟹魂5羅翻鰻幣］ 天保7年10月 竪継紙・1通 こ348－8
吉原村徳重→御郡御奉行所　奥印，端裏書あり
璽衡耀縣穣区懸瀦囎懸鯛簿霜 天保7年10月 竪継紙・1通 こ348－9
につき）　牧野嶋村吉郎太→御郡御奉行所　奥印あり，
端裏書あり
吉野繍犠鵠畿吉隅隅畔編御璽 天保7年9月晦日 竪継紙・1通 こ348－10
村徳蔵親類嘉惣太・同人組合佐源太・名主清左衛門他3
名→御三方御手附坂口惣三郎殿・平井安右衛門殿




（螺罐謄醒轟麟譲鰻蟹鍵之讐灘姦 天保7年10月 包紙・1通 こ348－12
相白白一条書類白白］　金児丈助→一
（下真嶋村庄吉帳下清吉子初弥請書　天保8年） 2点 こ308
（獺盤梅難騨繍齢灘 天保8年5月 包紙・1通 こ308－1




三難轡野離篤鯖盤張辮騒禦離鞍 （天保4年11月） 竪半・1冊 こ317
右衛門他1名／関田守之丞→御勘定所御元〆／一／一
（念仏寺村利右衛門忍冬茶栽培願関係一括　文政5年） 3点 こ319
（包紙）［念仏寺村利右衛門忍冬茶濃鼠申立書面］ 文政5年閏正月 包紙・1通 こ319－1
御三方→一
（忍冬茶栽培願書綴　文政5年） 2点 こ319－2
鴛鎌脚難問凝甥脇捕鰯髪 文政5年閏正月 竪継紙・1通 こ319－2－1
衛門→御代官所　虫損甚大，掛紙あり，端裏書あり






某酔顔鵜鵜鶏鴇維暗部酵行所へ 天明3年12月 横切継紙・1通 こ407－1
某殿誘融業平野翻80石の内御城下町 横切継紙・1通　　　　一　、 こ407・2
伊離翻腿鞭導騨鵯謡講堕2分遮 10月8日 横切継紙・1通 こ407・3




勢門状（新酒屋停止造り来候酒屋も造り高減少の願 天明3年 横切継紙・1通 こ407・6
い、揚酒停止願いにつき）




回申上書（川中島通り村方など酒造差し止め村々風 10月 横切継紙・1通 こ407。10
聞申し上げにつき）
左源太用状（酒造や共出精次第の事につき）左源太 10月11日 横切紙・1通 こ407・11
→荘蔵様








三面状［十一月朔日酒屋江平翁渡候御書付之覚］（御 11月朔日 横切継紙・1通 こ407。19
領分の米をもって酒造入禁止につき）
某用状（赤田村書上） 小切紙・1通 こ407・20








伊勢町弥吉他四名拝借証文［差上申一札之事］（酒造米 天保6年10月 竪継紙・1通 こ413
籾千俵請け取りにつき）伊勢町弥吉・同伝兵衛・同貞蔵
他2名→御勘定所御元分役所　裏打ち
木町弥開戦三名願書［乍恐以口上書付三三候］（酒造留 天保8年10月 竪美・1冊 こ412
中他所米買い入れ造り込み許可願いにつき）木町弥
吉・相澤貞蔵・伊勢町伝兵衛他1名→御奉行所
御町酒造人木町弥吉他三名願書［乍恐以書付寒雀上候］ 天保9年12月 竪継紙・1通 こ415
（酒造米拝借籾代金返済につき）　御町酒造人木町弥
吉・同相沢貞蔵・伊勢町伝兵衛他1名→籾方御掛御役所
沓蟄蕪魏裂離礫；響禦鱒編購実 天保10年3月 竪継紙・1通 こ414
与作・組合栄作→御勘定御役所











西条村利平太願書［乍恐以口上書奉願候御事］（水車 安永9年2月 竪紙・1通 こ321－1
商売仕りたきにつき）　西条村利平太→水道御奉行所
西条村利平太他五名請書［乍恐以口上書奉願候御事］ 安永9年2月 竪紙・1通 こ321。2
（水車商売許可につき）　西条村願主利平太・請人庄
吉・同断文七他3名→水道御役所
紙屋町銀蔵願書［口上覚］（水車設置許可願につき） 寛政6年3月 竪紙・1通 こ321－3
紙屋町水車願主銀蔵→御水道方御役所　奥印あり
紙屋町銀蔵十二名請書［以口上書申上筆御事］（水車 寛政6年4月 竪継紙・1通 こ321－4
商売許可につき）　紙屋町願主銀蔵・五人組徳左衛門・
同勇蔵→水道方御奉行所　奥印あり





入久左衛門申上書（小布施村栗御林の内水車建設願 （弘化3年）10月 横切継紙・1通 こ321－7
のため見分につき）入久左衛門→一　端裏書あり




















山平林臨池平他三名願書［乍恐以書付藻塩上候］（山 文久元年8月 竪半・1冊 こ321－13
平林村文平農間水車渡世仕りたきにつき）　山平林
願人文平・名主幸左衛門・組頭源治郎他1名→郡御奉行所
旧註舘舗藏離糠嬰壕鯉繍 文久元年5月 竪半・1冊 こ321・14
願人善治・名主伝右衛門・組頭弥治兵衛他3名→郡御奉行
所




地縄鵜膿犠醐隠鐵灘融蟻嬰琴］ 文久元年8月 竪半・1冊 こ321－16
水ロ原村下組願人新兵衛・名主山雪五郎・組頭作蔵他1名
→郡御奉行所
三襟繍欝審縮織蜜羅鰐艦磐鯉 文久元年8月 竪紙・1通 こ321－17
外鹿谷村願人組頭仁右衛門・名主清蔵・組頭五郎右衛門他
1名→郡御奉行所
外灘繍璽舗瀦懸燦轟襲爵纏魍 文久元年5月 竪半・1冊 こ321。18
き）　外鹿谷村願人三郎右衛門・名主清蔵・組頭五郎右衛
門他2名→郡御奉行所
纏趨繍魏囎麗簾轟網膜婆響 文久元年8月 竪紙・1通 こ321－19
三巴谷村願人蔵右衛門・名主清蔵・組頭五郎右衛門他2名
→郡御奉行所

























上灘簸裡細節雛辮繍綴翻舗 慶応3年7月 竪紙・1通 こ313－2
件承知につき）　右（上真島）村名主初右衛門・組頭
源之丞・同断栄蔵他3名→御武具臨御奉行所






















上卿薄馨鶴椴網糎簗二三麟窪 天保14年11月 竪紙・1通 こ329。1
つき）　上条村豊根寺→岡嶋荘蔵・菅沼与惣右衛門・竹村
金吾他1名







山螺幽霊懸盤鞭鰭黙 天保14年11月 竪半・1冊 こ329・4
友右衛門・同断組頭伊兵衛・寅卯組頭孫左衛門他1ヶ村9名
→上条村高真寺様











山欝轍灘灘騨熟懇辱 文久3年11月 竪美・1冊 こ390－1
衛門・組頭寅左衛門・同断銀左衛門他5名→御代官所
野蔽辮鎌鍍橘与r襯騰離魑心血 （文久3年）11月 横切紙（2・3仮ﾔ）・1通 こ390。2
野本力太郎・伊東賢治→一
東騨轍轍灘臨画盤 文久3年11月 竪美（2・3仮ﾔ）・1冊 こ390－3
利兵衛他6名→御代官所







野望轄霧欄騨犠繍鶴甲鯉ヂ （元治元年）11月 横切紙（6・7仮ﾔ）・1通 こ390－6
野本力太郎→一





椿灘辮灘罐齢論敵灘蓮 元治元年11月 竪美（8・9仮ﾔ）・1冊 こ390－9
つき）　椿峯村立屋組名主弥治右衛門・組頭九郎兵衛・長
百姓藤右衛門他4名→御代官所















山平林村重吉返答書写［乍恐嚇書付御答申上候］（重 元治元年4月 血忌・1冊 こ46－1
吉無免許にて鉄砲打ちにつき）　山平林村重吉→郡
御奉行所
左内用状（重吉無免許にて鉄砲打ちにつき）　左内→ 4月7日 小切紙・1通 こ46－2
普王様
左内用状（重吉無免許にて鉄砲打ちにつき）　左内→ 4月8日 小切紙・1通 こ46－3
普門様
中沢文治返答書［口上覚］（重吉無免許にて鉄砲打ち 4月 小切紙・1通 こ46－4
につき）　中沢文治→山岸左内様
御武具奉行伺書（無免許鉄砲打ちの件文治不調法に 4月 小切紙・1通 こ46－5
つき）御武具奉行→一
御武具奉行伺書（中沢文治伺書差出しにつき）　御武 4月 小切紙・1通 こ46・6
具奉行→一
普要用状（重吉答照返却下され落手につき）　甲張→ 4月8日 小切紙・1通 こ46－7
左内様
磯田普晶晶状［別紙申上］（文治へ鉄砲貸渡しの件武 4月22日 小切紙・1通 こ46－8
具方取調につき）　磯田普門→一





保科村名主常八郎他三名願書［乍恐以書付奉願候］ 明治2年7月 横切継紙・1通 こ43－1
（猟師鉄砲譲請願いにつき）　保科村名主常八郎他3
名→一
保鶏蔽綴繰鯉愚三三襲欝認1奮 明治2年7月 横切継紙・1通 こ43－2
→一






上鶏簸雀慌i講編齢甜黙拝口圭章 文政7年4月 竪紙・1通 こ291
村名主治右衛門・組頭彦左衛門・長百姓四五右衛門→小林
三左衛門様・春日儀左衛門様




　　軍治添状［口上覚］（東寺尾村御歳日の件御舛普@　につき）　西澤軍治→一 （天保7年）9月 小切紙・1通 こ92－1





弥右衛門用状（志川村長八娘すみ一件につき）弥右衛 2月24日 横切継紙・1通 こ75
門→荘蔵様
某用状（新町村裏川床引下の件聞合いにつき） 横切継紙・1通 こ261
青山 壬申7月 横切紙・1通 こ276
勝之助→一　鼠紙あり










相澤龍太郎金銭請取書［覚］（御内用金につき）　相澤 慶応4年正月 竪紙・1通 こ102－1
龍太郎→佐藤為之南殿
宇敷元之丞金銭請取書［覚］（御内借金につき）　宇敷 辰（慶応4年） 横切紙・1通 こ102－2
元之丞→岡野弥右衛門殿 2月2日
木内助右衛門他一名申上書［覚］（諸入用残金につき） 辰（慶応4年） 横切紙・1通 こ102－3
木内助右衛門・菅鍼太郎→一 2月20日
牧野良平金銭請取書［覚］（御内金につき）　牧野良平 3月24日 横切紙・1通 こ102－4
→佐藤為之二丁
佐藤為之進金銭請取書［覚］（金銭につき）　佐藤為之 2月29日 小切紙・1通 こ102－5
進→水井市治殿
斉田虎尾金銭請取書［覚］（御内借につき）　斉田虎尾 辰（慶応4年）4月 小切紙・1通 こ102。6
→佐藤為之三殿・岡野弥右衛門殿
蟻川賢之助他題名金銭受取書［覚］（囲金中借につき） 辰（慶応4年）4月 横切継紙・1通 こ102－7
金児友太郎・山越新八郎・吉村佐織・蟻川賢之助→佐藤為
之奪略
高山敬之丞金銭請取書［覚］（御内借につき）　高山敬 4月21日 小切紙・1通 こ102。8
之丞・代判楠蔵→岡野弥右衛門殿
菅由太郎金銭請取書［覚］（御用につき）　菅弓太郎→ 辰（慶応4年） 横切紙・1通 こ102・9
佐藤為之進殿 4月18日
笠原平六郎他一名金銭請取書［覚］（上京入料送り金 慶応4年4月11日 竪紙・1通 こ102－10
につき）　斉藤馬之助・笠原平六郎→岡野弥右衛門殿
横田甚五佐衛門金銭受取書［覚］（金3両御時借につ 辰閏4月6日 小切紙・1通 こ102－11
き）　横田甚五左衛門→宮沢源之丞殿・永野善十郎殿
毛早瀬難壁綾饗隆職畑瀬騰勢 閏9月 横切紙・1通 こ102－12
郎→酒井市治様
河口左文太他門名金銭受取書［覚］（御内用金につき） 慶応4年4月18日 竪紙・1通 こ102・13
河口左文太・西山良輔・代判高山敬之丞→岡野弥右衛門殿
学用状（証文3通下金書付） 竪切紙・1通 こ102－14
こ口良平金銭請取書［覚］（御内用のため出府につき） 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ102－15
牧野良平・代判堀田速見→佐藤為之進殿








前嶋友之進金銭請取書［覚］（上京道中賄いにつき） 慶応4年6月 竪紙・1通 こ102－19
前嶋友之進→草間一路殿
小山弥一金銭請取書［覚］（上京道中のため囲金内借 慶応4年7月 竪紙・1通 こ102・20
につき）　小山弥一→酒井市治殿・水野清右衛門殿・鈴木
富治殿
前嶋友之進金銭請取書［覚］（上京のため内借につき） 10月29日 横切紙・1通 こ102・21
前嶋友之進→佐藤為之進殿
ノ
宮下力金銭請取書［覚］（時斗買上げ、修復入用のた 辰11月 横切紙・1通 こ102・22
め内借につき）宮下力→佐藤為之進殿
鷺離轡警書｛滑膜濃継殿修復入用のた 辰11月 横切紙・1通 こ102－23
上原徳之助金銭受取書［覚］（京都表御用のため道中 明治元年11月 横切紙・1通 こ102・24
二丁につき）　上原徳之助→佐藤為之進殿




羽尾村銀兵三三一名金銭受取書［差上申一札之事］ 慶応4年3月2日 竪紙・1通 こ102。27
（尾州表へ差遣すため替金につき）羽尾村仙石組銀
兵衛・右同断興銀右衛門→酒井市治様・水野清右衛門様
龍蔵申上書（金銭の件到着次第渡しにつき）　龍蔵→ 3月4日 横切継紙・1通 こ102－28
弥右衛門様
中村順太郎金銭請取書［覚］（新町表へ御内用につき） 慶応4年2月29日 小切紙・1通 こ102。29
中村順太郎→佐藤為之進士
宮嶋嘉蔵金銭請取書［覚］（上京御用につき）宮嶋嘉 明治2年正月 竪紙・1通 こ102。30
蔵→岡野弥右衛門殿
堀井泉蔵金銭請取書［覚］（上東京御用につき）　堀井 明治2年2月 竪紙・1通 こ102・31
月頃→水野清右衛門殿
木内助右衛門金銭請取書［覚］（上東京御用につき） 明治2年正月 竪紙・1通 こ102－32
木内助筆衛門→岡野弥右衛門殿
幣劇職懲慧聴二三締所御用のため 明治2年正月 小切紙・1通 こ1102－33
中嶋波之助金銭請取書［覚］（伊那県御用のため中借 明治2年正月 竪紙・1通 こ102－34
につき）　中嶋波之助→酒井市治殿・水野清右衛門殿
宇敷元之丞金銭受取書［覚］（越後表御用につき）宇 明治2年正月23日 小切紙・1通 こ102－35
敷元之丞→岡野弥右衛門殿
上原徳之助金銭受取書［覚］（御用金につき）上原徳 巳年正月23日 小切紙・1通 こ102－36
之助→岡野弥右衛門殿
成離勢金網離除菌蝸離出役の榊 明治2年3月3日 竪紙・1通 こ102－37







（封筒）［勅使一件］御金掛→一 辰正月 封筒・1通 こ103－1
一149一
財政／家中／勘定
久保雄之助金銭請取書［覚］（道中囲金・内用につき） 慶応4年正月18日 小切紙・1通 こ103－2
久保雄之助・西山良輔→佐藤為之進殿
白河祝金銭受取書［覚］（加州表へ御内用の件道中囲 慶応4年正月 竪紙・1通 こ103－3
金につき）　白河祝→佐藤為之進殿
横田数馬他一名金銭請取書［覚］（上方御内用につき） 慶応4年正月 小切紙・1通 こ103－4
横田数馬・馬場悦之進→佐藤為之進殿
柿崎繁之介金銭請取書［覚］（御内用につき）　柿崎繁 慶応4年2月5日 竪紙・1通 こ103－5
之介→水野清右衛門殿
堀田速見金銭受取書［覚］（道中師金拝借につき）　堀 慶応4年正月 竪紙・1通 こ103－6
田速見→水野清右衛門殿
太田藤右衛門金銭請取書［覚］（御内親出役のため内 慶応4年正月28日 竪紙・1通 こ103－7
借）　太田藤右衛門→佐藤為之進殿
近藤民之助金銭受取書［覚］（道中囲金の件拝借につ 慶応4年正月 竪紙・1通 こ103－8
き）　近藤民之助・代料上原徳之助→佐藤為之助殿
宇敷元之丞金銭請取書［覚］（御内用出役のため内借 慶応4年2月2日 竪紙・1通 こ103－9
につき）　宇敷元之丞→岡野弥右衛門殿
酒井磯司金銭請取書［覚］（勅使出向用金につき）　大 慶応4年2月2日 小切紙・1通 こ103－10
熊衛翼壁酒井磯司→水野清右衛門殿
大里忠之進金銭請取書［覚］（御内用入料につき）　大 慶応4年2月 竪紙・1通 こ103－11
里忠之進・小宮山蔵六→水野清右衛門殿
三沢刑部丞金銭受取書［覚］（江府へ早追御用のため 辰2月6日 小切紙・1通 こ103－12
内借につき）　三沢刑部丞→佐藤為之進殿
山中小平次金銭受取書［覚］（御内用金につき）　山中 辰2月12日 小切紙・1通 こ103－13
小平次→佐藤為之府社
竹花兵馬金銭請取書［覚］（御内用金につき）　竹花兵 辰2月12日 小切紙・1通 こ103－14
馬→佐藤為之進殿
馬場広人金銭請取書［覚］（御内用金につき）　馬場広 慶応4年2月 竪紙・1通 こ103－15
人→佐藤為之進塁
河原左京金銭受取書［覚］（御内用のため囲金につき） 慶応4年2月 竪紙・1通 こ103－16
河原左京→佐藤為之進殿
西山良輔金銭受取書［覚］（御内用金につき）　西山良 慶応4年2月 竪紙・1通 こ103－17
輔→佐藤為之進殿
館孝右衛門金銭受取書［覚］（官軍探索入料金につき） 慶応4年2月 竪継紙・1通 こ103－18
館孝右衛門→佐藤為之進殿
山中常吉金銭受取書［覚］（囲金につき）　山中常吉→ 辰2月29日 小切紙・1通 こ103－19
佐藤為之進殿
小林太一郎他難名金銭受取書［覚］（金4両につき） 慶応4年3月7日 竪紙・1通 こ103－20
於和田宿小林太一郎・小嶋元之助・山崎卓馬→飯嶋与作殿
封筒あり











加藤反求金銭受取書［覚］（御内用につき）加藤自求・ 辰3月 横切紙・1通 こ103－25
代判野本力太郎→佐藤為之守殿
前田角次郎金銭請取書［覚］（甲府表罷越しの件内借 辰3月12日 小切紙・1通 こ103・26
につき）　前田角次郎→佐藤為之進殿
綿貫泰蔵金銭請取書［覚］（賄賃銭請取につき）　綿貫 3月8日 横切紙・1通 こ103－27
泰蔵盛信→前田角次郎殿
関口守衛金銭請取書［覚］（北越御内用につき）　関口 慶応4年3月15日 竪継紙・1通 こ103－28
守衛→佐藤為之進殿
小崎貫兵衛金銭受取書［覚］（丹後表へ出直につき） 3月 小切紙・1通 こ103－29
小崎貫兵衛→佐藤為之甲声
斉田虎尾金銭請取書［覚］（臨時御用につき）　斉田虎 辰3月19日 小切紙・1通 こ103－30
尾→佐藤為之三殿
岸太五之丞金銭請取書［覚］（臨時人数出張の件賄代 辰3月24日 小切紙・1通 こ103－31
につき）　岸太五之丞→佐藤為之進殿・岡野弥右衛門殿
御駕籠喜作三四名金銭請取書［覚］（四條殿御用につ 慶応4年3月23日 竪紙・1通 こ103－32
き）　御駕籠喜作・才吉他3名→郡御奉行所




田中権之助金銭請取書［覚］（御内用御用の件内借に 慶応4年3月 竪紙・1通 こ103－35
つき）　田中権之助→酒井市治・水野清右衛門殿
池村猪三郎金銭受取書［覚］（御内用につき）　池村猪 慶応4年4月 竪紙・1通 こ103－36
三郎・河口多喜人→岡野弥右衛門殿
宇敷元之臨海一名金銭受取書［覚］（総督府出張入料 慶応4年4月 竪紙・1通 こ103－37
につき）　馬場広人・宇敷元之丞→草間一路殿・佐藤為之
進殿・岡野弥右衛門殿
馬場惣左衛門他一名金銭請取書［覚］（飯山町出張の 慶応4年4月 竪紙・1通 こ103。38
ため囲金につき）　河原左京内松本吉左衛門・馬場惣左
衛門→酒井市治殿・水野清右衛門殿
宮下力金銭請取書［覚］（江府出張のため道中囲金内 慶応4年4月 竪紙・1通 こ103・39
借につき）　宮下力→岡野弥右衛門殿
宮下力金銭請取書［覚］（江府出張のため道中入料内 慶応4年4月 竪紙・1通 こ103－40
借につき）　宮下力→岡野弥右衛門殿
山田兵衛［覚］（三小隊出張のため非常曲金につき） 4月21日 小切紙・1通 こ103・41
山田兵衛→一
今井友之進他一名金銭受取書［覚］（御内用のため内 辰4月 竪紙・1通 こ103。42
借につき）　今井友之進・寺沢大之輔→宮本慎助殿・青山
喜平治殿・入弥左衛門殿
謡曲太郎金銭請取書［覚］（御用のため内借につき） 辰4月26日 小切紙・1通 こ103－43
菅門太郎→佐藤為之進殿
牧野大右衛門金銭受取書［覚］（出張のため内借につ 4月27日 小切紙・1通 こ103－44
き）　牧野大右衛門→佐藤為之進殿
宮本力金銭受取書［覚］（江府表出張のため内借につ 4月28日 小切紙・1通 こ103。45
き）　宮本力→佐藤為之進殿
宇敷元之丞金銭受取書［覚］（出張のため中借につき） 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ103－46
宇敷元之丞→佐藤為之進殿




柘植彦四郎金銭請取書［覚］（越後出張のため道中囲 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ103－48
金内借につき）　柘植彦四郎→佐藤為之進殿
近藤権右衛門金銭受取書［覚］（探索露出役のため入 辰閏4月 小切紙・1通 こ103－49
料金につき）　近藤権右衛門→酒井市治殿・水野清右衛
門殿
玉川渡金銭受取書［覚］（御用につき）　玉川渡→宮沢源 辰野4月21日 小切紙・1通 こ103－50
之和訓・永井善十郎殿
中村仲多金銭請取書［覚］（探索出門写料中借につき） 慶応4年閏4月6日 竪紙・1通 こ103・51
中村仲多→酒井市治殿
桜盤面画名鱗齪講弊懸雛霞ため 閏4月7日 竪紙・1通 こ103・52
桜井桂人他一名金銭受取書［覚］（飯山表出張のため 閏4月6日 竪紙・1通 こ103－53
内借につき）　桜井桂人・野村隼多→佐藤為之進学
関口守衛金銭受取書［覚］（御内用のため用立金につ 閏4月14日 竪紙・1通 こ103・54
き）　関口守衛→佐藤為之進殿




春原織右衛門金銭受取書［覚］（甲府御用金につき） 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ103。57
春原織右衛門→佐藤為之進殿
松木源八金銭受取書［覚］（甲府出張のため囲金につ 辰閏4月22日 小切紙・1通 こ103－5白
き）　松木源八→佐藤為之進殿
璽釜讐源縫師断碑膿羅莚塑 閏4月24日 竪紙・1通 こ103。59




寺内刑部金銭請取書［覚］（甲府表出張のため囲金内 慶応4年5月 竪紙・1通 こ103。62
借につき）　寺内刑部→草間一路殿・佐藤為之進殿
坂口銑左衛門金銭受取書［覚］（越後出張につき）　郡 辰5月5日 小切紙・1通 こ103－63
方骨人附坂ロ銑左衛門→御金懸御役所
堀騨麗講野饗騰踏難解峰頭霧 慶応4年5月7日 竪紙・1通 こ103－64
五郎・岩下縫殿丞→草間一路殿





馬場広人金銭請取書［覚］（御内用のため諸入用につ 慶応4年6月 小切紙・1通 こ103－67
き）　馬場広人→佐藤為之進殿
牧野良平金銭請取書［覚］（下筋出張のため内借につ 慶応4年6月 竪継紙・1通 こ103・68
丁目　牧野良平→佐藤為之進殿





中罷櫨知籍轡野聯詳騰鶏雛 慶応4年6月 竪紙・1通 こ103－70
佐藤為之進殿
久保三郎金銭受取書［覚］（下筋出張のため内借につ 慶応4年6月 竪紙・1通 こ103－71
き）　久保三郎→佐藤為之三殿
小野熊男金銭受取書［覚］（下筋御用のため内借につ 7月7日 小切紙・1通 こ103・72
き）　小野熊男→佐藤為之三殿
宮下三郎治金銭請取書［覚］（江府表御用のため内借 慶応4年7月8日 竪継紙・1通 こ103－73
につき）　宮下三郎治→酒井市治殿
田中権之助金銭請取書［覚］（出府のため道中入料囲 慶応4年7月 竪紙・1通 こ103。74
金内借につき）　田中権之助→酒井市治殿・鈴木冨治殿
前田角次郎金銭請取書［覚］（下筋御用のため中幕に 慶応4年7月 竪紙・1通 こ103－75
つき）　前田角次郎→草間一路殿・佐藤為之三殿
高田貫之輔金銭請取書［覚］（下筋出張のため道中囲 慶応4年8月朔日 竪紙・1通 こ103－76
金内借につき）　高田貫之輔→竹間一路殿
宮下力金銭請取書［覚］（江府表出張のため内借につ 慶応4年8月5日 竪紙・1通 こ103－77
き）　宮下力→草間一路殿
河口多喜人［覚］（探索御用のため内借につき）　河口 慶応4年8月8日 竪紙・1通 こ103－78
多喜人・代判岡本精一郎→草間一路殿
白川税他一名金銭請取書［覚］（探索御用のため内借 慶応4年8月8日 竪継紙・1通 こ103－79
につき）　白河祝・宇敷元之丞→草間一路殿
近藤権左衛門金銭受取書［覚］（御用出役のため内借 辰8月9日 横切紙・1通 こ103・80
につき）　近藤権左衛門→酒井市治殿・水野清右衛門殿
木内助右衛門金銭請取書［覚］（探索御用のため内借 慶応4年8月10日 竪継紙・1通 こ103－81
につき）　木内品右衛門→草間一路殿
罐轡型難羅賭鍬嘉麟野里室 辰8月 横切継紙・1通 こ103－82
観血
木下伝五郎金銭受取書［覚］（下筋御用のため道中囲 慶応4年8月24日 横切継紙・1通 こ103－83
金内借につき）　木下伝五郎→酒井市治殿・水野清右衛
門殿
相澤龍太郎金銭請取書［覚］（無擦ため内借につき） 明治元年9月 竪紙・1通 こ103－84
相沢龍太郎→草間一路殿
奥村小文吾他一名金銭請取書［覚］（上州辺出張のた 辰9月 横切継紙・1通 こ103－85
め内借につき）　奥村小文吾・田中左吉→酒井市治殿・
水野清右衛門殿




相沢龍太郎金銭受取書［覚］（越後へ御内用につき） 明治元年10月 竪紙・1通 こ103－88
相沢龍太郎→佐藤為之進殿
河口左文太金銭受取書［覚］（新潟表御用のため御内 明治元年10月 竪紙・1通 こ103・89
用金につき）河ロ左文太→佐藤為之進殿
宇敷元之丞金銭受取書［覚］（下筋のため内借につき） 明治元年10月 小切紙・1通 こ103・90
宇敷元之丞→佐藤為之進殿





馬場広人金銭受取書［覚］（越後出張のため御用金に 明治元年11月 竪紙・1通 こ103－92
つき）　馬場広人→佐藤為之進殿
馬場広人金銭受取書［覚］（越後出張のため御用金に 明治元年11月 竪紙・1通 こ103－93
つき）馬場広人→一
渡辺憲蔵金銭請取書［覚］（京都出張のため仲借につ 明治元年11月 竪紙・1通 こ103－94
き）　渡辺憲蔵→草間一路殿・佐藤為之進殿





根井小右衛門金銭預書［覚］（御用出府のため道中囲 慶応3年12月 竪紙・1通 こ108－1
金につき）　根井小右衛門→岡野弥右衛門殿
三沢刑部丞金銭受取書［覚］（上京のため内借につき） 慶応3年12月 竪紙・1通 こ108－2
三沢刑部丞→佐藤為之進殿・岡野弥右衛門殿
長谷川深美金銭受取書［覚］（月割正月眼中借につき） 慶応4年正月 竪紙・1通 こ108－3
長谷川深美→佐藤為之進殿・岡野弥右衛門殿
根井小右衛門金銭受取書［覚］（御用につき）（根井）小 3月9日 竪紙・1通 こ108・4
右衛門→（佐藤）為之二三
根井小右衛門金銭受取書［覚］（京都御用につき）根 慶応4年3月9日 竪紙・1通 こ108－5
井小右衛門→佐藤為之進殿
小野四郎兵衛金銭受取書（甲府出立のため内借につ 4月3日 小切紙・1通 こ108・6
き）　小野四郎兵衛→酒井市治殿
中津道太郎金銭請取書［覚］（仙台出張につき）　中津 4月3日 小切紙・1通 こ108－7
道太郎→真田信濃富力御内岩下淀殿
酒井即興金銭請取書［覚］（馬代金につき）　大熊衛士 辰4月22日 横切紙・1通 こ108－8
内酒井磯司→海沼龍助殿
寺内里宮金銭受取書［覚］（在所表出達のため道中囲 辰4月22日 横切紙・1通 こ108－9
金につき）　寺内多宮→前嶋友之進殿
小野四郎兵衛金銭請取書［覚］（内借願い聞済みにつ 慶応4年3月 竪紙・1通 こ108－10
き）　小野四郎兵衛→前嶋友之進殿
斉藤馬之助金銭請取書［覚］（御在所御用のため内借 慶応4年3月 竪紙・1通 こ108－11
につき）　斉藤馬之助→前嶋友之進殿
大日方四郎兵衛金銭請取書［覚］（御在所御用のため 慶応4年4月 竪紙・1通 こ108－12
内借につき）　大日方四郎兵衛→前嶋友之進殿
矢野求馬金銭請取書［覚］（御在所表出立のため内借 慶応4年4月 竪紙・1通 こ108－13
につき）　矢野求馬→前嶋友之進殿
三二之進金銭請取書［覚］（御在所出立のため内借に 慶応4年4月 竪紙・1通 こ108－14
つき）　原土之進→前嶋友之進殿
白川税金銭請取書［覚］（御在所出立のため内借につ 慶応4年4月 竪紙・1通 こ108－15
き）　白川税→前嶋友之進殿
伊東賢治金銭受取書［覚］（御用のため中借につき） 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ108－16
伊東賢治→酒井市治殿・水野清右衛門殿
海沼源之進金銭請取書［覚］（御内用のため内借につ 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ108－17
き）　海沼源之進→佐藤為之進殿




赤沢虎之助他一名金銭受取書［覚］（沓野村出張のた 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ108－19
め囲金につき）　赤沢虎之助・馬場三之丞→佐藤為之進
殿
馬場悦之丞金銭受取書［覚］（沓野村出張のため囲金 慶応4年5月20日 竪紙・1通 こ108－20
につき）　馬場悦之丞→草間一路殿
馬場悦之進他二名金銭請取書（二野開門路用のため 慶応4年7月2日 竪紙・1通 こ108－21
中借につき）　鈴木藤太・赤沢虎之助・馬場悦之進→佐
藤為之三殿
赤沢虎之助金銭受取書［覚］（沓野開門出張のため内 明治元年9月28日 竪紙・1通 こ108－22
．借金につき）赤沢虎之助→草間一路・佐藤為之進殿
回議認盤第讐鷺！畿囎製山陰箒 明治元年11月8日 竪紙・1通 こ108－23
上殿・水野清右衛門殿
音門書状（小松原村光林寺他3ヵ寺献上金中借りの件 6月19日 横切継紙・1通 こ108・24
落手につき）音門→（佐藤）為之言様
成沢勘左衛門金銭請取書［覚］（中黒につき）　成沢勘 慶応4年6月 竪紙・1通 こ108－25
左衛門→草間一路殿・佐藤為之進殿
太兵衛金銭請取書［覚｝（紙買上げ代の件内借につき） 7月22日 小切紙・1通 こ108－26
吉沢喜源太組太兵衛→酒井市治様・水野清右衛門殿
堀内荘作他一名金銭受取書［覚］（御国美濃紙代につ 辰7月 小切紙・1通 こ108－27
き）　堀内荘作・高橋清蔵→三井清治殿・成本治左衛門殿
奥印・奥書あり
藤治郎金銭受取書［覚］（紙買上げ代の件内借につき） 辰7月5日 竪紙・1通 こ108－28
御捻駄才領組藤治郎→御金掛り御役所
宮轟欝磐急患恩黙騨職げ二代の 慶応4年7月8日 竪継紙・1通 こ108－29
鈴木藤吉金銭受取書［覚］（沓野開門出張のため内借 慶応4年8月 竪紙・1通 こ108－30
金につき）　鈴木藤吉→酒井市治殿・水野清右衛門殿
高橋清蔵金銭請取書［覚］（病院品々入料の件内借に 慶応4年10月 竪紙・1通 こ108－31
つき）　高橋清蔵→酒井市治殿・水野清右衛門殿
伊東賢治金銭請取書［覚］（宮様通行のため無燈につ 明治元年10月 竪紙・1通 こ108－32
き）　伊東賢治→酒井市治殿・水野清右衛門殿
山崎治助金銭請取書［覚］（毎日関門入用のため中借 明治2年正月 竪紙・1通 こ108・33
につき）　山崎治助→酒井市治殿・水野清右衛門殿
五撫辮野饗罫『線鯉翻轟舗 明治2年正月 竪継紙・1通 こ108－34
治殿・水野清右衛門殿
（軍用金等金銭受取証文綴　慶応4～明治2年） 綴・24点 こ109
中嶋祐左衛門金銭請取書［覚］（御軍開削料金につき） 慶応4年4月22日 竪継紙・1通 こ109－1
中嶋祐左衛門→酒井市治殿・水野清右衛門殿







堀井泉蔵金銭受取書［覚］（軍用金につき）堀井泉蔵→酒井市治殿・水野清右衛門殿 巳正月8日 小切紙・1通 こ109－5
一155一
財政／家中／勘定



































篠崎源五郎金銭請取書［覚］（病院入料金につき）篠 辰9月 横切継紙・1通 こ109－23
崎源五郎→草間一路殿
矢野三右衛門金銭請取書［覚］（病院入料金につき） 明治2年2月 横切継紙・1通 こ109・24
矢野助右衛門→佐藤為之進殿・岡野弥右衛門殿
（軍用金等金銭請取証文綴　慶応4年～明治元年） 綴・18点 こ110
五明元作代金請取書（進軍のため味噌漬物代につき） 明治元年11月 竪紙・1通 こ110－1
五明元作→酒井市治殿・水野清右衛門殿
小玉村黒柳利兵衛代金請取書［請取一札旧事］（味噌 慶応4年9月28日 竪紙・1通 こ110－2
澤塾代につき）　小玉村黒柳利兵衛→松代様御兵糧方
代五明元作様





五明元作他一名金銭請取書［覚］（品々入料の件中借 慶応4年6月 竪紙・1通 こ110－5
につき）　五明元作・五明富弥→酒井市治殿・水野清右衛
門殿
［援兵御用二野金銭請取通］藤岡伊織→伊東賢治殿 慶応4年4月 横半半・1冊 こ110－6
吉原慎吾代金請取書［覚］（奇兵隊火縄代につき）奇 慶応4年4月24日・ 竪紙・1通 こ110・7
兵隊差配方吉原慎吾→伊藤賢治殿
近藤理之助金銭請取書［覚］（賊徒征伐人数出張の件 慶応4年4月28日 横切紙・1通 こ110－8
入料につき）　坂西廣見・近藤理之助→中村小一郎殿
奥書あり
堀内荘作金銭請取書［覚］（軍用金につき）　堀内荘作 慶応4年閏4月 小切紙・1通 こ110・9
→伊東賢治殿




寺沢慎之丞金銭請取書［覚］（800貫文軍用金につき） 慶応4年閏4月6日 横切紙・1通 こ110－12
寺沢慎之丞→五明富弥殿







獺盤砦葛瞬間御壁犠幣鑑空 慶応4年閏4月 竪紙・1通 こ110－17
助・海沼龍助→山梨郡倉科村間瀬出血殿　奥印・奥書あり




才明組友作金銭請取書［覚］（封金につき）　才明組友 閏4月16日 小切紙・1通 こ111－2
作→佐藤為之進様御内御取次中様




六左衛門金銭請取書［覚］（宿料につき）　牟礼宿御宿 辰閏4月12日 小切紙・1通 こ111－5
六左衛門→上
数田屋数右衛門金銭請取書［覚］（めし代につき）　数 閏4月23日 横切紙・1通 こ111－6
田屋数右衛門→上








藤岡伊織金銭請取書［覚］（御上東京入用につき）　藤 辰10月18日 横切紙・1通 こ111－10
岡伊織→佐藤為之進殿















































（金銭6用状等差し戻しにつき） 、2月12日 小切紙・1通 こ111－29
稲積村名主藤右衛門金銭送り状（銭300貫文につき） 辰6月24日 小切紙・1通 こ判1－30
稲積村名主藤右衛門→年礼番御関門御役所江
鎌原伊野右衛門用状（松本表探索の件内用金渡しに 2月20日 小切紙・1通 こ111－31
つき）　鎌原伊野右衛門→佐藤為之進殿
織右衛門金銭渡し依頼状（内談金につき）　織右衛門 2月20日 小切紙・1通 こ111・32
→（佐藤）為之下様
八田五十司金銭受取書（記入料につき）　八田五十司 5月2日 横切継紙・1通 こ111－33
→酒井市治様・水野清右衛門殿
刑部金銭受取書（50両につき）刑部→（酒井）市治様 5月 横切紙・1通 こ111－34










北山藤三郎他一名金銭受取書［覚］（佐久間格治郎拝 巳年12月27日 小切紙・1通 こ255－6
借金渡しにつき）　佐久間格二郎親類北山藤三郎・同加
判菅鍼太郎→柘植彦六殿
計閃耀主事伺書（端裏書）［飯米差支之向拝借州崎伺］ 7月3日 小切紙・1通 こ255－7
（篠崎源五郎ほか2名分）　計政副主事→一　端裏書あ
り、張札あり











山口久米吉願書（埣より拝借願い聞き済みにつき） 5月11日 小切紙・1通 こ255－14
山口久米吉→酒井市治
灘認罎灘囎舗曝篠桂讐タ 9月 小切紙・1通 こ255－15
御勝手元〆→一






水井市治金銭受取書［覚］（御製造掛より中借の分金 明治3年7月13日 竪紙・1通 こ416－1
3162両2分につき）水井市治→岡野敬一郎殿端裏
書あり
水井市治金銭受取書［覚］（御製造田より転借の分金 明治3年7月11日 竪紙・1通 こ416。2
5945両2分1朱につき）　水井市治→岡野敬一郎殿
端裏書あり
助徳山嵩羅馬金銭受取書［覚］（御製造掛より中腎の 明治3年4月25日 竪紙・1通 こ416－3
分金1000両につき）早旦導師馬→岡野敬一郎殿
’池田冨之進金銭受取書［覚］（御製造方より二六の分 明治3年4月29日 竪継紙1通 こ416－4
金2951両につき）　池田冨之進→岸善八殿
水井市治金銭受取書［覚］（御切米代金の内御製造掛 明治3年4月27日 竪紙・1通 こ416－5
より中借の分金11127両につき）　水井市治→岸善
八殿名裏書あり
水井市治金銭受取書［覚］（御製造手形中借の分金． 明治3年4月18日 竪継紙・1通 こ416－6
1386両1分内につき）水井市治→岡野敬一郎殿端
裏書あり
三座驚鹸纏漿！覚纏雛賛驚誕買上 明治3年5月17日 竪紙・1通 こ416。7
水蝋齢四隅齪！蜂）御奈響欝議蜜杢 明治3年4月20日 竪紙・1通 こ416・8
郎殿
佐川又八郎金銭受取書［覚］（大豆買上代など御製造 明治3年5月13日 竪継紙・1通 こ416－9
掛より中借の分金4226両につき）佐川又八郎→岸
善八殿
佐川又八郎金銭受取書［覚］（御切米代など御製甲掛 明治3年5月3日 竪紙・1通 こ416－10
りより中借の分金7012両2分につき）　佐川又八郎
→岸善八殿
池田富之進金銭受取書［覚］（品々御入料亭製造掛よ 明治3年5月4日 竪継紙・1通 こ416。斜
り中借の分金1000両につき）　池田富之進→岸善八
殿




助翻転需品騨鳳謡講晶晶警費 明治3年6月2日 竪紙・1通 こ416。14
虹梁嵩広馬→岸善八殿







池嬰騰緯翻謡勘離麟馨難只 明治3年6月15日 竪継紙・1通 こ416－17
殿









池田冨之進金銭受取舎［覚］（国役御普請御製造掛よ 明治3年7月2日 竪紙・1通 こ416－21
り中借の分金1500両につき）池田冨之進→岸善八
殿端裏書あり
幸蔵申上書（只今職人12人着に御座候につき）幸蔵 正月7日 小切紙・1通 こ416・22
→酒井様
仙名組大谷幸蔵金銭請取書［覚］（御製造紙代金1500明治3年4月7日 竪紙・1通 こ416－23
両につき）仙名組大谷幸蔵→酒井市治様・小野清右衛
門様
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